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『 日 本 語 中 級 1 』 は , 主として 海外 で 日 本 語 を 学習 し て いる 学生 お よび 一 般 成 
人 の た め に , 先 に 刊行 し た 『 日 本 語 初歩 』 に 続く レベ ル の 教科 書 と し て , 国際 交 
流 基金 日 本 語 国際 セン ター が 企画 ・ 制 作 し た 中 級 用 教材 で す 。 

本 書 と と も に 補助 教材 と し て 「 練 習 帳 ] (漢字 練習 と 文法 練習 を 合わ せ た も の ) 
と , 本 書 の 会 話 文 と 読解 文 の 部 分 を 録音 し た 「 カ セッ ト テ ー プ | が ご ざい ます の で , 
合わ せ て ご 利用 いた だ ける と 幸い で す 。 ま た 「 教 師 用 指導 書 ] お よび 「 語 菜 索 引 」 
を 今後 作成 の 予定 で す 。 

本 書 の 執筆 は 6・7・8 課 を 伊藤 芳 照 杏 林 大 学 教授 , 1・3・5・9 課 を 川瀬 生 朗 
東京 大 学 教授 , 10・12・14 課 を 小 出 慶 一 産能 短期 大 学 教授 お よび 2・4・11・13 課 を 
才 田 いずみ 東北 大 学 助教 授 の 各 先 生 方 に お 願い し まし た 。 

挿絵 、 イラスト デザ イン は は 澤田 弘 氏 に お 願い し まし た 。 挿絵 の 構成 案 お よび 巻 
末 の 「 各 課 の 学習 項目 」 作 成 に あたっ て は , 阿部 洋子 , 岩元 隆一 , 木村 千枝 子 , 
小松 知子 , 長島 明子 , 矢沢 理子 の 各氏 に ご 協力 いた だ きま し た 。 

本 書 が 各地 の 日 本 語 教 育 に 携わる 方 々 の お 役に立つ こと を 期待 し て いま す 。 


1990 年 7 月 


国際 交流 基金 日 本 語 国際 セン タ 


『 日 本 語 中 級 T 』 に つい て 


1. この 『 日 本 語 中 級 T』 は , 日 本 語 の 初級 段階 ( 約 300 時 間 ) を 学び 終え た 外 
国人 学習 者 を 対象 に , 『 日 本 語 初歩 』 に 続く 教材 と し て 編集 し た も の で ある 。 


2. 本 書 は , 海外 に お ける 日 本 語学 習 者 に 供する た め 編 集 し た も の で ある が , 国 
内 に お いて も , 用 い 方 に より じゅ うぶ ん 利用 で きる よう 配慮 し た 。 


3. 本 書 は , 日 本 語 の 一 般 的 会 話 能力 と 文章 理解 に 必要 な 基礎 的 能力 を 獲得 させ 
る こと に 目標 を お いて いる 。 


4. 本 書 は , 「 聞 く , 話す , 読む , 書く 」 の 四 技 能 を 段階 的 に 習得 させ , その 定 
着 を 図る こと を 主眼 と し て いる 。 使用 に 際 し て は , まず 口頭 に よる 導入 , 練習 
を 行い , その あと , それ を さら に 補強 し 定着 させ る た め , 読み 書き の 学習 を 行 
うこ と が 望ま し い 。 


5. 本 書 は , 学習 時 数 約 150 時 間 で 終了 する こと を 予定 し て 編集 し た 。 本 書 の 学 
習 後 , 社会 生活 ある い は 専門 分 野 に 必要 な 話し 言葉 ・ 書 き 言 葉 へ と 学習 を 発展 
させ る こと が 望ま し い 。 そ の た め の 教 材 と し て , 本 書 の 続編 『 日 本 語 中 級 LL』 
を 作成 する 予定 で ある 。 


6. 本 書 は , 14 課 か ら 成 っ て いる 。 各課 は , コミ ュ ニ ケー ショ ン に 必要 な 表現 の 
型 と 言語 機能 を 骨組 み と し , 表現 場面 を 考慮 し な が ら 主 題 を まとめ , これ に 主 
要 な 語 無 ・ 文 法事 項 を 配 し て 構成 し た 。 


7. 各課 は , それ ぞ れ 「 会 話 文 」・「 読 解 文 」 と 「 練 習 」 と か ら 成 っ て いる 。 
「 会 話 文 」 で は , その 課 で 扱う 主 な 表現 を , 一 定 の 場面 に あてはめ, 対話 形式 
で 提出 する こと に より , 場面 に 適し た 言い 方 に 慣れ させ る よう に 配慮 し た 。 
「 練 習 」 で は , 本 文 で 提出 され た 主 な 言い 方 を 個々 に 取り 上 げ , 模 條 ・ 記 憶 ・ 
応用 の 順序 で , 「 置 きか え 」「 言 いか え 」「 会 話 」 な どの 名 称 で , 各種 の 練習 を 
配 し た 。 

「 読 解 文 」 で は , 書き 言葉 を 理解 する た め に 必要 な 基礎 的 能力 を 獲得 させ る 

た め に 「 会 話 文 」 で 扱っ た 内 容 と 関連 する 平易 な 短い 文章 を 提示 し た 。 読 解 文 
の 「 練 習 」 で は , その 内 容 理解 を 円 滑 に する と と も に , 理解 し た 内 容 を 口頭 で , 
ある い は 文章 で 表現 で きる よう に 「 間 いと 答え 」 の 名 称 で 各種 の 設問 を 配 し た 。 


8. 本 書 で 新た に 提出 し た 語 舞 は, 一 般 に よく 用 いる と 思わ れる も の 813 語 で あ 
る 。 各課 で 提出 し た 新 出 語 革 は , それ ぞ れ 各課 の 終わ り に 「 新 し い 言 葉 」 と し 
て , 名 詞 , 指示 詞 (疑問 詞 ・ 連 体 詞 ) , 形容 詞 , 形容 動詞 , 動詞 , 副詞 , 接続 
詞 , 感動 詞 , 慣用 句 , 助詞 , 助動詞 , 連語 , 接頭 接尾 語 な どの グル ー プ に ま と 
め て 示し た 。 また, 本 書 全体 に 提出 し た 語 技 は , 巻末 に 「 語 舞 素 引 」 と し て ま 
と め た 。 


9. 漢字 は , 新 出 316 字 を , 読み 替え 134 字 を 常用 漢字 表 か ら , 10 語 を 付表 か ら 選 
ん で 提出 し た 。 各 課 で 提出 し た 新 出 漢字 と 読み か え 漢 字 は , それ ぞ れ 各課 の 終 
わり に 「 新 し い 漢字 」 と し て 示し , 本 書 全体 に 提出 し た 漢字 は , 巻末 に 「 新 出 
漢字 表 」「 新 出 ・ 読 み 替え 漢字 一 覧 』. と し て まとめ た 。 

欄外 に 書き 出し た 漢字 は , 新 出 と 読み か え 漢 字 で , 新 出 漢字 は その まま , 読 
みか え 漢 字 は 下線 を 付 し て 示し た 。 また, 「 常 用 漢字 表 付表 」 の 語 は 下 に 波線 
を 付 し て 示し た 。 各課 の 終わ り の 「 新 し い 漢 字 」 に お いて も , 新 出 漢字 は その 
まま , 読み か え 漢 字 は 下線 を 付 し , 既出 漢字 は < ) を ,「 付 表 の 語 」 に は 流 


線 を つけ て 示し , それ ぞ れ 区 別 し た 。 


10. 各課 の 会 話 文 と 練習 に 提出 し た 主 な 文型 ・ 文 法 , 表現 に 関し て は , 指導 上 の 
便 を 考慮 し , 巻末 に , 「 各 課 の 主 な 学習 項目 」, 「 練 習 問題 で 扱っ た 表現 機能 
一 覧 」 と し て 掲げ た 。 


11. 表記 は , 現代 仮名 遣い に よっ て 統一 し た 。 漢字 に つい て は , 常用 漢字 表 を 基 
準 と し た 。 数 字 の 表記 は , 音読 み 語 に は 算 用 数 字 を , 訓読 み 語 に は 漢 数 字 を 用 
いる こと を 原則 と し た 。 


12. 各課 に 挿絵 や 図表 を 適宜 配 し , 学習 と 指導 の 便宜 を 図っ た 。 
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登場 人 物 : 山田 (日 本 の 会 社 の 海外 事務 所 課長 ) | 
リー・ ヤ ング (海外 事務 所 の 社員 ) 
場面: 事務 所 で 送別 会 へ の 招待 を 受け る | 


ed a i d,s i bi a ti A a 


山田 : リー きん 。 

リー は Ns 何で し しょうが か が 。 

山田 : 日 本 へ の 出発 は 来 月 の 三 日 で し た ね 。 

WS dvs 

山田 : じゅ ん び は も う て き まし た か 。 

リー: を る そ 。 きのう 3 外務 省 が か ら バ スポート を も らい まし た 。 あ し た は , 
日 本 大 使 館 へ 行っ て , ビザ を も ら お うど 思っ て いま す 。 

山田 : ああ , そう で すか 。 お くさ ん も 子ども さん も いっ し ょ だ か が から, 出 
発 の じゅ ん び は いろ いろ たいへん で し ょ う ね わ 。 

リー : を を る 。 妻 は 子ども の 洋服 - を 買い に 行っ た り , 持っ て いく 荷物 を そ 
る そえ たり し て いま す 。 

山田 : 実は , 送別 会 を し た いと ど 思 いま し て ね 。 

J Ct Tt o 

山田 : 来週 の 水曜 日 は どう で すか 。 


リー: 水曜 日 は 都合 が 悪い の で す が …… o 

山田 : じゃ あ , 木曜 日 は どう で すか 。 

リー: そう で すね 。 金曜 日 な ら 都 合 が いい の で す が …。 

山田 : それ じゃ , 金曜 日 に し まし ょ 2 う 。 

リー: あり が どう ご ざい ます 。 時 間 は , 何時 か ら で し ょ うか 。 

山田 : 夕方 5 時 か ら は どう で すか ^。 

リー: だ ええ, けっ こう で す 。 

山田 : 場所 は , セン トラ ル ・ ホ テル 1 階 の レス トラ ン に し よう と 思っ て 
に 0 

リー: ああ , そう で すか 。 どう も あり が と どう ご ざい ます 。 


(1) きのう 外務 省 か ら パ スポ ー ト を も らい まし た 。 


① 大 使 館 ・ ビ ザ ② 銀行 ・ 小 切手 ③ 学校 ・ 証 明 書 
④ 文部 科学 省 ・ 通 知 ⑤ 事务 所 旅费 


(2) 来週 の 水曜 日 は どう で すか 。 


今週 ・ 土 曜日 ② 来週 ・ 月 曜日 ③ あし た ・4 時 
今度 ・ 日 曜日 ⑤ 今月 ・19 日 


① 火曜 日 ② あし た 
③ 木曜 日 ④ 20 日 
⑤ 今日 


(4) 金曜 日 な ら 都 合 が いい の で す が 。 


① 土曜 日 ② 月 曜日 か 火曜 日 ③ 2 日 の 夕方 
④ 23 日 か 24 日 ⑤ あし た の 5 時 ご ろ 


(5) 妻 は 子ども の 洋服 を 買い に 行っ た り , 荷物 を そろ そえ た り し て いま す 。 


① 料理 を 作る ・ せ ん た く を する ©② 新聞 を 読む ・ テ レビ を 見 る 
@ パス ポー ト を も らい に 行く ・ ビ ザ を と り に 行く 
④ 電話 を か ける ・ 手 紙 を 書く ⑤ 散歩 を する ・ 昼 寝 を する 


2. 言い か え 


(1) 例 : 来 月 3 日 に 日 本 へ 出発 し ます 。 
一 日 本 へ 出発 する の は 来 月 3 日 で し た ね 。 
一 日 本 へ の 出発 は 来 月 3 日 で し た ね 。 
例 : 来 月 3 日 に 日 本 に 到着 し ます 。 
ー 日 本 に 到着 する の は 来 月 3 日 で し た ね 。 
っ 日 本 へ の 到着 は 来 月 3 日 で し た ね 。 


① 来 月 4 日 に アメ リカ へ 出発 し ます 。 
@ 来週 の 月 曜日 に フラ ンス へ 出発 し ます 。 
③ 今月 5 日 に 日 本 に 到着 し ます 。 


④ 今週 の 金曜 日 に ロン ドン に 到着 し ます 。 
⑤ 午後 3 時 に 空港 に 到着 し ます 。 


(2) 例 : 場所 は レス トラ ン に し ます 。 
一 場所 は レス トラ ン に し よう と 
思っ て いま す 。 


会 場 は ホテ ル に し ます 。 
出発 は 来 月 に し ます 。 

時 間 は 5 時 か ら に し ます 。 
曜日 は 金曜 日 に し ます 。 
場所 は 山田 さん の 家 に し ます 。 


9 @ @ OL 


(1) A: (日 本 へ の 出発 ) は ( 来 月 3 日 ) で し た ね 。 
B : は い 。 

A : じゅ ん び は も う で きま し た か 。 

B : 


元 元 。 


① 旅行 ・9 月 9 日 @ 出発 ・10 月 10 日 
③ 送別 会 ・ 来 週 の 金曜 日 @ パー ティ ー・ 6 時 か ら 
⑤ クラ ス 会 ・ 5 時 か ら 


(2) (出発 の じゅ ん び は も う で きま し た ) か 。 


A : 

B : ええ 。 
A: 実は , (送別 会 を し ) た いと 思い まし て ね 。 
B : それ は どう も ……。 


荷物 は も うそ ろ い まし た ・ お みや げ を さしあげ る 
お 子 さ ん は 男の子 で す ・ お も ちゃ を さしあげ る 
試験 は も う 終 わり まし た ・ 食 事 に ご 招待 する 
映画 は お すき で す ・ き っ ぷ を さしあげ る 

土曜 日 は お ひま で す ・ 送 別 会 を する 


@ @ @ @ @ 


(水曜 日 ) は 都合 が 悪い の で す が ……。 

じゃ あ , (木曜 日 ) は どう で すか 。 

そう で すね 。 (金曜 日 ) な ら 都 合 が いい の で す が …… 
それ じゃ , (金曜 日 ) に し まし ょ う 。 


四 と 四 > 


今日 ・ あ し た ・ あ さっ て 

月 曜日 ・ 火 曜日 ・ 水 曜日 

4 時 か ら ・5 時 か ら ・ 6 時 か ら 
9 日 ・4 日 ・5 日 

午前 中 ・ 午 後 ・ 夕 方 か ら 


@ OOD 


日 本 へ の 留学 


リー・ ヤ ング さん は , 日 本 の 会 社 の 海外 事務 所 に つと ど とめ て いる 。 
大 学 で は 経済 学 を 勉強 し た 。 研修 の た め 来 月 日 本 へ 行く てこ と に な っ 
た 。 滞在 期間 は 2 年 の 予定 で ある 。 1 年 め は 大 学 で 研究 生 ど し て 経 
営 学 を 学び , 2 年 めか ら は 会 社 で 研修 を 受け る 予定 で ある 。 

日 本 へ は 奥 き ん の マリ ー さ ん と ど 今 年 3 いい に な る 男の子 を 連れ て 
行く 。 リ ー 夫 妻 は 出発 の じゅ ん び て 委 日 いそ を が し くす ご し て いる 。 
来週 の 金曜 日 に は , 事務 所 の 山田 課長 が 送別 会 を 開い て くれ る < こ 
と に な Ss 


問い と 答え 


リー・ ヤ ング さん は , どこ に つと め て いま すか 。 


. 大 学 で は 何 を せん も ん に 勉強 し まし た か 。 


日 本 で の 滞在 期間 は どの くら いで すか 。 

日 本 で 何 を する 予定 で すか 。 

日 本 へ は だ れ と 行き ます か 。 

送別 会 は いつ で すか 。 

「 日 本 へ の 留学 」 の 文章 は , 「 で ある 体 」 で 書か れ て いま す 。 こ の 文章 を , 
「~ で す ・ ま す 体 」 の 言い 方 に か えて 読み な さい 。 


© 


新しい 言葉 

(1) 会 合 登場 人 物 海外 事務 所 課長 社員 場面 送別 会 じゅ ん び 
外務 省 パス ポー ト ヒザ 都合 場所 置き か え 小切手 証明 書 
文部 科学 省 通知 旅費 今週 昼寝 言い か え 到着 パー ティ ー 
クラ ス 会 お も ちゃ 読解 午前 中 留学 経済 学 研修 期間 予定 
研究 生 ”和 经 党 学 夫妻 せん も ん 文章 で ある 体 で す ・ ま す 体 
リー・ ヤ ング セン トラ ル ・ ホ テル ロン ドン 

(2) そろ える 学ぶ (て を て に ) か える 連れ て 行く 

(3) 実は 

(4) どう も (あり が と う ご ざ いま す ) 

(5) (研究 生 ) と し て 

(6) て て いく て こと に な る て で ある 

(7) 一 課 

新しい 漢字 

いっ か か い 、 ごう と う し じょう じん ぶつ じ む し ょ ば めん そう べつ か い 

1 (会 ) 合 登 ( 場 人 物 ) (事務 ) 所 場面 送別 (会 ) 

が い む し ょ う た い 。 し か ん じ つ つ : どう こ ぎっ て も ん 大 か が くし ょ う 

(外務 )3 (大 ) 使 ( 館 ) 実は 都 ( 合 ) 小 ( 切 手 ) 文 (部 ) 科 ( 学 省 ) 

つう 。 ち さん ぽ と う ちゃ く えい が どっ か い ぶん りゅう が く けい ざい が く 

( 通 ) 知 散歩 到 ( 着 ) ( 画 ) 読解 ( 文 ) 学 ) 済 ( 学 ) 
ゅ う に いざ い けい えい バ な い お く 

( 研 ) 修 滞在 期 (前 ) ( 経 ) 党 ( 学 ) 学ぶ ( 手 ) 定 奥さん 

っ い ふ さい ぶん し ょ う 。 きょう こ と し 

連れ て ( 行 )( ”夫妻 ( 文 ) 章 今日 今 


【 会 話 文 】 
日 時 :8 月 31 日 午後 5 時 
登場 人 物 : リー 
マリ ー て リー 夫人 ) 
山田 課長 
山田 夫人 
場 面 : セ ント ラル ・ ホ テル の 送別 会 で 


と ニー ニニ ーー ニー ニーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ニニ ニー ニー ニーー ニ ーー ニーーーーー ニ ーーー ニ ーー ニー ニー ユ コ 


BJ DT LD 

夫人 : お めで と う ご ざ いす す 。 

J 

夫人 : 本 当 に よかっ た で すれ ね, 研修 生 に 選ば れ て 。 

NO る る お が かげ ささ まで 。 

夫人 : 準備 は も う で きま し た か 。 

マリ ー: ええ る, まあ , だ いた いす みさ まし た 。 

夫人 。 : それ は よかっ た で すね 。 あ の う , リー さん は 大 学 に 通い な が ら , 
会 社 で て 研修 する ん で すか 。 

リー : まだ は っ きり 分 か ら な いん で す が :, 1 年 め は 大 学 で 勉強 し て , 
2 年 め に 会 社 で 研修 を 受け る 予定 な ん で す 。 


夫人 : そう で すか 。 大 学 で は , 何 を 専攻 する つも り で すか 。 

リー : 経営 学 を や ろう ど と 思っ て いる ん で す が , で きる だ けい る いろ な 
こと ど を 勉強 し て みる つも うり で す 。 

夫人 : で も , 勉強 や 仕事 ば か り リ り じ ゃ , 奥 様 が お 気 の 豆 で す よ 。 


デー 2 を うけ で すね 。 

マリ ー: 主人 の 休み に は な る べく 家族 で 旅行 し た い ど 思っ て いる ん で す 。 
山田 : ああ , それ は いい で すね 。 

夫人 : お 体 に は , 十分 , 気 を つけ て 《 く だ さい ね れ ね 。 

マリ リー て あの が と うこ Se 


専 攻 毒 主 


く 練 習 1 > 


1. 置き か え 


(1) で きる だ けい ろ い ろ な こと を 勉強 し て みる つも り で す 。 


① 家族 で 旅行 する @ 長く 勤め る 
@ 日 本 の 生活 を 楽し む  ④ 体 に 気 を つけ る 
@ 日 本 語 で 話す ⑥ が ん ば る 


(2) A : いつ 国 へ 帰る つも り で すか 。 
B : 3 日 に 帰ろ うと 思っ て いま す 。 


① 課長 に 話す ② 荷物 を 送る ③ 日 本 に 出発 する 
④ 東京 に 行く ⑤ 手紙 を 書く ⑥ 電話 を か ける 


(3) A: 家族 で 旅行 する つも り で すか 。 
B : ええ , な る べく 家族 で 旅行 し た いと 思っ て いま す 。 


① 日 本 語 で 手紙 を 書く ② 課長 に 頼む 
③ 今日 じゅ うに 荷物 を そろ える ④ 長く 勤め る 
⑤ 3 日 に 出発 する ⑥ あし た 大 使 館 へ 行く 


2 


言い か え 


(1) 例 : 午前 中 大 学 に 通っ て , 午後 会 社 で 研修 し ます 。 
ー 午前 中 大 学 に 通い な が ら , 午後 会 社 で 研修 し ます 。 


① 昼間 働い て , 夜 大 学 に 通い ます 。 

@@ と きど き 休 ん で , 20 キ ロ 走 り ま し た 。 

③ いろ いろ な 人 に 道 を 聞い て , 行き まし た 。 
④ 何 度 も 間違え て , 覚え まし た 。 

⑤ アル バイ ト を し て , 卒業 し まし た 。 


(2) 例 : 1 年 め は 大 学 で 勉強 する 予定 で す 。 2 年 め に 会 社 で 研修 を 受け る 予定 
で す 。 
ー 1 年 め は 大 学 で 勉強 し て , 2 年 め に 会 社 で 研修 を 受け る 予定 で す 。 


① 1 年 め は 経済 を や り ま す 。 2 年 め に 経営 学 を 勉強 し ます 。 
② 1 年 め は 大 学 の 研究 生 に な り ま す 。 2 年 め に 会 社 に 勤め ます 。 
③ 1 回 め は 一 人 で 行き ます 。 2 回 め に 家族 を 連れ て 行き ます 。 
(④ 1 日 め は ゆっ くり 休み ます 。 2 日 め に 先生 と 相談 し ます 。 
⑤ 


午前 中 は 事務 所 に 行き ます 。 午後 か ら 工 場 を 見 学 し ます 。 


允 


qt 
ジコ 


格 


の アア ww D>» 


リー さん , お めで と う ご ざ いま す 。 

どう も あり が と う ご ざ いま す 。 

本 当 に よかっ た で すね , (研修 生 に 選ば れ て )。 
ええ , お か げ さ まで 。 


試験 に 合格 し た @ いい 会 社 に 入れ た 
ゆう し ょ う で きた ④ 元気 に な っ た 
退院 で きた 


リー さん , お めで と う ご ざ いま す 。 

どう も あり が と う ご ざ いま す 。 

本 当 に よかっ た で すね , (研修 生 に 選ば れ て )。 
ええ , お か げ さ まで 。 

(し っ か り 勉 強し て き て くだ さい )。 

は い , あり が と う ご ざ いま す 。 


試験 に 合格 し た ・ こ れ か ら も が ん ば っ て くだ さい 
いい 会 社 に 入れ た ・ い い 仕事 を し て くだ さい 
元気 に な っ た ・ 体 に 気 を つけ て 勉強 し て くだ さい 
いい 方 と 結婚 で きた ・ ど う ぞ お し あわ せ に 
退院 で きた ・ ゆ っ くり 休ん で くだ さい 


【 読 解 文 】 


避 
中 
(wk 


送別 会 で 、 リー さん が 事務 所 の 人 か ら も ら っ た 寄せ 書き 。 


を 鈴 に は 本 に 
交 3g で を た 
AK 欲 っ 


= 


ヽ 
っ 
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入 


SS 


< で SN あふ 志 
人 SN 
ON 


六 


AN 


フゥ や まし いな あ 。 
2 年 内 ぶん ば っ て くだ さい 。 


> 2 
| の 
ん は 
水 作 
て も 
(PE 
分 


ン 


ハス 


問い と 答え 


1. 送別 会 で リー さん は , 何 を も らい まし た か 。 

. 木村 さん は 何 が うら や まし い の で すか 。 

. 中川 さん は いつ 日 本 に 帰り ます か 。 

どん な 時 に 寄せ 書き を し ます か 。 

. 学校 を 卒業 し て 会 社 に 入っ た 人 へ の 寄せ 書き を し て みな さい 。 


Oo - 中 0 ND 


@ 新しい 言葉 
(1) 夫人 専攻 奥様 アル バイ ト 見 学 合格 寄せ 書き 無事 正月 
マリ ー 山田 高 子 木村 山田 正 一 中 川 次 郎 田中 秋子 
(2) うら や まし い 
(3) 気の毒 な し あわ せな 
(4) 通う 楽し む が ん ば る 祈る 
(5) は っ きり で きる だ け 十分 な る べく と きど き し っ か り 
(6) あの う 
(7) お か げ さ まで 
(8) (うら や まし い ) な あ 
(9) ~ (年 ) 間 


@ 新しい 漢字 


ほん と う じゅ ん び 人 办 上 、 せん こう き どく しゅ じん 
(本 ) 当 に 準備 通う 分 か る 専攻 する  ( 気 ) の 毒 だ 主 (人 ) 
は た ら ま ち が 


つと た の お ば ぼ いっ か い そう だ ん 
勤め る 頼む 働く ( 間 ) 違 える 覚え る 1 回 め 相談 する 
) 和 絡 す る 寄せ ( 書 ) き お 正 (月 ) 御 無 ( 事 ) 祈る 


Wu 


( 


| 登場 人 物 : マ リー | 
: 山田 課長 | 
| 場 面 : 送別 会 の あと , ホテ ル の ロビ ー で 


に こち デニ ニニ ニニ ニニ ニニ ミニ ニニ ニニ ニニ ミミ ニニ ニー ニュ ニニ ニニ ここ ニニ ニニ ニニ ミー ニニ ニニ ニニ ニニ ミー ジュ 


マリ ー: 今日 は 送別 会 を し て いた だ いて あり が と うごき いま し た 。 

山 田 : いい る え , どう いた し さして 。 

マリ ー: ちょ っ と ど と お 伺い し た いこ ど が ある の で す が 。 

中 四 和 は いらい 何で も エメ う か 。 

了 JJ 一: 日 本 で の 生活 の こと ど と な ん で すか が …… o 

山 田 : は あ 。 

マリ ー: こん ど 初 め て 日 本 へ 行く ので, ちょ っ と 心配 な ん で す 。 

山田 : MA だ いじ ょ うぶ で す よ 。 ご 主人 に も お ぢ 話し し まし た が , 空 
港 に は 係り の 者 が 出迎え に 来 ま すし , いい 宿舎 も 用 意 し て あり すま 
すか ら 。 

マリ ー: 宿 合 は どん な と ど と ころ で すか 。 

山 田 : 会 社 の 社員 寮 で す 。 駅 に 近く て 便利 な どこ ろ で す 。 近く に は , 
スー プー ゲ ク ド も あり まず よる 。 

マリ ー: 日 本 は 食事 が 高い ど と 聞き まし た か が ま …… o 


山 田 : そう で すね 。 外 て 食べ る ど と ずい ぶん お 金 が か か り ま す が , 材料 
を 買っ て き て 自分 で 作れ ば そん な に か か り ま せん よ 。 

マリ ー: そう で すか 。 小さ きい 子供 が いる の で , お も ちゃ な ども 持っ て 行 
た と 直っ て ゆる の で すず が の 

山 田 : そう で すね 。 た いて い の 物 は 近く の 店 で 買 を ます か ら , 荷物 は 
な る べく 少な くし た ほう が いい で す よ 。 


マリ ー: 寮 の 近く に 病院 も あり ます か >。 

山 田 : 大 き ぃ 病院 は あり ませ ん が , 小さ い 医 院 が あり ます 。 

マリ ー: そう で すか 。 初めて の 外国 生活 な の で , ぃ いろいろ 不安 で す 。 

山 田 : 物 め は た だい へ ん た て し ょ う が , 二 , 三 か 月 すれ ば な れ ま さす か ら , 
そん な に 心配 する 必要 は あり ませ ん よ 。 

マリ ーー を で すか どう も いる いる あう り が と どう ご ざい すし た 。 


(1) 


(2) 


(3) 


泊 


外 で 食べ る と ずい ぶん お 金 が か か り ま す が , 自分 で 作れ ば そん な に か か り ま 
せん よ 。 


外食 する ・ お 金 ・ 家 で 食べ る 
ホテ ル に 泊まる ・ お 金 ・ 寮 に 泊まる 
ホテ ル だ ・ お 人 金 ・ 寮 だ 

歩い て 行く ・ 時 間 ・ 車 で 行く 

一 人 で や る ・ 時 間 ・ み ん な で や る 
車 だ ・ 時 間 ・ 電 車 だ 


SEO @@ OO 


荷物 は な る べく 少な くし た ほう が いい で す よ 。 

① 買い 物 ・ 近 く の 店 で する ② お 金 ・ た くさ ん 持っ て 行く 
③ 材料 ・ た くさ ん 買う ④ 食事 ・ 自 分 で 作る 

⑤ 薬 ・ 買 っ て お く 


すぐ な れ ま すか ら , そん な に 心配 する 必要 は あり ませ ん よ 。 


① 分 か る ② 来る ③ な お る 
@ と どく ⑤ で きる 
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言い か え 


(1) 例 : 空港 に は 係り の 者 が 出迎え に 来 ま す 。 い い 宿 舎 も 用 意 し て あり ます 。 
だ いじ ょ うぶ で す 。 
っ 空港 に は 係り の 者 が 出迎え に 来 ま すし , いい 宿舎 も 用 意 し て あり ます 
か ら , だ いじ ょ うぶ で す よ 。 


① 買い 物 に も 便利 な と ころ で す 。 近く に は 病院 も あり ます 。 心配 は いり ま 
せん 。 

② 寮 に は 食堂 も も ちり ます 。 近 くに は レス トラ ン も あり ます 。 心配 する 必要 
は あり ませ ん 。 

③ 荷物 も 少な いで す 。 駅 に は 友だち も 迎え に 来 ま す 。 だ いじ ょ うぶ で す 。 

④ 英語 が 話せ る 人 も いま す 。 フ ラン ス 語 の 分 か る 人 も いま す 。 そ ん な に 心 
配 す る 必要 は あり ませ ん 。 

⑤ 楽 も 飲み まし た 。 注射 も し まし た 。 だ いじ ょ うぶ で す 。 


(2) 例 : 日 本 は 食事 が 高い そう で すね 。 
一 日 本 は 食事 が 高い と 聞き まし た が 。 


東京 は 車 が 多い そう で すね 。 

日 本 は 物価 が 高い そう で すね 。 
寮 の 近く に 病院 が ある そう で すね 。 
宿舎 が 用 意 し て ある そう で すね 。 
宿舎 は 駅 の 近く だ そう で すね 。 


き |@@@6@6 


価 


@ @ OO wu と» w > 


PP ww アア 


@ OOO OO 


ちょ っ と (お 伺い し ) た いこ と が ある の で す が 。 
何で し ょ うか 。 

(日 本 で の 生活 ) の こと な ん で す が 。 

は あ 。 


お た ず ね する ・ 日 本 へ の 留学 ② お 聞き する ・ 日 本 で の 宿舎 
お 話し する ・ 子 供 ④ お 知ら せ す る ・ 出 発 の 時 間 
御 相 談 す る ・ 向 こう で の 食事 


寮 の 近く に (病院 ) も あり ます か 。 

(病院 ) は あり ませ ん が (小さ い 医院 ) が あり ます 。 
そう で すか 。 初め て の 外国 生活 な の で , いろ いろ 不安 で す 。 
初め は たい へ ん で し ょ う が , (二 , 三 か 月 ) すれ ば な れ ま す よ 。 


スー パー・ 小 さい 店 ・ 一 , 二 办 月 

レス トラ ン ・ 小 さい 食堂 ・ 一 , 二 週 間 
銀行 ・ 郵 便 局 ・ 二 , 三 週間 

公園 ・ 子 供 の 遊び 場 ・ 二 , 三 办 月 
郵便 局 ・ ポ スト ・ 四 , 五 日 


マ り ー の 心配 


マリ ー さ ん は , 夫 ど いっ し ょ に 日 本 へ 行く て こと に な っ た 。 初め て の 外国 
生活 で ある 。 小さ きい 子供 を 連れ て 行く の で , 日 本 で の 生活 の こと を 心配 し 
て いる 。 気候 や 食べ 物 が 変わ る ど と 体 を こわ すこ と が よく ある と いう 。 マリ 
ー さ ん は 大 学 で 日 本 語 を 4 年 間 習 っ た が *, 学校 で 習っ た 日 本 癌 が 実際 に 通 
じ る か どう か 不安 に 思っ て いる 。 

し か し , マリ ー さ ん は 家族 を ろ っ て 新しい 生活 が で きる の を 楽し み に し 
て いる 。 


夫 候 変 実 際 


< 練習 I > 


問い と 答え 


1. マリ ー さ ん は , 外国 へ 行っ た こと が あり ます か 。 

気候 や 食べ 物 が 変わ る と どん な こと が あり ます か 。 

マリ ー さ ん は , どこ で , どの くら い 日 本 語 を 習い まし た か 。 

マリ ー さ ん は , どん な こと を 心配 し て いま すか 。 

マリ ー さ ん は , 何 を 楽し み に し て いま すか 。 

この 文章 の 中 の 「 マ リー さん 」 を 「 私 」 に 変え て , 「~ で す ・ ま す 体 」 で 話 
し な さい 。 


oo OO pe で 
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新しい 言葉 

(1) あと 心配 だ いじ ょ うぶ 出迎え 宿舎 社員 寮 近く 
スー パー マー ケッ ト 材料 医院 外食 物価 お 知ら せ スー パー 
遊び 場 ポス ト 楽し み 

(2) 不安 な 便利 な 必要 な 

(3) ( 二 , 三 か 月 ) す る と どく 変わ る こわ す 通じ る そろ う 

(4) そん な に た いて い 

(5) は あ 

(6) (楽し うみ 

新しい 漢字 

うか が _ は じ し ん ば ぱい で も むか _ し ゅ くし ゃ し ゃ いん 9 ょ 3 

伺う 初め て 心配 だ (出迎え る 宿舎 (社員 ) 寮 

べ い りょう の ども あん ひつ よう と ちゅ うし ゃ 

合 ( 利 ) だ 料 ( 料 ) ( 耶 ) 僕 不安 必要 だ 泊まる (注射 

ぶっ か ゆう ぴん きょく お っ と き こう か じっさい 

物価 便 居 ( 気 ) 変わ る 実際 


4 課 日 本 へ 


【会 话 文 】 
登场 人 物 : リー 
マリ ー 


出迎え の 中 村 
場 面 :1. 機内 で 
2. 空港 で 


スチ ュ ワ ー デ ス 


Ls ニー ニー oh 


(機内 で ) 

Us : あの う , すみ ませ ん 。 

スズ スチ チミ ワー デス さい 内 びび で も ょ うか 

リリ : ええ , あの う , 日 本 の 新聞 あり さま すか 。 


スチ ナチ ュ ョ ワー デス .: は はい, ご ざい すす が か が, 何 が よろ し ゅ う ご ざ いま すか >。 
朝日 ・ 毎 日 ・ 読 売 ・ 日 本 経済 ど と ご ざい ます が …… 5 


マリ ー 


スチ テ チュウ ー デ ス 


マリ ー 


スズ キュ ワー デス S 


リ -一 
(空港 で ) 

中 村 

リ ーー 


どれ で も いい て す 。 

は い , すぐ に お 持ち いた し ます 。 

あ , それ か ら , この 子 に ミル ク を お 願い で きま すか 。 
は い 。 ミル ク で すね 。 外 に 何 か ……。 

いる え , 別に …。 あ , あと ど と どれ どら いで 着き さす か 。 
ええ と , あど 2 時 間 半 ぐら いで ご ざい ます 。 

そう で すか 。 どうも あり が ど とう 。 

いい える え 。 では, 少々 お 待ち くだ さい は ませ 。 

お ぢ 願い し ます 。 


あの う 。 

は い 。 

あの , 失礼 で す が 。 リー さん で いら っ し ゃ いま すか が 。 
は ey そう で す が 。 

あの , 私 , 本 社 人 事 課 の 中 村 ど 申し さす 。 

あ , どう も 。 リー で す 。 初め は し て 。 

初め まし て 。 

あの , 家内 の マリ ー と 子供 で す 。 

初め まし て マリ ー で す 。 今 日 は どう も わざ さわさ 葵 れ 入 


りさ す 。 


いえ いそ 。 あ , お 子 き ん は , お や すみ で すね 。 み な さき 


ん お 疲れ に な っ た で し ょ う 。 


る る そる 。 ダグ ビ 。 


だ いぶ 。 お 待ち に な り ま し た か *。 

いえ , 今 , 来 た ど ころ な ん で す よ 。 

の > そ 〕) で すか 。 

じゃ , こち ら へ どう ぞ 。 外 に 車 を 待た せ て あり ます の で 。 
は い 。 

あ , お 荷物 , お 持ち し まし ょ う 。 

あ , すみ ませ ん 。 じゃ , これ , お 願い し ます 。 


(2) 


四 


鸭 


すみ ませ ん 。 新聞 あり ます か 。 
は い , ご ざい ます 。 少 々 お 待ち くだ さい 。 


は も ⑨ マッ チ (9 た ば こ 
ナイ フ と フォ ー ク @ 灰 皿 ⑥ えんぴつ か ボー ル ペ ン 


すみ ませ ん 。 荷 物 を お 願い で きま すか 。 
は い , お 預かり いた し ます 。 


お 茶 ・ 入 れる @ コピ ー・ と る 
タク シー・ 呼 ぶ ④ 新聞 ・ 持 つ 
食事 ・ 運 ぶ ⑥ 手紙 ・ 出 す 


こち ら に ジュ ー ス , 私 に コー ヒー, お 願い で きま すか 。 
は い , ジュ ー ス と コー ヒー で すね 。 少々 お 待ち くだ さい 。 


アイ スク リー ム ・ 紅 茶 @ ミル ク ・ コ ー ヒ ー 
週刊 誌 ・ 新 聞 @ ビー ル ・ お 酒 
サン ドイ ッ チ ・ ス パ ゲ ティ ⑯ 御飯 ・ パ ン 


(4) A: 


手紙 , お 読み に な り ま し た か 。 
B : 


は い , 今 読ん だ と ころ で す 。 


① タク シー を 呼ぶ  ②⑫ 薬 を 飲む 
④ 手紙 を 出す ⑤⑥ きっ ぷ を 買う 
(5) A 
B 


お 荷物 , お 持ち し まし ょ う 。 

あ , すみ ませ ん 。 お 願い し ます 。 
お 荷物 を 預かる 
③ お 手紙 を 出す 


② お 写真 を 撮る 


(〈④ コピ ー を と る 
使い 方 を 説明 する ⑥ タク シー を 呼ぶ 


(1) 例 : 


人 事 課 に 勤め て いる 中 村 で す 。 
= 人 事 課 の 中 村 で す 。 


東京 に 住ん で いる 山田 で す 。 


大 使 館 に 勤め て いる 田中 で す 。 


9 OO OE 


すず き 
経済 学部 で 勉強 し て いる 鈴木 で す 。 


セン トラ ル ・ ホ テル で 働い て いる チン で す 。 


スチ ュ ワ ー デ ス を し て いる 佐藤 で す 。 


③ 電話 を か ける 


(2) 例 : ちょ っ と 待っ て くだ さい 。 
っ 少々 お 待ち くだ さい 。 


部 屋 に 入っ て くだ さい 。 

この 電話 を 使っ て くだ さい 。 
5 時 まで に 集まっ て くだ さい 。 
この いす に か け て くだ さい 。 
ゆっ くり 休ん で くだ さい 。 


@ OO A 


.会 話 


(1) A: すみ ませ ん , (消し ゴム ) あり ます か 。 
B: は い , (大 きい ) の と (小さ い ) の と あり ます が , どちら が よろ し い 
で すか 。 
A : どちら で も いい で す 。 


① ノー ト ・ 厚 い ・ 薄 い ② ボー ル ペ ン ・ 青 い ・ 黒 い 
@ ふく ろ ・ 紙 ・ ビ ニー ル ④ ふう と う ・ 縦 ・ 横 
@ びん せん ・ 縦 書き ・ 横 書き 


部 屋 厚 薄 縦 横 


と の アロ アア 


@ OO A 


四 @@@ の 


の の と Ww > 


あの , 失礼 で す が , (リー) さん で いら っ し ゃ いま すか 。 
は い , そう で す が 。 

私 , (人 事 課 の 中 村 ) と 申し ます 。 

あ , どう も 。 (リー) で す 。 初め ま し て 。 

初め あま し て 。 ど う ぞ よろ し く 。 


中 村 ・ 研 修 生 の リー 
山田 ・ 外 務 省 の 中 村 
山田 ・ リ ー の 家内 の マリ ー 
マリ ー・ 事 務 所 の 山田 
マリ ー・ 中 国 の チン 


中 村 さ ん , (家内 ) の (マリ ー) で す 。 
初め まし て 。 (マリ ー) で す 。 

こち ら , 人 事 課 の 中 村 さ ん 。 

中 村 で す 。 ど う ぞ よろ し く 。 
こち ら こ そ 。 


大 
むす こ ・ 太 郎 
妹 ・ 秋 子 
友人 ・ 山 田 さ ん 
留学 生 ・ ヤ ング さん 


| 对 


出迎え を の 打ち 合わ せ の 寺 紙 
8 月 10 日 
ee 
わか み すす む 
人 事 課 川上 3 


前 略 来 日 の 準備 で お 忙し いこ と と 存じ ます 。 

先日 の お 手紙 に より ます ど , 日 本 到着 は , 9 月 3 日 の 午後 3 時 と の こと 
で し た が, 当日 は , 本 社 人 事 課 の 中 村 太 郎 が お 出迎え する こと ど に な り ま し 
た の で , お 知ら せい た し ます 。 中 村 は , 会 社名 を 書い た 紙 を 持っ て お 待ち 
し ます の で , すぐ ど お 分 か り に な る ど と 思い ます 。 

も し , 中村 に お 会 い に な れ な か っ た 場合 は , 本 社 人 事 課 (電話 03 一 3591 
一 4646 内 線 7208) に お 電話 くだ さる よう , お 願い 申し 上 げ ま す 。 

まず は , 用 件 の み に て 失礼 いた し ます 。 草々 


く 練 習 > 


問い と 答え 


> 0 To 


リー さん を 迎え に 来る 人 は 何と いう 人 で すか 。 

リー さん は その 人 を 知っ て いま すか 。 

リー さん は , どう や っ て 出迎え の 人 を 見 つけ ます か 。 
その 人 と 会 えな か っ た ら ど うし ます か 。 


© 


新しい 言葉 

(1) スチ ュ ワ ー デ ス 機内 本 社 人 事 課 家内 みな さん フォ ー ク 
コピ ー 紅茶 ミル ク 週刊 誌 サン ドイ ッ チ スパ ゲ テ ィ ビニ ー 
縦 横 びん せん 縦 書き 横書き 友人 打ち 合わ せ 前 略 来 日 
先日 当日 会 社名 場合 内 線 用 件 草々 
朝日 (新聞 ) 毎日 (新聞 ) 読売 (新聞) 日 本 経済 (新聞 ) 鈴木 佐藤 
川上 進 中 村 太 郎 

(2) 預かる (コピ ー を ) と る 存 ず る 見 つけ る 出迎え る 

(3) 別に 少々 まず あと (どれ ぐら い ) 

(4) ええ と いえ いえ 

(5)  ( 今 来 た ) と ころ (用 件 ) の み ( に て ) 

(6) て で いら っ し ゃ る (お 電話 を 下さ る ) よ う 

(7) 失礼 で す が 恐れ 入り ます て こち ら こ そ どう や っ て 


新しい 漢字 

よ し ょ うし ょ う 。 お そ い つか は いざ ら あず は こ 、 こう ちゃ 
呼ぶ 少々 恐れ (和信 ) る 疲れ る 灰 想 預かる 運ぶ 紅 ( 茶 ) 
し ゅ う あつ うす 大 起 よこ ゆう じん 

( 周 ) 刊 誌 撮る 厚い 薄い 縦 横 发 (人 ) 

う ぜん りゃ く いそ ぞ ん せん じ つ ば あい 
(Gt うち 会 わせ る (前 ) 略 忙し い 存 ずる ( 先 ) 日 《〈 场 ) 合 


よう けん そう そう 


(用 ) 件 草々 部 屋 


て 
二 0 六 


5 课 負い 物 の 場所 


【 会 話 文 】 


で ラジ mm アー っ ーー や ーー デー デー ニニ ニニ ラニ ーー デア ニー ビ モデ ニー ニー アー ゴー デー ニー マー テニ デラ ニニ ーー ど さ で ー デ で ーー デー デニ ーー テロ 


| 中 村 | 


と ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ー ニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニ ーーー 


リー: 先日 は いろ いろ あり が どう ご ざい は て し た 。 

中 村 : いる え , どう いた し まし て 。 お ぢ 疲れ は どれ まし た か 。 

リー: は い , お か げ さ は まで 。 

中 村 : それ は よかっ た で すね 。 ど ころ で , 社員 寮 の 部 屋 は どう で すか ^。 

リー: 少し せま いで す が , 明る く て 気持 ちか 部屋 で す 。 夜 も 静か で 
よく て ね な れき ます 。 

中 村 : そう で すか 。 何 か 困 っ た こと が あっ た ら そ ん り ょ な 《 お っ し ゃ っ 
て で ぐだ さい 。 

リー: あり が どう ご ざい ます 。 あ の う , 家内 が 食器 や 台所 用 品 が 買い た 
いと 言っ て いる の で す が *。 

中 村 : ああ , そう で すか 。 

リー: どこ か 近く に て きど うな 店 は あり まさ せん か 。 

中 村 : 寮 の 近く に スー パー マー ケッ ト が あり ます 。 その 店 に は いい 品 が 
そろ っ て いる どい うう ひょう ば ん で す よ 。 


明 困 器 


ss 
中 村 : 
由 
中 村 : 


Rd 
中 村 : 


由 二 
中 村 : 


リー: 
中 村 : 
J 


中 村 : 
由 二 


どの へ ん で すか 。 

寮 の 前 の 道 を 右 へ まっ すぐ に 行く と 左側 に 銀行 が あり ます ね 。 
そえ を, 郵便 局 の 先 で すね 。 

そう で す 。 その 銀行 の 角 を 左 へ 曲がっ て 少し 行く と 右側 に 大 き な 
書店 が あり ます 。 

本 屋 で すね 。 

を を る を 。 その 書店 の 角 を 右 に 曲がっ て 少し 行く と 左側 に 薬局 が あり 
まず 。 

は あ 。 

その 薬局 の 先 の 道 を 去 に 入っ て 50 メ ー ト ル で ぐら い 行 っ た どこ ろ で 
す 。 

ああ , そう で すか 。 

御 案 内 し まし ょ うか ^。 

いそ を, だ いじ ょ うぶ で す 。 本屋 へ も 寄り た いし , 夕方 行っ て み ま # 
す 。 

そう で すか 。 じゃ あ , 社員 寮 か ら の 地図 を 書い て あげ まし ょ う 。 
どう も あり が どう で さい ます 。 


银行 
| 寮 | Se 


曲 店 屋 


ba 


く 練 習 I > 


置き か え 


こ 行く と , 左側 に 銀行 が あり ます 。 


喪 の 前 の 道 を 右 へ まっ すぐ 


(1) 


① 左 へ 少し ・ 郵 便 局 
@ 左 ( 
@ 


书店 
・ 朱 


少し ・ 


曲がっ て 


ーー 
に 


局 


曲がっ て 少し 


~~ 
に 


( 


右 


所 


⑤ 左 へ ・ バ ス の 停留 


も とこ 


の 道 を 右 へ まっ すぐ 


豪 の 前 


2) 


( 


パ あ り ま す 。 


こ 銀行 カ 


く こと 左側 


行 


CLE 


アシ タプ 
\ KS 
et 


i 人 
7 4 i 
NE 


RT 


映画 館 の 角 ・ 石 側 
左側 


② 


③ 書店 の 角 ・ 
④③ 駅 の 前 の 道 


・ 左 側 


(3) 薬局 の 先 の 道 を 左 に 入っ て , 50 メ ー ト ル ぐ らい 行っ た と ころ で す 。 


@ OO @ 


銀行 の 先 の 道 ・ 右 に 入る ・80 メ ー ト ル ぐ らい 
学校 の 前 の 道 ・ 左 に 入る ・100 メ ー ト ル ぐ らい 
書店 の 角 ・ 左 に 曲がる ・10 分 ぐら い 

次 の 交差 点 ・ 右 に 曲がる ・ 五 , 六 分 

二 つ め の 信号 ・ 左 に 曲がる ・ 少 し 


2. 言い か え 


(1) 例 : 


ーー テキ 


@ OO OL 


その 部 屋 は 少し せま いで す が , 明る く て 気持 ちがい いで す 。 
少し せま いで す が , 明る く て 気持 ちがい い 部 屋 で す 。 


その お か し は 少し 高い で す が , あま く て お いし いで す 。 
その ホテ ル は 少し 遠い で す が , きれ いで 静か で す 。 

その 部 屋 は 少し うる さい で す が , 安く て 広い で す 。 

その お ふろ は 少し 熱い で す が , きれ いで 気持 ちがい いで す 。 
その アパ ー ト は 少し 古い で す が , 駅 か ら 近 く て 便利 で す 。 


(2) 


例 : 


その 店 に は , いい 品 が そろ っ て いる そう で す よ 。 


一 その 店 に は , いい 品 が そろ っ て いる と いう ひょう ば ん で す よ 。 


中 と w > 6 LOB @ 
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その 店 に は , 安い 品 が 置い て ある そう で す よ 。 
その 映画 は , た い へ ん お も し ろ い そう で す よ 。 
その 大 学 は , 試験 が むず か し いそ う で す よ 。 
その レス トラ ン は , 味 が いい そう で す よ 。 
その 人 は けち だ そう で す よ 。 


先日 は いろ いろ あり が と う ご ざ いま し た 。 

いえ , どう いた し まし て 。 (お 疲れ は と れ ま し た ) か 。 

は い , お か げ さ まで 。 

それ は よかっ た で すね 。 と ころ で , (社員 寮 の へ や は どう で すか )。 


よく お 休み に な れ ま し た ・ お 仕事 の ほう は いか が で すか 

御 病気 は よく な り ま し た ・ あ し た の パー ティ ー に は いら っ し ゃ いま すか 
パス ポー ト は も う も ら え まし た ・ あ し た は お ひま で し ょ うか 

奥様 は お 元気 に な り ま し た か ・ お 子 さん の 入学 試験 は いか が で すか 
荷物 は 無事 に 着き まし た ・ 山 下さ ん と は 会 えま し た か 


(2) A : あの う (家内 ) が (食器 や 台所 用 品 ) を 買い た いと 言っ て いる の で す 
が 。 

ああ , そう で すか 。 

どこ か 近く に (て きとう な 店 ) は あり ませ ん か 。 

そう で すね 。 


の アア 四 


妻 ・ ち ゃ わん や ほう ちょ う ・ 安 い 店 
主人 ・ ネ クタ イ や くつ し た ・ 洋 品 店 
子供 ・ ノ ー ト や 万 年 筆 ・ 文 房 具 屋 
姉 ・ ア イロ ン や 電気 スタ ンド ・ 電 気 屋 
兄 ・ 辞 書 や 地図 ・ 本 屋 


9 OO の 6 


S9 
> 


寮 の 前 の 道 を 右 へ まっ すぐ に 行く こ 左 側 に 銀行 が あり ます ね 。 

ええ , 郵便 局 の ( 先 ) で すね 。 

A : そう で す 。 そ の 銀行 の 角 を 左 へ 曲がっ て 少し 行く と 右側 に 大 き な ( 書 
店 ) が あり ます 。 

B : (本 屋 ) で すね 。 


A : 元 元 。 


先 ・ 薬 局 ・ 薬 屋 

手前 ・ ス ー パ ー・ ス ー パ パーマー ケッ ト 

前 ・ 文 房 具 屋 ・ ノ ー ト や 万 年 筆 を 売っ て いる 店 
少し 先 ・ 八 百 屋 ・ 野 菜 を 売っ て いる 店 

少し 手前 ・ 床 屋 ・ 青 いか ん ば ん の 出 て いる 店 


@ @@ A 


邦 具 人 页 尾 訂 


順 


(4) 次 の 地図 を 見 な が ら , 駅 か ら の 道順 を 言い な さい 。 
A : 


B : 


(銀行 ) へ 行く に は どう 行っ た らい いで し ょ うか 。 
駅 の 前 の 道 を 


① 郵便 局 ② 書店 ③ ホテ ル 


つう 
4 
に 3 
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③④ 映画 館 ⑤ スー パー 


お ぢ お 礼 の 手紙 


LE TY 


EN 


RE OO A 
REIts 
EE 全 一 。 了 入 入 
Egg ET 


く 練習 HI > 


問い と 答え 


~ no OO ee 0 DD 


. この 手紙 は , だ れ が だ れ に 書い た も の で すか 。 


山田 さん は どん な こと を し まし た か 。 

中 村 さ ん は どん な こと を し まし た か 。 

リー さん の 部 屋 は , どん な 部 屋 で すか 。 

小林 先生 は どん な か た で すか 。 

リー さん は 大 学 で 何 を し よう と 思っ て いま すか 。 

山田 さん の 立場 か ら , リー さん に 返事 の 手紙 を 書き な さい 。 


G@ 新しい 言葉 

(1) 疲れ 食器 台所 用 品 評判 どの へ ん 先 書店 薬局 交差 点 信号 
ほう ちょ う 文房具 アイ ロン 電気 スタ ンド 電気 屋 手前 床屋 
道順 拝啓 家族 用 安心 指導 教官 大 学院 生 専門 書 御礼 近況 
報告 敬具 立場 
山下 小林 

(2) うる さい 

(3) けち な て きとう な 大 き な りっぱ な 

(4) と れる 寄る つく 始め る 

(5) お お い に くれ ぐれ も と りあ え ず 未 筆 な が ら (御礼 ) か た が た 

(6) と ころ で 

(7) て に つい て ~ に 際 し 


〇 新しい 漢字 
あか こま し ょ っ 二 か ど ま し じ ょ で ん ほん や や っ きょく 
明る い 困る ( 食 ) 器 角 曲がる ( 書 ) 店 (本 ) 屋 薬 ( 己 ) 
い こう 、 さ て ん LA ご う あつ ぶん ぼう ぐ や や お や や さ 
停 ( 留 所 ) ( 交 ) 差 点 信 ( 号 ) 热 v、( 文 ) 房 县 ( 屋 ) 八百屋 〈 野 ) 菜 


床 ( 屋 ) ( 道 ) 順 拝 意 指導 教 礼 紹介 来 ( 筆 ) 御礼 ) ( 光 ) 沈 
ほう こく けし 


( 御 ) 報 告 敬 ( 县 ) 


登場 人 物 : リー 
青木 (大 学院 の せん ば ぱい) 
場 面 : 大 学 図書 館 の 利用 に つい て た ず ね る 


で oo ニ こ ここ ニニ ニニ ご ニー こ ご こ ニー ゴミ ニー ニー ビジ ニー ニニ ニー ニニ と デー ご よこ ニー ニニ ご ど ニー ニニ ニニ ミニ ミニ ミ ど ニー ニニ ニニ ニニ ご ご 3 


リー: 本 屋 に は , 読み た い 本 が た くさ ん 並ん で いま す が 。 どれ も ね だ ん 
が 高い で すね 。 と ど て (に 専門 書 な ど は 。 

青木 : そう で すね 。 学生 に は な か な か 全部 は 買い きれ ませ ん ね 。 

I 

青木 : それ で , 学生 は 図書 館 を よく 利用 し て る よう で す よ 。 

リー: な る ほど 。 を その 図書 館 は 外国 人 の 学生 で も 入れ ます か ^。 

青木 : も ちろ ん , 学生 証 さ を 見 せれ ば 入れ ます よ 。 

リー: 本 が 借り た い 時 に は , どう すれ ば いい ん で し ょ 』 う か 。 

青木 : 図書 館 の 入り 品 を 入る ど と , カー ド ・ ボ ックス が た くさ ん 並ん で きま 
す 。 そ の 中 か ら 読 みた い 本 の カー ド を さがし て , 「 図 書 請求 用 紙 」 
に 著者 名 や 図書 番号 な ど 必 要 な こと を 記入 し て , 係り 9 の 人 に わた せ 
ば いい ん で す 。 

リー: し か し , 外国 人 に は , その 図書 カー ド を 見 つけ る こと が 大 変 だ ど 
思い ます が 。 


並 借 請 求 紙 著 変 


青木 : そう か も し れ ま せん ね 。 そ ん な 時 は , そば に 「 参 考 室 」 と いっ て , 
読み た い 本 を さがし た り 教 えた り し て くれ る 部 屋 が あり ます か ら , 
そこ で きく どい いで す よ 。 


リー: 自分 で 本 を さがす こと ど と は で きま せん か 。 
青木 : 図書館 の 3 階 に 「 開 架 式 閲覧 室 」 どい う の が あっ て , 主 に 新刊 書 
が 並ん で ます が, そこ で は 自由 に 本 を 取り 出し て 読む こ ど が で きま 


す 。 
リー : それ は 便利 で すね 。 本 を 借り 出し て , うち て 読む こども で きま す 
か *。 


青木 : そる を 。 1 回 に 2 冊 は で , 2 週間 借り られ ます 。 今度 いっ し ょ 』 に 行 
っ て 借 う て みみ まし ょ う 。 

リー: ぜひ お 願い し ます 。 それ か ら , 土曜 も 日 曜 も や っ て いま すか >。 

青木 : 土曜 は 午後 7 時 # ま で や っ て ます が , 日 曜 ・ 祭 日 は 休館 で す 。 平 日 
は , 午前 8 時 半 か ら 午 後 9 時 半 ま で や っ て ます 。 

リー: いろ いろ あり が と どう ご ざき いま し た 。 

青木 : いい を 。 じゃ あ , 都合 の いい 日 を 考え て お いて 〈 く だ さい 。 


参 考 架 関 覧 主 天 祭 休 平 


(1) その 図書 館 は 外国 人 の 学生 で も 入れ ます か 。 


図書 館 ・ 外 部 の 人 ・ 入 る 

図書 館 ・ 日 曜日 ・ 利 用 する 

図書 カー ド ・ 外 国人 ・ か ん た ん に さがす 
開架 式 の 閲覧 室 ・ だ れ ・ 利 用 する 

本 ・ だ れ ・ 借 り る 

下宿 ・ 女 子 学生 ・ 借 り る 


SO OO OE 


(2) A : 図書 館 に 入る に は , どう すれ ば いい ん で し ょ うか 。 
B : 学生 証 さ え 見 せれ ば いい ん で す よ 。 


本 を 借り る ・ 図 書 請求 用 紙 ・ わ た す 
長生 き を する ・ た ば こ ・ や め る 

表 の いた み を 治す ・ お 酒 ・ 飲 まな い 
この 子 の 病気 を 治す ・ 手 術 ・ す る 
この 機械 を 動か す ・ 赤 い ボ タン ・ 押 す 


四 LOCO OC 


@ OO OE 


: 自分 で さがす の は な か な か 大 変 だ と 思い ます が 。 
: そう で すね 。 そ ん な 時 は 参考 室 で 聞く と いい で す よ 。 


見 つけ る ・ 参 考 室 で た ず ね ます 

記入 する ・ 係 り の 人 に 書い て も らい ます 
カー ド を 調べ る ・ 開 架 式 閲覧 室 で さがし ます 
買う ・ 図 書館 を 利用 し ます 

調べ る ・ 参 考 室 の 人 に 教え て も らい ます 


2. 言い か え 


(1) 例 : 


専門 書 は どれ も ね だ ん が 高い で すね 。 


っ どれ も ね だ ん が 高い で すね 。 と くに 専門 書 な ど は 。 


9 @@@ ら 6 


いい 下宿 は どこ も 部 屋代 が 高い で すね 。 

試験 前 は よく 図書 館 を 利用 し て いる よう で す よ 。 
初め て の 人 は 図書 カー ド を さがす の が 大 変 で すね 。 

すぐ いる 物 は 出発 前 に 用 意 し て お いた ほう が いい で し ょ う 。 
子供 さん は た い へ ん お 疲れ に な っ た で し ょ う 。 


(2) 例 : 学生 に は な か な か 買う こと が で きま せん 。 
ー 学生 に は な か な か 買い きれ ませ ん 。 


① 1 週間 で は な か な か 読む こと が で きま せん 。 

@ あさ っ て まで に は な か な か 書く こと が で きま せん 。 

③ 漢字 は 数 が 多く て , な か な か 覚え る こと が で きま せん 。 

@ た くさ ん ある の で , 一 人 で は な か な か 食べ られ ませ ん 。 

⑤ 話し た いこ と が た くさ ん ある の で , 10 分 で は な か な か 話す こと が で きま 


FE 

っ は な の 8 1 
2 分 
8 293 


人 人 きき 
pe ロ 


の アア 四 DD 
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Ww DD 四 >» 


(必要 な こと ) を 記入 し て わた せ ば いい ん で す 。 

し か し , 外国 人 に は 大 変 だ と 思い ます が 。 

そう か も し れ ま せん ね 。 そ ん な 時 は (参考 室 で 聞く ) と いい で す よ 。 
ああ , そう で すか 。 


必要 な こと ・ 参 考 室 で 書い て も ら う 

書名 な ど ・ 係 り の 人 に 話す 

図書 番号 な ど ・ 開 架 式 閲覧 室 で さがす 
住所 氏名 な ど ・ 日 本 人 学生 に 書い て も ら う 
実験 の デー タ ・ 研 究 室 の 人 に 手伝っ て も ら う 


今度 いっ し ょ に 行っ て (借り ) て み ま し ょ う 。 

ぜひ お 願い し ます 。 そ れ か ら (土曜 ) も (日 曜 ) も や や っ て いま すか 。 
(土曜 ) は や っ て いま す が , (日 曜 ) は (休館 ) で す 。 

そう で すか 。 い ろ い ろ あ り が と う ご ざ いま し た 。 


① さがす ・ 土 曜 ・ 日 曜 ・ 休 館 ② 調べ る ・ 日 曜 ・ 月 曜 ・ 休 館 


③ 買 


う ・ 水 曜 ・ 木 曜 ・ 定 休日 ④ 食べ る ・ 夏 ・ 冬 ・ 休 業 


⑤ 見 る ・ 昼 ・ 夜 ・ 休 み 


手 伝 


図書 館 利 用 の 注意 


1. 図書 は 大 切 に あつ か い , 書き こみ や 切り 取り を し な いこ と 。 

図書 を な くし た り , や ぶっ た り し た 時 は ば は, 原則 ど し て 弁償 する こと ど 。 
閲覧 室 で は , 話し た り , 物 を 食べ た り し な いこ と 。 

た ば こ は 灰 想 の ある 場所 で すう こと 。 

大 切な 物 を つて その 上 に 置い た まま , 席 を は な れ な いこ と 。 

火事 や じしん な ど 非 常 の 際 は 係員 の 指示 に し た が っ て ひな ん する こと 。 


OO OO pm WW tM 


本 も せま まま る まま ます 
ませ まま すす すま は ます 


[は すま た する を を ます すす も すす 3 舞 


SELEY CELEALS TIGER EY 
RICEIIIR 


則 弁 償 非常 示 


マ く 練習 > 


問い と 答え 


1 図書 館 か ら 借 り た 本 を ぬ す まれ た 時 は どう し ます か 。 

2. の ど が か わい た 時 は , 閲覧 室 で 水 を 飲ん で も か まい ませ ん か 。 

3. た ば こ が す いた く な っ た 時 は どう し ます か 。 

4. 火事 の よう な 時 に は , 借り た 本 を 持っ て に げ な けれ ば な り ま せん か 。 


© 


新しい 言葉 

(1) 学生 証 カー ド ・ ボ ックス カー ド 図書 請求 用 紙 著者 記入 
参考 室 開架 式 閲覧 室 新刊 書 祭日 休館 平日 外部 下宿 
女子 学生 長生 き 胃 いた み 手術 氏名 実験 デー タ 研究 室 
定休 日 休業 書き こみ 切り 取り 非常 原則 弁償 係員 指示 
ひな ん 
青木 

(2) 買い きる わた す 取り 出す 借り 出す あつ か う な くす や ぶる 
は な れる し た が う 

(3) と くに 主 に か ん た ん に 

(4) な る は ほど 

(5) て さえ 

(6) て の 際 は 


新しい 漢字 

な ら か せい きり 3 よう し ちょ し ゃ た い へ ん さん こう し つ 

並ぶ 借り る 請求 (用 ) 紙 著 (者 ) (大 ) 変 参考 ( 室 ) 

か い 办 し き えつ らん し つ お も に さ つ さい じ つ きゅう か \ じ 
〈 开 ) 架 ( 式 ) 閲覧 ( 室 ) 主 に 2 祭 (日 ) 休館 ) 平 (日 ) 
げ し ゅ く だ よ 已 が くせ い い い な お お し めい 
下 ( 宿 ) ( 女 ) 子 (学生 ) ( 長 ) 生 き 胃 治す 押す 让 (名 ) 

げん そく べ ん し ょ う ひし じょう 


手伝う 原則 弁償 非常 (指示 


7 課 電気 使用 量 の お 知ら せ 


| 登場 人 物 : マリ ー 
| 寮 の 管理 人 | 
| 場面 : 管 理 人 に 電力 会 社 か ら の 通知 に つい て た ず ね る | 


と ニーーー ニ ーーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーー ニーーー ニ ーーーー ニ ーーー ニ ーーーーー ニ ーーー ニーーー ニ ーーーーーー ニ ーー ニーーー ニ ーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニーーーー ニ ーー ニーー ブ 


マリ ー: すみ ませ ん , 管理 人 ほ さん 。 ボ スト に こん な は ば はがき が 入っ て いた 
ん で すけ ど , これ , 何で すか 。 

管理 人 : ああ , これ で すね , 「 電 気 使用 量 の お 知ら せ 」 で す よ 。 お 宅 の 
9 月 分 の 電気 の 使用 量 は , 250 キ ロワ ッ ト で , 料金 は 5,928 円 と い 
こと で すす よ 。 

マリ ー: どう し て 250 ど いう こと が 分 か る ん で すか 。 

管理 人 : それ は ね , お 宅 の へ へり ロ の そば に 電気 の メー ター が つい て いる 
EE が 


4 


管理 人 : 


a 


管理 人 : 


Rs 


管理 人 : 


将 人 二 
管理 人 : 


i 


管理 人 : 


管理 人 : 


过 

あぁ あれ で 調べ る ん で す よ 。 こ こ に 8,275 っ て タイ プ し て あり ます 
ね 。 こ れ が 先月 調べ た どき の 数 字 で す よ 。 そして, その 上 に 
8,525 っ て 鉛筆 書き し て あり ます ね 。 

ああ , 鉛筆 で 書い て あり ます ね 。 

それ か * 今 月 調べ た と どき の 数 字 で , その 差 の 250 ヵ * 今 月 分 の 使用 
量 っ て こと な ん で す よ 。 

そう な ん で すか が 。 その 電気 代 は どこ で 払う ん で すみ か >。 

いや , 払い に 行か なく て も いい ん で す 。 電気 会 社 の 人 が 料金 を 
取り に 来る ん で す 。 こ こ に 「 今 月 の 集金 日 は 9 月 28 日 で す 」 っ て 
書い て ある で し ょ う 。 

し 

で すか が らち, その 日 は 外出 し な い ほ うがい いで し ょ う ね 。 

それ は 不便 で すね 。 買い 物 や 急用 で 出かけ な けれ ば な ら な いと 
さき は こさ り ま すれ ね 。 

そる うな ん で す 。 それ で , この ご る は 自動 振替 に する お 宅 が ふる 
て きた ん で す 。 

「[ じ どう ふり か える 」 っ て 何で すか 。 

電気 , 電話 , ガス , 水道 な どの 料金 を , 銀行 の 口座 か * ら 自動 的 
に 大 払う こ ど が で きる ん で すさ よ 。 

それ は 便利 で すね 。 その 自動 振替 に する に は どう すれ ば いい で 
すか 2。 

銀行 で 係り 9 の 人 に 頼め ば , すぐ その 和 手続き を どっ て くれ ます よ 。 


マリ ー: じゃあ , さっ そく 頼ん で み ま す 。 それ か ら , この 「10 月 16 日 」 
どい う の は 何 の 日 で すか 。 

管理 人 : それ は れ ね, 「 次 回 検針 予定 日 ] と いっ て , この 次 に メー ター を 
調べ に 来る 日 の こと で す 。 

マリ サー: その で き は ば は うち に いな 《 く て も いい ん て すわ 。 

管理 人 : を そそ, か まい ませ ん 。 

ペリー 、 の の も あり が と うこ きい きま し ため 

管理 人 : いい そえ,。 何 か あり まし た ら , いつ で も どう で ぞ 。 


毎度 ご 利用 いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 
リー ャ ング 様 || 志 气 料 金领 证 


地区 番号 お 客 さ ま 番 号 左 約 種別 (口座 振替 払 用 ) 
22 22104-11503-15-00| 1 | 


うち 消費 税 相当 額 


ご 使用 量 
K 
100Wj 元 O 他 蕊 柳 Po> 


前 月 指示 数 (又は 取付 指示 数 ) 畔 XB マ イコ ン 癌 


87|23| | 


計器 Ne ( 下 3 本 
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で 人 は 放さ (TON 圭 寺 は 泡 肝 浦和 (i 聞 所 疾 寺 9 


乗 率 
攻取 外 指示 数 了 
| | 
前 月 指示 数 
・ 今 月 の ご 使 9 
e 今 月 分 の 早 収 期限 日 は 月 日 で す 。 @ 上 記 金 額 を 日 口座 振替 に より 領収 
今月 分 の 振替 日 は 集金 日 は 月 で す 。 させ て いた だ きま し た 。 


e 次 回 検針 予定 日 は 10 月 16 日 で す 。 座 番号 の 表示 を 希望 され る お 客 さ ま は , ご 連絡 くだ さい ) 


支 社 人 が 
| 営業 所 全 ー = 検 ， 


針 ， 


电力 株式 会 社 中 


ー- 57 一 


く 練習 I > 


1. 置き か え 


(1) すみ ませ ん 。 ポ スト に こん な は が き が 入っ て いた ん で すけ ど , これ 何で すか 。 


① ポス ト ・ 広 告 ・ 入 る ② 郵便 受け ・ も の ・ 入 る 
③ 新聞 の 間 ・ 紙 ・ 入 る ④ 部 屋 の 入り 口 ・ び ん ・ 並 ぶ 
⑤ 新聞 ・ 話 ・ の る 


(2) 「 自 動 振替 」 っ て 何で すか 。 


① 電気 使用 量 ② 集金 日 ③ 次 回 検針 予定 日 
③④ 銀行 の 口座 ⑤ 自動 的 に 支払 う 


2. 言い か え 


(1) 例 : ここ に 8275 っ て タイ プ し て あり ます ね 。 
一 ここ に 8275 と タイ プ し て あり ます ね 。 


① その 上 に 8525 っ て 書い て あり ます ね 。 
② この 漢字 は 「 こ う ざ 」 っ て 読み ます 。 
③ 天気 予報 で は 「 雨 が ふる 」 っ て 言っ て いま し た よ 。 


| 注 


(2) 例 : その 差 の 250 が 今月 分 の 使用 量 っ て こと な ん で す よ 。 


(3) 


一 その 差 の 250 が 今月 分 の 使用 量 と いう こと な ん で す よ 。 


① お 宅 の 電気 料金 は 5, 928 円 っ て こと で す よ 。 
@ どう し て 250 っ て こと が 分 か る ん で すか 。 
③ 銀行 の 口座 か ら 自 動 的 に 支払 える っ て こと な ん で す よ 。 


例 : 「 自 動 振替 」 っ て 何で すか 。 
一 「 自 動 振替 」 と いう の は 何で すか 。 


銀行 の 口座 っ て 何で すか 。 

ここ に 書い て ある 「10 月 16 日 」 っ て 何で すか 。 
山口 県 っ て どこ に ある ん で すか 。 

あな た の 友達 の 青山 さん っ て どん な 人 で すか 。 


CO OB OO 


例 : その 上 に 8525 っ て 鉛筆 で 書い て あり ます ね 。 
一 その 上 に 8525 っ て 鉛筆 書き し て あり ます ね 。 


そこ に 「 い り ぐ ち 」 っ て , か な で 書い て あり ます ね 。 
あそこ に 「TOKYO」 と , ローマ字 で 書い て あり ます ね 。 
ここ に 人 の 名 前 が ペン で 書い て あり ます ね 。 

ここ に 人 名 が 手 で 書い て あり ます ね 。 

ここ に 大 学名 が タイ プ で 印刷 し て あり ます ね 。 


@ @@6@ ら の @ 


胡 達 印刷 


(1) 


(2) 


四 OO OO 


HP mw >» 


ww と ww DD 


ロ 


どう し て (使用 量 が 250)0 と いう こと が 分 か る ん で すか 。 
それ は ね , 入り 口 の そば に (メー ター が つい て いる ) で し ょ う 。 
ええ 。 

あれ で 分 か る ん で す よ 。 


使用 量 が 15 立 方 メー トル ・ メ ー タ ー が ある 

ば いき ん が た くさ ん いる ・ 電 子 け ん びき ょ う が あ る 
大 山 さ ん が 来 て いな い ・ 赤 い 札 が か け て ある 
使用 中 ・ 赤 い ラ ンプ が つい て いる 

ぬ す ん だ ・ テ レビ の カメ ラ が つい て いる 


その 時 は (うち に い ) な く て も いい ん で すね 。 

ええ , か まい ませ ん 。 

“つも あり が と う ご ざ いま し た 。 

いい え , 何 か (御用 ) が あり まし た ら , いつ で も どう ぞ 。 


電気 代 を 払い に 行く ・ 御 用 ② お 金 を 払う ・ 分 か ら な いこ と 
電話 を か ける ・ 手 伝 う こと 由 この 薬 を 飲む な ・ 困 っ た こと 
係り の 人 に 話す ・ わ た し に で きる こと 


札 


自動 振替 に つい て 


NHK の ラジ オ や テレ ビ の 愛 信 料 , ある い は , 電気 , 電話 , ガス , 水道 
な どの 料金 を , 銀行 の 預金 口座 か * ら 自動 的 に 支払 う よ う に する に は , 預金 
ロ 座 の ある 銀行 に , 「 振 替 依頼 書 ] を 出せ ば いい の で す 。 自動 振替 は , 申 
し 込み の 翌月 また は 翌々 月 か ら 開 始 さ れ ま す 。 

自動 振替 は 便利 で ある ど と 同時に, NHK の カラ ー テ レヒ 受信 料 で は , 2 
か 月 払い で 5 バ パーセント, 12 か 月 払い で 10 パ ー セ ント どら いい 安く な り は ます 。 
「 振 替 依 頼 書 」 の 書き 方 が 分 か ら な い 時 は , 銀行 の 窓口 の 係員 に 聞き な が 
ら 書 く と いい で す 。 
預金 口座 振替 依頼 書 


銀行 御中 


私 は 下記 の 刻 料 金 等 を つぎ に より 口座 振替 に よ つ て 支払 うこ と と し だ い の で 、 表面 記 載 , 


融 を 枝 約 の つえ 信 定 し ます 。 な お 、 名 収納 機関 へ の 選出 礁 ま だ は 変更 届 は 、 私 に か わっ お A 9 
て 貴行 か ら お 届け ご ださい 
太 强 て 
線 め 国 
の に 
中 ご 2 
の 也 だ 
み 入 を 
术 < い 
| だ ' 
ル さ 
べ い 
ンド 
で 


e 記入 上 の ご 注意 (備考 ) ] 記 帳 
1 .「 お と ころ . 欄 に つい て は 、 ア バー ト 、 棟 号 、 電 話 番号 な ども 詳し | 銀 


A ぐ ご 記入 くだ さい 。 (領収 証 を 郵送 する 際 の 宛先 と な り ま す 。) 


1 印紙 ! 2. フリガナ 欄 で マス 目 の あ る と ころ に つい て は 、 濁 点 ・ 半 濁点 は 1 | 行 | 印南 | 
{ 1 60.8.1 | 字 と し 、 姓 と 名 の 間 は 1 マス 空け て こく ださい 。 使 
| 3. 下段 の 朱印 模 (- 一 部 分 の ご 契約 者 の 「 あ と ころ 」・「 お あお なまえ, 等 | 用 

a は 、 お 取引 口座 の も の と 異な る 場合 だ け ご 記入 くだ さい 。 受付 
4 . お 客 様 番号 等 は 、 最 近 お 受取 り に な っ だ 領収 証 ひ ら ご 記入 こ だ さ | 欄 


い 。 
ーーーー ご 希望 の 口座 振替 に 〇 ED を お つけ ぐだ さい 。 = 


受 預 依 頼 翌 始 同 守 


間 い と 答え 


1. 自動 振替 の 手続 き は , どこ で 行い ます か 。 

自動 振替 の 手続 き が 終わ る と , すぐ に 自動 的 に 支払 える よう に な り ま すか 。 
自動 振替 に する と , 料金 が 安く な る も の は 何で すか 。 

あな た は 銀行 に 預金 口座 が あり ます か 。 

この 文章 を , 「~ で ある 体 」 の 言い 方 に 書き な お し な さい 。 


oo トト 0 DD 


(©) 


新しい 言葉 

(1) 使用 量 管理 人 電力 会 社 料金 メー ター タイ プ 数字 鉛筆 書き 
差 今月 分 集金 日 外出 急用 自動 振替 この ご ろ ガス 水道 
口座 自動 (的 ) 手続 き 次 回 検針 広告 郵便 受け (山口 県 か な 
ロー マ 字 ペン 人 名 印刷 ば いき ん 電子 けん びき ょ う 札 
使用 中 受信 料 2 か 月 払い 預金 依頼 書 申し 込み 翌月 翌々 月 
開始 カラ ー テ レビ 窓口 
山口 (県 ) 青山 大 山 NHK 


(2) 不便 な 
(3) 支払 う (手続 き を ) と る (新聞 に ) の る 
(4) さっ そく 


(5) で すか ら ある い は 
(6) と っ て < て と 同時 に 
(7) キロ ワッ ト (自動 ) 的 立方 メー トル パーセント 


に ん で ん 、 り ょ く た く えん 


(使用 ) 量 管 ( 理 信 ) ( 電 ) カ お 宅 鉛 ( 筆 ) 払う 集 ( 金 日 ) 
し 


すい どう こう 。 ざ じ どう て き し はら 、 で つづ け ん こう * こ ご : ぐ 

( 水 ) 道 ( 品 ) 座 (自動) 的 支 ( 払 ) う ( 手 ) 続 き 検針 広 ( 告 ) 
ye 6 だ いん さ つ っ ぱ ぽう だ レ ゅ りょう 

( 芋 竺 此 変 学部 制す る 15 立 カメ ー ト ル 范 愛 ( 信 料 ) 


ょ いら い し ょ よく か い 、 し どう じ ま ど ぐち 
預 ( 金 ) 依頼 ( 書 ) 翌 (月 ) ( 開 ) 始 する 同 ( 時 ) に 窓 ( 品 ) 


8 課 訪 問 


【 会 話 文 】 
「 登场 人 物 : リー 
「 マリ ー | 
| 田中 (会 社 の 部 長 ) [ 
: 田中 夫人 
' 場面 : 休 日 に 部 長 宅 を 訪ね る | 
1. 玄関 で ! 
2. 応接 間 で 
(玄関 で ) 


リー  : ご めん (だ さい 。 

田中 : や あぁ, リー ミス ん , 
3 寺 あ Cu また 。 
すぐ ど ぐに 分 がかり まし た か 。 

リー : この 前 いた だ いた 地図 の と お り に 参り まし た か ら , ぜん ぜん 迷 
いま せん で し た 。 部長, 御 紹介 し ます 。 家 内 と むす こ で す 。 

マリ ー: 初め まし て 。 

田中 : 初め まし て , 田中 で す 。 元 気 を うな ぼっ ちゃ ん で すね 。 お うい , 
お 母さん , リー きん が みえ た よ 。 

内 大: まあ まあ よく て の いら っ しゃ いま し た 。 そ あ , で う で お よがり 


だ さい 。 


ルン で は , 失礼 いた し ます 。 

(応接 間 で ) 

マリ ー: 奥様 , 今日 は お 招き いた だ きま し て , あり が どう ご ざい まし た 。 

夫人 どう いた し まし て 。 私 ども も 大 変 楽 し み に し て いた ん で す よ 。 

マリ ー: それ が か がら, 主人 が 仕事 の ほう で お 世話 に な っ て お わり まし て , あ 
り が と うこ さい ます 。 

夫人 いい を , こち ら こ を そ 。 リ ー さ ん は すばらし い 青 年 だ ど , 主人 は 
いつ も ほめ て お り ま す よ 。 
さあ , 何 も ご ざい ませ ん が 。 た くさ ん 如 し 上 が っ て くだ さき さい ゝ 。 

リー で は , えん りり ょ な くい た だ きま は ます 。 

夫人 奥様 は 日 本 語 が お 上 チチ で すね 。 ど ちら で 勉強 な さっ た の で すか 。 

マリ ー 大 学 で 第 2 外国 語 ど し て 習い まし た 。 

夫人 大 学 で 勉強 な さっ た だ け で す の 。 

マリ ー ええ そえ 。 で も , 主人 の 会 社 の 日 本 人 の か た が た ど , よく お 話 を す 
る 機会 が あり まし た か ら 。 

中 二 この お 宅 も お 廃 も ずい ぶん 広い で すね 。 

田中 広い こと は 広い の で す が , も う 40 年 も 前 に 父 が 建て た うち で す 
か ら , あちこち いた ん で きま し て ね 。 

マリ 大 通り の そば な の に , わり に 静か で すね れ ね 。 

夫人 今日 は 祝日 で すか ら 静 か で すか が *, 金曜 , 土曜 の 夜 な ど は , 暴走 
族 の 音 が うる さく て 天変 な ん で す よ 。 

リー まったく , あれ に は 困り ます ね 。 

夫人 さあ さあ , ば っ ちゃ ん も お 好き な 物 を ダダ し 上 が * れ 。 


招 青 召 上 和 持 第 庭 祝 暴走 


1. 置き か え 


(1) 


(2) 


| 疾 


A この 前 いた だ いた 地図 の と お り に 参り まし た か ら , ぜん ぜん 迷い ませ ん 
で し た 。 


① この 地図 ・ 参 る ② 案内 図 ・ 歩 く 
③ お 電話 ・ 参 る ④ いた だ いた メモ ・ 帰 る 


B この 前 教え て いた だ いた と お り に 参り まし た か ら , ぜん ぜん 迷い ませ ん 
で し じ た 。 


① お 電話 で 伺う ・ 参 る ② 友達 に 聞く ・ 来 る 
@ 教え て も ら う ・ 行 く ④ あな た に 教わる ・ 帰 る 


$$ 


広い こと は 広い の で す が , あちこち いた ん で きま し て ね 。 


大 きい ・ す っ か り 古 く な り ま し た 

習っ た ・ す っ か り 忘 れ て し まい まし た 
治っ た ・ ま だ 少し 痛み ます 

安い ・ あ まり お いし く あ り ま せん 

飲め る ・ あ まり 強く あり ませ ん 
外国 語 が 話せ る ・ あ まり 上 手 で は あり ませ ん 


SO OO EO 


2. 言い か え 


(1) 例 : 大 通り の そば で す が , 思っ た より 静か で すね 。 
ー 大 通り の そば な の に , わり に 静か で すね 。 


も う 11 月 で す が , 思っ た より あたたか いで すね 。 

マリ ー さ ん は 日 本 へ 来 た ば か り で す が , 思っ た より 日 本 語 が 上 手 で すね 。 
いつ も は に ぎ や か で す が , 今日 は 思っ た より 静か で すね 。 

お 宅 は 遠い で す が , 思っ た より 早く 来 ら れ ま し た ね 。 

いつ も は た くさ ん 飲み ます が , 今日 は 思っ た より 飲み ませ ん ね 。 


@ @@@⑯ ら @ つ 


3. 会 和 


(1) ご めん くだ さい 。 
や あ , (お 待ち し て いま し た )。 
(お 電話 , あり が と う ご ざ いま し た )。 


いい え 。 さあ, どうぞ 。 


中 DD 办 了 


© 


よく いら っ し ゃ いま し た ・ 今 日 は 御 招待 くだ さい まし て あり が と うこ ござ 
いま し た 

いら っ し ゃ い ・ 今 日 は お 招き くだ さっ て あり が と う ご ざ いま し た 

よく 来 た ね ・ 今 日 は どう も 

待っ て いた よ ・ お そく な っ て ご めん 

早かっ た ね ・ 急 いで 来 た か ら ね 。 今日 は あり が と う 
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の アア ww > 


① 
② 
③ 
由 
© 


ご めん くだ さい 。 

や あ , お 待ち し て いま し た 。 

御 紹 介し ます 。 (家内 と むす こ ) で す 。 
(初め まし て )。 


父 と 母 ・ 初 め て お 目 に か か り ま す 

お じ と お ば ・ 初 め て お 目 に か か り ま す 
兄 と 姉 ・ 初 め ま し て 

弟 と 妹 ・ や あ , どう も 

ぼく の 友達 ・ や あ , 初め まし て 


(3) A こん に ち は 。 

B : は い , どなた で すか 。 

A (今年 の 電話 帳 を 持っ て きま し た ) 。 
B 


(どう も る 御 苦労 様 で し た ) 。 


① 御 注文 の 品 を お 届け に あがり まし た ・ ど う も 御 苦労 様 で し た 

② 水道 を 直し に 来 ま し た ・ あ あ , お 願い し ます 

③ 新聞 代 の 集金 で す ・ あ あ , ちょ っ と 待っ て ね 

图 お いし いみ か ん は いり ませ ん か ・ 今 日 は いり ませ ん 

⑤ 生命 保険 会 社 の 者 で す が ・ う ち は も う 入っ て いま すか ら , けっ こう で す 


帳 苦 労 届 直 命 保 険 


【 読 解 文 】 
田中 部 長 の 日 記 


10 月 10 日 ( 木 ) 体育 只 日 晴 


6 時 30 分 起床 。 朝 食前 に 廃 の を う じ し 。 こ い に そ を ミ 。 朝食 後 近所 を 散歩 
11 時 ご ろ , リー 君 夫妻 が 三 つ の ぼう や を 連れ て 来 宅 。 リ ー 君 の 日 本 庄 は 
大 し た も の だ が , マリ ー 夫 人 も か な り で きる の で お どろ いた 。 大 学 時 代 に 
第 2 外国 語 と し て 日 本 語 を 学ん だ と ぃ い う 。 リー 者 一 家 ば は, 現在 うち の 社員 
案 に 住ん で いる が , 日 本 の 生活 に も な れ て きた よう で ほっ と し た 。 

リー 君 の 国 の 美しい 織物 を お 土産 に も ら う 。 最 近 で は , リー 君 の 国 で も 
暴走 疾 が 現れ 始め た と どの こと 。 ぼ う や は , 池 の こ い に バ ン を や っ た り , 庭 
を 走り 回 っ た り し て , 一 人 で よく 遊ん で いた 。 午後 4 時 ご ろ 帰 る 。 お 土産 
に 富士 の 絵 と , むす め た ちの 作っ た ケー キ な ど を あげ る 。 

明日 は , 午前 10 時 か ら 部 長 会 識 。 


| 下 
| 大 
ku 
ド i 


現 美 线 よ 意 現 始 回 明日 業 


問い と 答え 


1. 田中 部 長 は 何 に お どろ いた の で すか 。 

. 田中 部 長 は どう し て ほっ と し た の で すか 。 

リー さん は 田中 部 長 に 何 を あげ , 何 を も らい まし た か 。 

リー さん 一 家 は 田中 部 長 宅 に 何時 間 ぐ らい いま し た か 。 

リー さん の 子供 は , どん な こと を し て いま し た か 。 

この 日 , 田中 部 長 は リー さん 一 家 を 招待 し た 外 に , どん な こと を し まし た か 。 
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@ 新しい 言葉 

(1) 訪問 部 长 休日 玄関 応接 間 むす こ ば っ ちゃ ん 青年 
えん り ょ 第 2 外国 語 (日 本 人 の ) か た が た あちこち 大 通り 祝日 
暴走 族 案内 図 メモ お じ お ば 電話 帳 注文 生命 保険 日 記 
体育 の 日 晴 起床 朝食 後 こい 近所 来 宅 (リー 君 ) 一 家 
ぼう や 現在 織物 むす め ケー キ 明日 会 議 
富士 

(2) 大 し た 

(3) すばらし い 美しい 

(4) 迷う  ( 家 に ) 上 が る 招く ( 家 が ) い た む 教わる 痛む 
お 目 に か か る 届け る (お 届け に ) あ が る ほっ と する 現れ る 回 る 

(5) ぜん ぜん まっ た く すっ か り わり に か な り 

(6) お うい まあ まあ さあ さあ 

(7) (40 年 ) も (前 )  ( 来 た ) ば か り (て) と お り ( に ) (て し た ) 外 に 

(8) 御 苦労 様 で し た 


(9) (私 ) ど も 

@ 新しい 漢字 
ほう も ん た ず げん か ん お う せ つ ま まい ま よ まね せい ね ん 
訪 ( 問 ) 訪ね る ( 関 ) 応接 ( 間 ) 参る 迷う 招 〈 青 ( 年 ) 
め あ し ょ 1 ず だ い 。 に が いこ く ご に わ Lo じ つ ぼう そう ぞ く 
召し (上 ) が る 上 キキ だ 第 (2 外 国语 ) 祝 (日 ) ”暴走 ( 族 ) 
お そ で ん わ ちょ} ご 《 ろう さま と ど な お せい めい ほ けん 
教わる (電話 ) 帳 ( 御 ) 普 労 ( 様 ) 届け る 直す  ( 生 ) 命 保険 
た い 。 いく きしょう ちょう し ょ く げん ざい うつ く お り も の 办 や げ 
( 体 ) 育 起床 朝 ( 食 ) 现 (在 ) 美しい 織 ( 物 ) 土産 
あら わ は じ は し か い 


まわ あ す ぎ 
現れ 始め る ( 走 ) り 回 る 明 旦 (会 ) 议 


【 会 話 文 】 


rーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ュ 


場 面 : 子 供 の 具合 が 悪く な り , 医師 の 診察 を 受け る 
1 . 電話 口 で 
2. 病院 で 


ヒー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー~ 


(電話 口 で ) 

TU tlt 

看護 師 : は い , 山本 医院 で す 。 

マリ ー: デジ 申し ま が 
夜 分 申し わけ ご ざい ませ ん 。 
子供 が 急 に 熱 を 出し まし て …… o 

看護 師 : どん な 具合 で すか 。 

マリ ー: タタ 方 か ら 元 気 が な く な っ て , 
さき は ど 熱 を 計っ て みさ し た ら , 38 度 も ある の で す 。 

看護 師 : お 子 さ ん は お いく 《 く つ で すか 。 

マリ ー: 三 つ の 男の子 で す 。 


者 護 師 : せき が 出 ま すか 。 

マリ ー: は い , こん こん と , と きど きた ん の つき さっ た よう なる きる し は 
す 。 

者 護 師 : 吐き 気 は あり ませ ん か >。 

マリ ー: 吐き 気 は な いよ う で す が , 冷た い 飲 み 物 を ほし が り ま す 。 

者 護 師 : そう で すか ^。 

マリ ー: 今 か ちら お 伺い し て も よろ し いで し ょ う が か 。 

看護 師 : ちょ っ と お 待ち くだ さい い 。 

マリ リー は ws 

着 護 師 : お 待た せ し ま し た 。 先 生 に お 話し し て お きま さ し た か ら , どう ぞ 
お いで くだ さい 。 

マリ ー: どう も あり が と う ご ざ いさ すす 。 


(医院 で ) 

看 该 师 ; リー さん, どう を ぞ を 診察 室 に お 入り 《 だ さい 。 
マリ ナー な は we 

医 師 : どう し まし た か 。 

子 一: この 子 が 急 に 熱 を 出し て , 元気 が な い の で す 。 


医 師 : 熱 を 計っ て みさ まさ しょう 。 人 体温計 を わき の 下 に は さん で くだ さき ぃ い 。 
は い 。 そう て す 。 

医 師 : 38 度 5 分 あり ます ね 。 ロ を あけ て 。 はい, あー ん を し て 。 
の ど が 赤い で すね 。 食欲 は あり ます か 。 

マリ ー: 食べ 物 は あま りほ し が り ま せん 。 

医 師 : げ り は 。 


マリ ー: げ り は し て いま せん 。 
医 師 : ちょ っ と 服 を 脱が せ て 〈《 だ さい 。 
Y= は ws 
医 師 : お な か を みせ て 〈《 だ さい 。 
は い , じゃ , 後ろ を 向い て 。 は っ し ん は 出 て いま せん ね 。 


マリ ーッ 5 いか が で し ょ うか 。 

医 師 : そう で すね 。 肺 炎 を お こす どい けさ ませ ん か ら , 注射 を 打っ て お 
きま し ょ う 。 解熱 剤 を あげ ます か ら , 二 , 三 日 様 子 え みて 〈《 だ さ ミ 
い 。 あ た た か くし て 静か に 寝かせ て あげ て くだ きい ぃ い 。 

Vs 


医 師 : 心配 は いら な いと ど 思 いま す が , 熱 が 下がら な いよ う で し た ら も 
う 一 度 お いで 《 大 vo 


マリ ー: 夜 分 ど つ ぜん で 申し わけ ご ざい まさ せん で し た 。 
医 師 : どう そお わ お 大 事 に 。 
マリ ナー を の も あり が だ うこ さま 上 た だ た 。 


(1) 


(3) 


実 


体温 計 で 熱 を 計っ て み ま し た ら , 
38 度 も ある の で す 。 


体温 計 ・ 熱 を 計る ・39 度 

寒暖 計 ・ 温 度 を 計る ・35 度 
血圧 計 ・ 血 圧 を 計る ・160 

は か り ・ 重 さ を 計る ・85 キ ロ 

まき じゃ く ・ 長 さ を 計 る ・2 メー トル 
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肺炎 を 起こ す と いけ ませ ん か ら , 注射 を 打っ て お きま し ょ う 。 


① 痛く な る @ は っ し ん が 出る ③ 替 が 下がら な い 
④ 熱 が 出る ⑤ 病気 が うつ る 


熱 が 下がら な いよ う で し た ら , も う 一 度 お で か け く だ さい 。 


熱 が ある ・ こ の 解熱 剤 を 飲む 
吐き 気 が あ る ・ こ の 楽 を 飲む 

の ご ど が か わく ・ 冷 た い 水 を 飲む 
よく わか ら な い ・ 先 生 に た ず ね る 


9 © @ 
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暖 血 圧 


⑤ 道 が わか ら な い ・ 交 番 で きく 


2. 言い か え 


1) 例 : で は , 後ろ を 向き な さい 。 
一 じゃ, 後ろ を 向い て 。 
ーー それでは, 後ろ を 向い て くだ さい 。 


① で は , 口 を あけ な さい 

② で は , 皿 を 吐き な さい 

③ で は , 息 を 吸い な さい 

@ で は , 服 を 脱が せな さい 
@ で は , 静か に 寝かせ な さい 


(2) 例 : 今 か ら 伺い ます 。 
一 今 か ら 伺 っ て も いい で し ょ うか 。 
っ 今 か ら お 伺い し て も よろ し いで し ょ うか 。 


夜 分 た ず ね ます 
夜 分 電話 し ます 
奥様 に 話し ます 
前 も っ て 電話 し ませ ん 
奥様 に 話し ませ ん 


CO OO OL 


[a 
滩 


四 @ @ OO 


の > 


@ OO A 


も し も し 。 

は い , (山本 医院 ) で す 。 

リー と 申し ます が , 夜 分 申し わけ ご ざい ませ ん 。 
(子供 が 急 に 熱 を 出し ) まし て ……。, 

どん な 具合 で すか 。 


山川 医院 ・ 子 供 が げ り を する 

田中 医院 ・ 子 供 に は っ し ん が で きる 
新宿 病院 ・ 子 供 が けが を する 

中 央 病院 ・ 夫 が 急 に 熱 を 出す 

大 学 病院 ・ 妻 が 急 に 吐き 気 が す る 


ご うし まし た か 。 
この 子 が ( 急 に 熱 を 出し ) て , 元気 が な い の で す 。 
熱 を 計っ て み ま し ょ う 。 


急 に げ り を する 
急 に 食べ 物 を 吐く 
食欲 が な い 

せき を する 

頭 が 痛い と 言う 


(3) 


A : 
B : 
A 
B 


四 » my 6 OO @ 
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ちょ っ と ( 服 を 脱が せ ) て くだ さい 。 


は い 。 
(お な か ) を みせ て くだ さ 
いか が で し ょ うか 。 


い 。 はい, じゃ (後ろ を 向い ) て 。 


シャ ツ を 脱が せる ・ 胸 ・ 息 を 吸う 
ズボン を 脱が せる ・ 足 ・ 横 に な る 
シャ ツ を 脱ぐ ・ お な か ・ 後 ろ を 向く 


服 を 脱ぐ ・ 背 中 ・ 前 を 向く 


上 だ け 脱 ぐ ・ 背 中 ・ 手 を 上 げ 


も し も し 。 

は い 。 

リー と 申し ます が , (山田 
(は い , 山田 で す ) 。 


る 


さん の お 宅 ) で すか 。 


山川 さん の お 宅 ・ は い , 山川 で す 
山田 さん の お 宅 ・ い いえ , 違い ます 


日 本 大 使 館 ・ は い , そう で す 
国際 会 館 ・ い いえ , 違い ます 
田中 さん の 事務 所 ・ い いえ , 


こち ら は 国際 会 館 で す 


PP ww DD mw > 
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も し も し , (日 本 大 使 館 ) で すか 。 

いい え , 違い ます 。 何 番 に お か け で すか 。 
(265 の 7782) 番 で す 。 

こち ら は , (265 の 7728) 番 で す 。 

どう も 失礼 し まし た 。 


国際 会 館 ・3371 一 3954・3371 一 3594 

東京 ホテ チル ・3508 一 0246・3508 一 0356 

中 央 病院 ・3351 一 1894・3351 一 7890 
田中 さん の 事務 所 ・03 一 3433 一 3311・03 一 3433 一 3377 
山田 さん の お 宅 ・0426 一 24 一 3048・0426 一 23 一 6048 


熱 が 出 た どき 


子供 は , どこ が 悪い と 言わ な い の で , 熱 が 病気 を 発見 する 手がかり に な 
る こと が 多い 。 こと ど に 子供 の 場合 に は , 熱 が 出る 病気 は 伝染 性 の も の か が * 多 
ぃ い の で , 気 を つけ な けれ ば な ら な い 。 

軽い か ぜ な ら ば , 熱 だ けど いう こと ども ある が 。 ふつ う は 外 の 症状 が 出 て 
くる 。 熱 が 出 た どじ ときには , せき が 出 な いか , げ り を し て いな いか , 吐き 気 
は な いか, どい う よ う に 外 の 症状 に 気 を つけ る 。 また, ひ ふ 、 に 赤い は っ し 
ん が 出る 病気 も 子供 で は 多い の で , 体温 を 計る どき に ひ ふ も 調べ て みる 。 
急 に 熱 が 出 て , 顔 が ぼん や り し て いる と き は , 重い 病気 の 始ま りか も し れ 
な いか ら 気 を つけ る 。 こと に 呼 編 が 速い どき は 肺炎 に 気 を つけ る こと 。 

(『 新 編 現代 家庭 医学 百科 』 昭 和 55 年 12 月 , 主婦 の 友 社 , P.923 に よる ) 


問い と 答え 
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. 病気 を 発見 する いち ば ん いい 手がかり は 何で すか 。 
. 子供 が 熱 を 出し た 時 に は , な ぜ 特 別 な 注意 が 必要 で すか 。 


熱 が 出 た 時 に は , 外 に どん な 症状 に 気 を つけ な けれ ば な り ま せん か 。 

子供 の 体温 を 計る 時 に は , ひ ふ も 調べ て みる こと か 必要 で す 。 な ぜ で すか 。 
肺炎 に な る と どん な 症状 が 出 ます か 。 

あな た は , 重い 病気 を し た こと が あり ます か 。 


© 


新しい 言葉 

(1) 医師 診察 電話 口 夜 分 せき た ん 診察 室 体温 計 わき の 下 
食欲 げ り 服 は っ し ん 肺炎 解熱 剤 様子 寒暖 計 温度 血圧 計 
血压 は か り 重 さ まき じゃ く 長 さ 交番 息 大 学 病院 胸 背中 
国際 会 館 発見 手がかり 伝染 性 症状 ひ ふ 始ま り 呼吸 
山本 (医院 ) 山川 中 央 (病院 ) 

(2) いか が な ぜ 

(3) 軽い 重い 

(4) 特別 な 

(5) つま る は さむ 向く お こす (注射 を ) 打 つ 
(様子 を ) み る (病気 が ) う つる 吐く 

(6) と つ ぜ ん こと に ぼん や のり 

(7) も し も し こん こん あー ん 

(8) 申し わけ ご ざい ませ ん 前 も っ て (て する ) 


ね つ は J た い お ん けい 
気 (体温 ) 計 
は いえ ん げ 。 ね つ ざい よう す か ん だ ん けい けつ あつ けい 
子 寒暖 ( 計 ) 血压 ( 计 ) 
し ょ う じょう 


す . ;5 あ た ま むね せ な か で ん せん せい か る 
息 吸 ) (中 ) 頭 胸 背 ( 中 ) 伝染 (性 ) 軽い 症 ( 状 ) 


10 課 レポ ー ト の 締め 切り 


【 会 話 文 】 


Frー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ュ っ 


登場 人 物 : リー 


場 面 : 研 究 室 で 指導 教 記 に レポ ー ト の 締め 切り 延期 を 頼む 


bs 


小林 (大 学 の 教授 ) 


ニニ ニー ニニ ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニニ ニー ニ ニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニー ニー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニーーー ニ ーー ニーーーーーー ニ ーー ニーー コ 


(研究 室 の ドア を ノッ ク す る ) 経済 近 演 者 相 
小林 : は い , どう を 。 = 
リー: 失礼 し ます 。 5 
小 林 : ああ , リー ミ ん 。 どう ぞ 。 何 か 。 30 枚 7/ 月 20H③) ま 
リー : は い 。 あ の う , レポ ー ト の こと で , て に 提出 する こと 。 

ちょ っ と お 願い が ある ん で す が 5。 教 基 氷 
小林 : どん な こと で すか >。 
リー: は い 。 あ の う , 本 当 に 申し 訳 な いん で すけ ど , 締め 切り を 二 , 三 


日 廷 ば し て いた だ け な い か と 思い まし て 。 


小林 : は あ 。 

Us あの う , 実は , 先週 うち の 子供 が ちょ っ と 入院 し まし て …… o 
小林 : 入院 。 ど うし た ん で すか 。 

リー: いい える, 大 し た こと は な か っ た ん で すけ ど , 熱 が 続い た も の で 


すか ら 。 


それ で , な か な が が まとめ る 時 間 が な くそ て や の o 
そう て すか 。 そ りゃ 。 天変 で し た ね 。 それ で , も うう お子さん は いい 


は い 。 昨日 家 に 帰り まし て , 熟 韦 下 四 二 LU 大 。 


で も , 大 変 で し た ね 。 レ ポー ト の は ほう は そん な に 急ぐ こと ど は な いい 


ばい 。 で も 準備 は 大 体 し て あり ます から , 二 , 三 日 いた だ けれ ば げ , 


じゃ あ , 来週 いっ ぱい どい うこ と に し て お きま し ょ うか >。 


それ で , 何だ っ た ん で すか 。 お子さん の 病気 は 。 


そう で すか が 。 て も 。 大 し た こと ど と なく て , よかっ た で すね れ ね 。 


じゃ , が ん ば っ て , いい レポ ー ト を 書い て くだ さい 。 
は い 。 どう も , か っ て な こと ど と を 申し まし て , 申し 訳 あ りさ せん 。 


小林 : そう で すか 。 
es 
小 林 ・ 
いん で すか 。 
J 
小林 : そう で すか 。 それ は よ が っ た で すね 。 
に 2 は ぃ , お が げき きま き て 。 
小林 : 
ん で す よ 。 
1 
だ じょう が で て です 。 
小林 : 
リー は い 。 どうも , すみ ませ ん 。 
小林 : 
y= どう も , 軽い 肺炎 だ っ た らし いん で す 。 
小林 : 
小 过 は い 。 
小林 : まあ , お 大 事 に な さっ て 〈《 だ さき いい 。 
大 = は い 。 
小林 : 
リー 
小林 : いふ を そい そえ 。 じゃ , お 大 事 に 。 
びー は い , あり の が の "とう ざき きき ます 。 失礼 し きす 。 
RR 


1. 置き か え 

(1) あの う , レポ ー ト の こと で , お 願い が ある ん で す が 。 
① 教科 書 ・ 質 問 ② 仕事 ・ お 願い ③ 昨日 ・ 頼 み 
@ 試験 ・ 聞 きた いこ と ⑤ あし た の 授業 ・ 頼 みた いこ と 


⑥ ゼミ ・ 相 談 し た いこ と 


(2) そん な に 急ぐ で こと は あり ませ ん よ 。 ま だ 時 間 は ある ん で すか ら 。 


気 に する , 大 し た こと で は な い 
急い で や る , どう せ 間 に 合わ な い 
が っ か りす る , また 機会 は ある 
考え る , 遊び だ 
心配 する , 簡単 だ 

こわ が る , た だ の お も ちゃ だ 
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(3) 準備 は し て あり ます か ら , 二 , 三 日 あれ ば まとめ られ る と 思い ます 。 


連絡 を する ・ 行 く ・ 会 っ て も ら う 

話 を する ・ 頼 む ・ や っ て も ら う 

味 を つけ る ・ 温 め る ・ 食 べ る 

資料 を 集め る ・ 1 週間 ある ・ 書 く 
自動 車 を 用 意 す る ・ み ん な が 集まる ・ 出 か ける 


@ EO @ @ @ 


2. 言い か え 
(1) 例 : か っ て な こと を 言う 


一 か っ て な こと を 申し まし て , 申し 訳 あ り ま せん 。 


① 遅く な る ② ご あい さ つ が 遅れ る 
③ お 待た せ す る 则 ご めい わく を お か け す る 


(2) 例 : 御 期待 に そそ な い 
っ 御 期待 に そえ ませ ん で , 申し 訳 あ り ま せん 。 


① お 役に立て な い @ 準備 が 間に合わ な い 
③ 御 案内 が で き な い ④ 御 希 望 に そえ な い 


絡 温 資 遅 遅 希 望 


の アア 四 > 


SO OCOD @ 


あの う , (レポ ー ト ) の こと で , お 願い が ある ん で す が 。 
は い , どん な こと で すか 。 
あの う , (締め 切り を 延ばし ) て いた だ きた いん で す が 。 


宿題 ・ 先 生 に 届け る 

明日 の パー ティ ー・ 写 真 を 撮る 
子供 ・ 水 泳 を 教え る 
資料 ・ 1 週間 ほど 貸す 

会 議 ・ 代 わり に 出る 

昨日 の 授業 ・ ノ ー ト を 見 せる 


(2) 


四 アア ア 


どう し て ( 来 ) な か っ た ん で すか 。 
すみ ませ ん 。 (時 間 が な か っ ) た も の で すか ら 。 


食べ る ・ 胃 が 痛い 

こと わる ・ 言 い に く い 
返事 を する ・ 気 が つか な い 
止ま る ・ 信 号 が 見 えな い 
電話 を する ・ ず っ と 会 議 が ある 


昨日 お 願い し た こと は どう な っ て いま すか 。 

は い 。 (来週 ) な ら , (だ いじ ょ うぶ だ ) と 思い ます 。 

そう で すか 。 じゃ あ , (来週 ) と いう こと に し て お きま し ょ う 。 
は い 。 


3 時 まで ・ 書 ける @ 二 , 三 日 後 ・ ひ ま が あ る 
10 万 円 ・ 払 える ④ 3 日 か ら ・ な ん と か な る 
50 人 ぐら い ・ 入 れる ⑥ 100 ペ ー ジ まで ・ 読 め る 


日 本 の 大 学 の 試験 シー ズン は , た いて いふ 9 月 か 2 月 ご ろ る で, この ころ に 
な る と , 大 学生 た ち は 試 験 や レポ ー ト に 追わ れる 。 

と ころ で , この レポ ー ト と いう も の が , な か な か の 難 物 な の で ある 。 
ちょ っ と 考え る と , 内 容 は 自分 で 決め られ る し , 時 間 も 十 分 か けら れる 。 
試験 の よう な きん ちょ う も 不 必要 。 と どい うわ け で , 楽 を うに 思わ れる の だ 
が か 。 いざ 書く ど な る と ど と そう 簡単 に は いか な い 。 まず, 自分 で 内 容 を 決め る 
と ど という の が けっ こう むず が しい し, また , 時 間 が か けら れる と 言っ て も , 
時 間 は 無限 に ある わけ で は な い 。 締め 切り は あっ と いう 間 に 師 っ て 来る 。 
締め 切り に 遅れ れ ば 単位 は も ら そ なくなり , 単位 が 足り な けれ ば 留 年 せ ざ 
る を 得 な く な る 。 

この レポ ー ト を 五 つ も 志 つ も 書か な けれ ば な ら な いと ど と した ら , お ち お ち 
遊ん で ば か りり もい られ な く な る 。 勉 強 よ りり 遊ぶ は ほう に 熟 パ だ ど と 言わ れる 日 
本 の 大 学生 に も , 1 年 に 2 回 ぐら い は ゆう うつ な 季節 が 訪れ る の で ある 。 


問い と 答え 


1. 試験 より レポ ー ト の ほう が 楽に 見 える の は , どの よう な 点 で すか 。 
. 筆者 の 考え で は , レポ ー ト が た い へ ん な の は , どの よう な 点 で すか 。 

日 本 の 大 学生 に と っ て “ゆう うつ な 季節 "と いう の は いつ ご ろ る で すか 。 
あな た の 国 の 試験 シー ズン は , いつ ご ろ で すか 。 

. あな た は 試験 と レポ ー ト と で は どちら が いい と 思い ます か 。 そ れ は どう し て 
で すか 。 


ol 0 DO 


@ 新しい 言葉 

(1) レポ ー ト 締め 切り 教授 延期 演習 内 容 関連 テー マ 提出 
教務 課 お 願い 来週 いっ ぱい 申し 訳 頼み ゼミ 遊び 連絡 資料 
めい わく 期待 希望 教科 書 代わ り シー ズン 风物 きん ちょ う 
無限 単位 留 年 熱心 点 筆者 

(2) か っ て な 不 必要 な 楽 な ゆう うつ な 

(3) 延ばす まとめ る 間に合う が っ か りす る こわ が る 温め る 
(めい わく を ) か ける (期待 に ) そ う 役に立つ 気がつく こと わる 
追う (簡単 に ) い く 決め る (時間 を ) か ける 迫る 得る 訪れ る 

(4) どう せ ずっ と な ん と か けっ こう (むず か し い ) お ち お ち 

(5) (時 間 が な か っ た ) も の で すか ら 一 せ ざ る を 得 な い の こと で 
た だ の (お も ちゃ だ ) あっ と いう 間 に 

(6) (1 週間 ) ほ ど 


7) (言い ) に くい 一 从 一 学 


@ 新しい 漢字 
し き きょう じゅ えん き えん し ゅ 3 な い よう か ん れん さん じゅ }) まい 
締め ( 切 ) 9 ( 教 ) 接 廷 (期 ) 演 ( 習 ) (内 ) 容 (関連 30 枚 
て い し ゅ つう も う わけ の き の う か ん た ん れん らく あ た た 
提 ( 出 ) ( 曲 ) し 訳 な い 竹 ば す 晓 日 簡単 だ ( 連 ) 総 温め る 


し 。 りょう お そ お く き ぼう か N ぶつ き む げん 
資 ( 料 ) 遅い 遅れ る 希望 代わ り 難 ( 物 ) 決め る 無限 


え き 


せま た ん 。 い だ せつ 
迫る  ( 単 ) 位 足り る 得る 季節 訪れ る 


で つら と ちら ーー ニ ラニ こ ー ニ ニー と っ ジニ シー ニー ニー ンジ ニー ニニ ニニ テー デニ ニー ラテ マニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ー ジー ニジニ ビラ ミニ ニニ ニョ 


| 森 (男子 学 生 ) 
| 井上 (男子 学生 ) 
| 高橋 (女子 学生 ) 


場 面 : ビヤホール で 夏休み の 旅行 の 相談 を する 


も ジジ ニン ーー ニー シー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニ デニ ニー ジーニ ニニ ーー ニニ ーー ニニ ニニ ニジニ ニ ー ニ ニー ニニ ニニ ーー デー ニニ ーー ゴ 


森 : ああ , レポ ボート 終わ っ て , ほっ と ど し た ね 。 
高橋 : ほん と ね 。 や っ と お 休み 。 うれ し いわ 。 
介 よ くじ ちる 。 待 衝 し まし ょ う 。 

ー 同 : 乾杯 。 

森 : ああ , うま い 。 


乾 ” 杯 


リー : と ころ で , 森 さ ん, ほんとに, 中 国 に 行く ん で すか 。 

森 : る る , 来週 か ら 。23 日 に た っ て , まず , 香港 へ 行っ て 3 泊 す る ん 
で す 。 それ か ら 列車 で 中 国 に 入っ て , あちこち 見 物 し な が ら 北 京 3 
で 行く 予定 で す 。 


J らら で すす しい いで ずれ ね 。 

高橋 : リー ミ さん は , どう する ん で すか 。 この お 休み 。 

リー: それ が , あま り 休 め な いん で す よ 。 

高橋 : 夏休み な の に 。 

リー : ええ る 。 大 学 の 休み に は , 会 社 で 研修 する こと に な っ て いる ん て , 


5 日 で らい し か 休め な いん で す 。 
井上 : きび し いで すね れ ね 。 
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泊 列 


井上 : 


じゃ , どこ へ も 行か な いん で すか 。 

いい る , 3 日 で らい 鍵 食 に 行こ うと 思っ て る ん で す 。 

ええ っ , 3 日 も で すか 。 

る える 。 鎌 含 に は 古い お 寺 と どか, 大 仏 と か 。 見 る も の が た くさ ん あ 
る そう で すね 。 

ええ 。 そ れ は そう で すけ ど , 日 帰り で 十分 で す よ 上 。 それに, 夏 に 
行く て の は どう で し ょ うか 。 

夏 は だ め な ん で すか 。 

だ め っ て いう わけ じゃ な いで すけ ど , 泳ぎ に 行く 人 で , どっ て も 
込み ます よ 。 

それ に , お 寺 を 見 て 歩く と な る と ど , 鎌倉 も 暑い か ら 大 変 で す よ 。 
鎌倉 は 秋 や 春の ほう が いい ん じゃ な いか し ら 。 

そる う で すか 。 実は, マリ ー が 古い ちょ うこ てく を 見 た りす る の が 好 
き な の で , それ で , 鎌倉 へ 行こ うと 思っ た ん で すけ ど ,。 や め た ほう 
が よさ そう で すね 。 

そう で すね 。 

リー きん, 日 光 へ は , も う 行 きま し た か >。 

いい を , まだ で す 。 

じゃ , 日 光 に し た ら ど う で すか 。 ち ょ うこ くに きょう みみ が ある な 
ら , 日 光 の 東照宮 は ど と て も お も し ろ い と 思う し , 日 本 に いる うち に , 
一 度 は 見 て お いて も いい 所 だ と 思い ます けど 。 

る 3 で すわ ね 。 それ に , 高原 の ほう へ 行け ば 涼し いし , 距離 的 に も , 
2 泊 3 日 で らい で , ちょ うど いい ん じゃ な いか な 。 


リー: そう で すか 。 じゃ , も うー 度 マ リー ジ 析 談 し で みる ことば ほし ます 。 
どう も , いろ いろ あり が どう ご ざい まし た 。 


ら 2) 6 鬼怒 川 温泉 


< 練習 I > | 


1 


(1) 


置き か え 


@ @@ の @ 


どの くら い 残 っ て いま すか 。 

三 つ で すず す % 

ええ っ , 三 つ し か 残っ て な いん で すか 。 
それ は 大 変 。 


30 分 @ 4 枚 ③ 1, 800 円 
120 グ ラム 图 1 本 ⑥ 半分 


どこ が いい で し ょ うか 。 
中 国 に し た ら ど う で すか 。 時 間 が ある な ら , 中 国 が いい と 思い ます よ 。 


どこ ・ 日 光 ・ ち ょ うこ くに きょう み が あ る 
どう いう 所 ・ 高 原 ・ テ ニス が し た い 

何 ・ お か し ・ お 子 さ ん が いる 

どの ホテ ル ・ 国 際 ホ テル ・ お 金 が ある 
いつ ・ 秋 ・ あ ちこ ち 見 て 歩く 


(3) A : あちこち 見 て 歩く と お も し ろ い そう で すね 。 
B : ええ , それ は そう で すけ ど , 夏 に 行く の は どう で し ょ うか 。 


調査 を する と よく 分 か る ・ 今 調査 する 
夜行 列車 で 行く と 安い ・ 一 人 で 行く 
夏 は どこ も 込む ・ ど こ へ も 行か な い 
泳ぐ の は 体 に いい ・ 急 に 始め る 

見 る も の が た くさ ん ある ・ 三 日 も いる 
部 長 は お 忙し い ・ お 呼び し な い 


SO LO OE 


(4) 距離 的 に も , 2 泊 3 日 ぐら いで ちょ うど いい ん じゃ な いで し ょ うか 。 


① 時 間 ・ 2 時間 ② 体力 ・5 キロ ③ 量 ・30 ペ ー ジ 
④ 金額 ・10.000 円 ” ⑨ 距離 ・9 キ ロ 


2. 言い か え 


(1) 例 : や め た ほう が いい と 思い ます 。 
ーー や め た ほう が いい ん じゃ な いで し ょ うか 。 
っ や め た ほう が いい ん じゃ な いか な 。 
っ や め た ほう が いい ん じゃ な いか し ら 。 


① 2 泊 3 日 ぐら いで ちょ うど いい と 思い ます 。 
@ 夏 に 行く の は よく な いと 思い ます 。 


調 査 額 


日 光 は 一 度 見 て お いて も いい と 思い ます 。 

1 週間 は 長 過 ぎる と 思い ます 。 

日 帰り で 十分 だ と 思い ます 。 

予約 し て お か な く て も だ いじ ょ うぶ だ と 思い ます 。 


QO @@@ 


例 : 鎌倉 より 日 光 の ほう が いい ん じゃ な いで し ょ うか 。 
一 日 光 に し た ら ど う で すか 。 


ホテ ル よ りら 旅館 の ほう が お も し ろ い ん じゃ な いで し ょ うか 。 

新幹線 より 飛行 機 の ほう が 便利 な ん じゃ な いで し ょ うか 。 

バス より 列車 で 行っ た ほう が いい ん じゃ な いで し ょ うか 。 

1 泊 す る より 日 帰り し た ほう が 疲れ な いん じゃ な いで し ょ うか 。 

夏 に 行く より 秋 に 行っ た ほう が いい ん じゃ な いで し ょ うか 。 

デパ ー ト で 買う より スー パー で 買っ た ほう が 安い ん じゃ な いで し ょ うか 。 


SO @@@⑯ ら 6 


9 . 


(1) 


| 癌 


全 まき 
< 


A : 
日 
A 
B 


9 @@@⑥ ら 6 


CO アア 


6 ⑯ @ A 


( 犬 を 連れ て 行こ ) うと 思っ て いる ん で す 。 

( 犬 を 連れ て 行く ) ん で すか 。 

ええ 。 (だ めで す ) か 。 

(だ め だ ) っ て いう わけ じゃ な いで すけ ど , 大 変 で す よ 。 
や め た ほう が いい ん じゃ な いで し ょ うか 。 


歩い て 通う ・ 無 理 だ 

明日 出かけ る ・ い け な い 

日 帰り する ・ で き な い 

一 人 で 調べ る ・ 難 し い 

レポ ー ト を 書き 直す ・ 間 に 合わ な い 


( 夏 ) は , や め た ほう が いい で し ょ うか 。 
ええ 。 ( 夏 ) は (込み ます ) か ら ね 。 そ れ に , あちこち 見 て 歩く と な 
る と 大 変 で す よ 。( 暑 い ) か ら 。 


バス ・ 時 間 が か か る ・ 本 数 が 少な い 
冬 ・ 雪 が 降る ・ 寒 い 

雨 の 日 ・ ぬ れる ・ 道 が すべ る 

日 曜日 ・ 人 が 多い ・ 車 も 多い 

目 転 車 ・ 危 な い ・ 坂 が 多い 


危 坂 
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据 木 県 西北 部 の 日 光 市 に ある 神社 。 江戸 幕府 (1603 一 1868) を 開い た 
緒川 家康 (1542 一 1616) を まつ る た め , 1617 年 に 建て られ た 。 注 戸 墓 府 の 
けん い を 示す も の と し て , 多額 の 資金 と 人 手 を 使っ て , わずか 1 年 5 か 月 
と いう , 短い 期間 で 造ら れ た 。 

現在 。 国宝 に な っ て いる 建物 も いく つか あり , 中 で も 陽明 門 は 。 門 全体 
に 朱 ・ 黒 ・ 金 ・ 緑 ・ 青 な ど , 色とりどり の ミ ま ざま な ちょ うこ く が ある こ 


ど て 有名 で ある 。 


ーー10E= 


< 練習 > 


問い と 答え 


1. 東照宮 に は どん な 人 が まつ られ て いま すか 。 

. 幕府 は , な ぜ 多 額 の 資金 を か け て 東照宮 を 建て た の で すか 。 
一 番 有 名 な 建物 は 何で すか 。 

その 建物 は どう いう 点 で 有名 な の で すか 。 

. あな た の 国 で 観光 客 に すす め た い 所 は どう いう 所 で すか 。 


Oo た 0 局 
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©) 


新しい 言葉 
(1) 男子 学生 ビヤホール 乾杯 一 同 列车 寺 大 仏 日 帰り 
ちょ うこ く きょう み 東照宮 高原 距離 調査 夜行 列車 体力 
金額 新幹線 本 数 西北 (日 光 ) 市 神社 江戸 幕府 けん い 多額 
資金 人 手 国宝 陽明 門 全体 朱 黒 金 青 観光 客 
森 井上 高橋 香港 北京 鎌倉 日 光 栃木 (県 ) 徳川 家康 
(2) どう いう 色とりどり の 
(3) うま い 
(4) だめ な さま ざま な 
(5) 長 過ぎ る ぬれ る まつ る 示す 造る すす め る 
(6) ほん と に と っ て も ちょ うど (いい ) わずか いく つか 
(7) それ に 
(8) ええ っ ほん と ね 
(9) (日 本 に いる ) う ち に (いい ん じゃ な い ) か な 
(0) グラ ム 
新しい 漢字 
か ん ば ぱい さん ぱく れつ し ゃ て ら だ い ぶつ こ に っ こう 
乾杯 3 泊 烈 ( 車 ) お 寺 (大 ) 仏 込む (日 ) 光 
と う 、 し ょ 3 で う 。 すす きよ ょ り て き の こ ちょ う さ きん 、 が く な が す 
( 东 ) 照 宫 涼し い 距離 (的 ) 残る 調査 ( 金 ) 額 ( 長 ) 過 ぎる 
し ん か ん せん むず か ふ あぶ さか せい ほ く ぶ じん じゃ 
( 新 ) 幹 ( 線 ) 難し い 降る 和 危 契 \ 坂 西北 (部 ) 種 ( 社 ) 
し め た が く < く つく こく ほう よう めい も ん し ゅ 。 みどり 。 か ん こう きゃ < 
示す 多 ( 額 ) 造る ( 国 ) 宝 陽 ( 明 門 ) 朱 緑 ( 光 ) 
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12 課 苦情 の 申し 入れ 
【 会 話 文 】 


の ーーー ーー ニー テー ンー マエ テー ニー ニー デー ニーーーー ニ ーー で ーー テテ ーー と ーー デニ ーー ンー テ ーー デ ーママ ーー ニー テ デ ニ ー ュ 


場 面 : 旅 館 で , 部 屋 を 替え て くれ る よう に 交渉 する 


トー デー ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニー ニー ニニ ニー ご ビー ニニ ーー ニー ニニ ニニ ーー ニー ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニテ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニー さ 


| 旅館 の 従業 員 (フロ ント 係 ) 


(旅館 の フロ ント ) 

リー: すみ ませ ん 。 
めのう りう 。 どこ か 分 か らち ら な いん で すけ ど と , 
さっ きか ら 大 き な 声 て 歌 を 歌っ た り し 
て いぶ る と ころ が ある ん て す が 。 

係 : は あ 。 

リー: 歌 だ け じ ゃ な くく て, 何 か 楽 器 も 使っ て いる みた いで , うる さく て 
眠れ な いん で す 。 

係 : は あ 。 

リー: 子供 な ん が も, すっ か り 目 が 覚め て し まっ て 。 

係 : それ は 申し 訳 ご ざい ませ ん 。 今 日 は , ちょ うど , 団体 の お 客 様 が 


多い も の て で 。 
リー : は あ 。 
係 : それ て , 愛 会 が 凍 な っ て し まい まし て 。 
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り SS 宴会 で すか >。 


係 : は い 。 

リー: その , 宴会 と いう の は , 夜 遅く まで 続く ん で すか >。 

係 : そう で すね, も うす ぐ 終 わる ど は 思う ん で す が *。 

リー: そう で すか 。 あ の う , それ で , お 願い が ある ん で す が 。 

係 : は ぃ 。 

リー: もし, で きた ら , 部 屋 を どこ か に 替え て いた だ くわ け に は いき す は 
せん か 。 


係 : 部屋 を で すか 。 
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リー: 10 時 を 過ぎ た ら 少 し 静か に な る と 思っ て , が まん し て いふ た ん で す 
けど , どう も , 静か に な り そ る そう も な い の で …… o 


係 : そう で すか 。 そ れ は どう も 申し 訳 ご ざい ませ ん 。 
それ で は , ちょ っ と 調べ て み ま す の で …… o 
リー : はい , お 願い し さす 。 
係 : お 待た せい た し まし た 。 申し 訳 ご ざい させ ん 。 今 日 は , あい に く 


いっ ぱい で ご で ご ざい ます ね 。 和室 の 小さ い へ 部 屋 が 一 つ 空 いて いる ん で 
す が , お ふろ も お 手洗 いも な いい 部 屋 で し て …… o 

リー: そう で すか 。 それ じゃあ, 住み あり ませ ん ね 。 

係 : あの う , 早速 , 静か に する よう に 話し ます か ら 。 

リー: そう で すか 。 じゃ , お 願い し ます 。 

係 : どう も , 申し 訳 ご ざい ませ ん 。 
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< 練習 1 > 


1. 置き か え 


(1) あま りう る さい の で , 子ども な ん か も すっ か り 目 を 覚まし て し まい まし て 。 
① むず か し い ・ 兄 ・ あ きら め る @ お も し ろ い ・ 父 ・ 夢 中 に な る 
@ めん どう だ ・ 妹 ・ や る 気 を な くす ④ 待た され る ・ 姉 ・ 怒 る 


⑤ 急 だ ・ 母 ・ あ わ て る 


(2) A : まだ 終わ ら な いん で すか 。 


B : すみ ませ ん , も うす ぐ 終 わる と は 思う ん で すけ ど 。 
① 来る ② 着 < ③ 始ま る 
④ 決ま る ⑤ 帰っ て 来る ⑥ 準備 が で きる 


(3) 申し 訳 あ り ま せん が , 部 屋 を 替え て いた だ くわ け に は いき ませ ん か 。 


① あし た に する @ も う 少 し 待つ ③ 代わ り に 行く 
④ 荷物 を 預かる ⑤ 本 を 見 せる ⑥ 取り か える 
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(4) 10 時 を 過ぎ た ら , 静か に な る だ ろう と 思っ て いた ん で す が 。 


① 楽 を 飲む ・ 楽 だ @ 1 日 休む ・ 元 気 だ 
③ 地下 鉄 が で きる ・ 便 利 だ ③④ お 酒 を や め る ・ 調 子 が いい 
⑤ 書き 直す ・ 分 か りや すい ⑥ 3 月 に な る ・ 暖 か い 

2. 言い か え 


(1) 例 : 10 時 を 過ぎ た ら , 静か に な る で し ょ うか 。 
一 さあ, どう も 静か に な り そ う も な いで すね 。 


① あし た 雨 が 降る で し ょ うか 。 @ 山田 さん は 来る で し ょ うか 。 
③ 来 月 は 涼し く な る で し ょ うか 。 四 山田 さん は 知っ て いる で し ょ うか 。 
⑤ この 車 に 皆 乗 れる で し ょ うか 。  ⑯ 少し は 仕事 が 楽に な る で し ょ うか 。 
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(2) 例 : 静か に し て くだ さい 。 
っ 静か に する よう に 言っ て くだ さい 。 


① も う 少 し 早く 来 て くだ さい 。 

② 今夜 電話 を か け て くだ さい 。 

@ 本 を 返し て くだ さい 。 

④ 窓 を あけ な いで くだ さい 。 

⑤ ここ で は た ば こ を 吸わ な いで くだ さい 。 
⑥ この 中 に は 入ら な いで くだ さい 。 


会 
(1) A : どう し て (宴会 が 多 ) く な っ た ん で すか 。 

B : は あ , (団体 客 が 多かっ ) た も の で ……。 

A : は あ 。 

B : それ で , (宴会 が 多 ) く な っ て し まい まし た 。 


① 間に合わ な い ・ 道 が 分 か ら な い 
@ 遅い ・ ち ょ っ と 寝坊 する 

③ 払え な い ・ お 金 を 使い すぎ た 
④ 帰れ な い ・ 仕 事 が 終わ ら な い 
⑤ 使え な い ・ 電 池 が な く な る 
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(2) A: (部 屋 を 替え ) て いた だ け ま せん か 。 
B: (部 屋 を ) で すか 。 
A : ええ 。 


ビー ル を 出す 
お お さか 
大 阪 へ 行く 


① 山田 さん に 頼む 
③ 

⑤ 明日 まで 待つ 

⑦ 

© 


7 時 に 起こ す 
新幹線 で 行く 
3 日 まで に 仕上 げ る 
あな た が 読む 


四 四 昌 所 


ボー ル ペ ン で 書く 
山田 さん と 相談 する 


@ 


(3) 


ア 


あの う , (部 屋 を 替え て ) いた だ け ま せん か 。 
申し 訳 あ り ま せん 。 あ い に く (今日 は 満員 な ) ん で す 。 
そう で すか 。 そ れ じ ゃ , 仕方 が あり ませ ん ね 。 


辞書 を 貸す ・ 今 日 は 持っ て いな い 
隣 の 部 屋 を 使わ せる ・ 今 使っ て いる 
明日 に する ・ 明 日 は 都合 が 悪い 
山田 さん に 渡す ・ 今 日 は 休み だ 
車 で 運ぶ ・ 故 障 し て いる 


9 OO ら @ 


満 隣 渡 障 
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著 


< 練習 I > 


問い と 答え 


oo oO ee CO ND 


この 葉書 は , いつ ご ろ 出 され た も の で すか 。 

この 葉書 は , どこ か ら ど こ に 出さ れ た も の で すか 。 
この 葉書 を 書い た 人 は , どん な 所 に 泊まっ て いま すか 。 
この 葉書 を 書い た 人 は , 昨夜 は よく 眠れ た で し ょ うか 。 
この 葉書 を 受け 取る 人 は , 何 を し て いま すか 。 


. 暑中 見 舞い の 葉書 を 書き な さい 。 


ae の も 


@ 新しい 言葉 


(1) 苦情 申し 入れ 従業 員 フロ ント 交渉 楽器 団体 宴会 和室 
お 手洗 い 夢中 や る 気 調子 今夜 団体 客 寝坊 電池 満員 故障 
暑中 一 昨日 せい 雰囲気 昨夜 閉口 中 禅 寺 湖 論文 暑 さ 皆 

(2) めん どう な 

(3) 覚め る 重なる が まん する 空く あき ら め る な くす あわ て る 
決ま る 取り か える な く な る 起こ す 仕上 げ る 比べ る 進む 
受け 取る 

(4) も うす ぐ どう も (静か に な り そ う も な い ) あいにく いっ ぱい 
や は り ひん や り 

(5) (子供 ) な ん か (も ) 


(6) みた い 

(7) 仕方 な い 

(8) (日 本 ) 式 

新しい 漢字 

く 。 じょう 。 じゅ 3 ぎょ うい ん か こう し ょ う ね む さ だ ん た い 
( 菩 ) 情 従 ( 業 軸 替え る  ( 交 ) 渉 する 眠る 覚め る ( 体 ) 
えん か い か さ あ て あら きっ そく む ちり 3 お こ 

宴 ( 会 ) 重なる 空く お ( 手 ) 洗 い 速 夢 ( 中 ) 怒る 

あ た た みな ね ぼう で ん 与 まん いん と な り 。 わた SS 
暖か ヽ ヽ 皆 ( 寝 ) 坊 する ( 電 ) 池 満 ( 員 ) 隣 渡す ( 故 ) 障 
し ょ ちゅ う 办 。 ま くら ふん 去 へ い こう 

著 ( 中 ) お (見 ) 舞 い 比べ る 雰 囲 ( 気 ) 義 ( 口 ) す る 

5 ちゅ う ぜん じ ろ ん ぶん 

(中 禅 寺 ) 湖 論 ( 文 ) 負け る 
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13 課 結婚 と 仕事 


【会 话 文 】 


Pm EE トイ ーー トート た デー メー ジー イー ルー て て イー アー スー て アーン ー ビ ジー トス ドーン ン て て て 


| 森 (男子 学生 ) | 
并 上 (男子 学 生 ) | 
| 高橋 (女子 学生 ) 


場 面 : 学 生食 堂 で 友人 と 話し 合う 


ーー アー) 


リー: 図書 館 の 参考 室 に 親切 な 人 が いま すね, 
首 が 高く て めがね を が けた ……。 

井上 : ああ , 洋書 関係 の 情報 サー ビス を 
担当 し て いる 女性 で すね 。 

リー: ええ る え 。 こ の ご ろ あ まり 見 か け ま せ 


高橋 : あの 人 や め た ん で す よ 。 結婚 する 
ん で すっ て 。 

リー: る サナ で すみ が か 。 あの う 。 日 本 で は 
結婚 し て 仕事 を や め る 人 が 多い ん で すか ^。 

井上 : を を る を, 大 学 を 出 て 専門 を 生か す 仕 事 に つい た けど , 結婚 や 出産 で 
や め る っ て いう ケー ス は , わり に 多い よう で すね れ ね 。 


担 出 产 
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せっ か くい いろいろ 勉強 し た の に , 


es 


も っ た いな いで すね 。 
森 : この ご ろ は , や め な い ケ ー ス も 多い 
ん じゃ な いか な あ 。 主婦 の 半分 は 仕事 

を 持っ て る っ て 話 だ よ 。 
それ は , 子供 が 少し 大 きく な っ て か 


井上 : 
ら の こと だ よ 。 


森 そう か な あ 。 
結婚 し た ら 妻 に は 家 に いて 


井上 : それ に , 
は し いっ て いう の が 男 の 自 然 な 気持 ち 
だ と ど と 思う けど な あ 。 
牺 : ば ぼく は そう は 思わ な いよ 。 妻 に も 働 
いて も らい た いな 。 経 済 的 に 大 変 だ よ , 


ーー 
そり リ りゃ あ , 共働き の ほう が 収入 は 
多い だ ろう けど , 支出 も 増え る し , 家事 も お ろ そ か に な っ た りす る 


井上 : 
か ら , が だ っ て マイ ナス に さる と 選 う えた 。 
株 うん , も ちろ ん マイ ナス の 面 も ある けど , プラ ス の 面 も 大 きい ん 
じゃ な いか な 。 第 一 , 経済 的 に 自立 し て いれ ば , お 互い に 対等 な 関 
係 で いら れる ん じゃ な い ぃ い 。 
井上 : 対等 な 関係 ど 経済 カ と は, 関係 な いよ 。 
森 いや 。 大 あり だ よ 。 ど うし た っ て 家 圭 を 支え て いる ほう の 発言 カ 


が 独 く な る か ら ね 。 


次 
葵 
区 

回 
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井上 : そん な こと は な いよ 。 役割 分 担 し た っ て , 対等 な 関係 は 築け る よ 。 
株 : 男 は 外 , 女 は 内 な ん て いう 役割 分 担 , 封建 的 だ よ 。 
并 上 : そん な こと ば な いて と 。 


森 : そん な こ ど は な いっ て , 何 が 。 
高橋 : まあ まあ , そん な に 言い 争わ な いで 。 
リー: 識 論 が 感情 的 に な っ て きま し た わ 。 と どこ ろ で , お 二 人 と も , 結婚 


の お 相手 が いら っ し ゃ る ん で すか 。 

高橋 : いえ , 井上 さん も 森 ミ ん も これ か らい いふ 人 を き が そう ど し て いる 
ん で す 。 

J TT VD 


割 築 封建 和 争 相 
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置き か え 
A : あの 人 , この ご ろ あ まり 見 か け な い ね 。 
B : や め た の よ 。 結婚 する ん で すっ て 。 
A : あの 人 , この ご ろ あ まり 見 か け な い わ ね 。 
B : や め た ん だ よ 。 結婚 する ん だ っ て 。 
① や め た ・ 留 学 する ② 国 に 帰っ た ・ 就 職 す る 
③ 忙し い ・ 子 供 が 生ま れる ④ 休ん で いる ・ 具 合 が 悪い 
⑤ 入院 し た ・ 交 通 事故 だ ⑥ 大 変 だ ・ 毎 日 アル バイ ト を し て いる 
⑦ 日 本 語 を 習い に 行っ て いる ・ 日 本 に 行き た い 
A : あの 人 , この ご ろ 見 か け ま せん ね 。 
B や め た ん で す よ 。 結婚 する ん だ そう で す 。 
せっ か く 勉 強し た の に , も っ た いな いで すね 。 
① 研修 を 受け た ② 会 社 に 入れ た @ いい ぃ 会社 に 就職 し た 
④ いい 仕事 に つい た  ④ 仕事 を 覚え た ⑥ な れ て きた 
A : 日 本 で は , 結婚 し て 仕事 を や め る 人 が 多い ん で すか 。 
B: ええ , そう いう ケー ス が わり に 多い よう で すね 。 
職 


= 


子供 を 預け て 共働き する ・ あ る 
定年 まで 同じ 会 社 に 勤め る ・ 一 般 的 だ 
外国 人 と 結婚 する ・ 増 えて きた 
家計 を 妻 に まかせ る ・ ふ つう だ 
働き すぎ て 体 を こわ す ・ め ずら し く な い 


@ @@6⑯ ら 6@ 


2. 言い か え 


(1) 例 : 役割 分 担 し た っ て , 対等 な 関係 は 築け る よ 。 
っ 役割 分 担 し て も , 対等 な 関係 は 築け る ん じゃ な いで すか 。 


① 大 きい 会 社 に 就職 し た っ て , 専門 は 生か せな いよ 。 

② 今 か ら 書 き 始め た っ て , 締め 切り に は 間に合わ な いよ 。 

③ 結婚 し た っ て , 仕事 は 続け られ る よ 。 

④ 大 学 を 出 た っ て , いい 仕事 に は つけ な いよ 。 

⑤ 共働き し た っ て , 経済 的 に は プラ ス に は な ら な いよ 。 
3. 会 


(1) A : (共働き ) の ほう が , (収入 が 多い ) と 思う けど な あ 。 
B : うん , も ちろ ん (収入 も 多い ) と 思う けど , (支出 も 多い ) ん じゃ な 
いか な 。 


A : そう か な あ 。 
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〇 > 四 > @ LOD EQ 


9 @ @ 6 


オー トバ イ ・ 速 い ・ 危 険 も 大 きい 

都会 で 暮らす ・ お 金 が か か る ・ 便 利 だ 

一 人 で 住む ・ 気 楽 だ ・ 不 便 な 面 も ある 

電話 ・ 簡 単 だ ・ 和 失礼 に な る 

スー パー マー ケッ ト ・ 安 い ・ 品 物 が よく な い 


男 は 外 , 女 は 内 と いう 分 担 が 一 番 い いん だ 。 
(そん な こと は な い ) よ 。 

(そん な こと は な い ) っ て , 何 が 。 

まあ まあ , (そん な に 言い 争わ な いで ) 。 


そん な 考え は 古い ・ 二 人 と も 少し 落ち 着い て 

それ は お か し い ・ そ ん な 大 きい 声 を 出さ な いで 
それ は 変 だ ご ・ そ ん な に 怒ら な いで 

それ は 違う ・ も う 少 し 静か に 話し ませ ん か 

それ は 時 代 遅 れ だ ・ 二 人 と も 冷静 に な っ て くだ さい 


= = 


女性 ど 労 働 


女性 が 仕事 を 続け る 上 で の 最大 の 難関 が 肥 児 で ある こと は , 今 も 音 も 変 
わり が な い 。1987 年 度 中 に 仕事 を や め た 女性 の うち , 結婚 ・ 出 産 ・ 有 児 を 
その 理由 ど し て あげ た の は , 女子 離職 者 全体 の 約 16 バ ー セ ント に すき ず " 
10 年 前 と 比べ る と か な り 減 少し て いる ( 表 1 参照 ) 。 

ー 方 で , 乳幼児 を 持つ 紀 親 は , 働く 希望 が あっ て も , 核 家族 の 場合 な か 
な か 就職 し に くい と いう 現状 も ある ( 表 2 参 照 ) 。 


年 


表 1 女子 の 定年 ・ 結 婚 ・ 出 産 ・ 育 児 に よる 離職 状況 


度 
本 II 


昭和 52 年 


53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 


(1977) 
(1978) 
(1979) 
(1980) 
(1981) 
(1982) 
(1983) 
(1984) 
(1985) 
(1986) 
(1987) 


働 见 


音 


女子 離職 者 数 離職 理由 (%) 
( 千 人 ) | 定 年 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2 


, 828. 
, 706. 
, 842. 
, 861. 
, 649. 
, 923. 
816. 
, 929. 
, 070. 
, 049. 
, 090. 


減 乳 幼 核 


結婚 ・ 出 産 ・ 育 児 


cn co co MN rm oo 心 -1 co の ら co 
to っ ko MH to ーー ビー トト デー ビビ ビビ 
co co つら oN oo oo 心 co 
=~ の ーー ooo- コ coco らら の 


(労働 省 「 雇 用 動向 調査 」 に 基づく ) 
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し か し , 表 1 て 分 か る よう に , 定年 まで 勤め る 女性 の 数 が し だ い に 増 え 
て き て いる な ど , 日 本 に お ける 女性 の 労働 状況 も , 大 き な 流 れ ど し て は 変 
わ つつ ある と 言え る 。 


表 2 核 家族 に お ける 妻 の 就職 状況 (昭和 62 年 ) 


(単位 %) 
夫 と 子供 の 年 齢 
働い て いる 人 


30 歳 以下 


子供 な し (新婚 期 ) 
子供 あり (初産 ・ 保 育 期 ) 


0~5 歳 (出産 ・ 保 育 期 ) 
6 一 17 歳 (子供 教育 期 ) 
18 歳 以上 (子供 独立 期 ) 
子供 な し 


60 歳 以上 


(総務 店 統計 局 「 就 職 構造 基本 調査 」 に 基づく ) 


流 龄 歳 独 
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問い と 答え 


1. 日 本 の 女性 の 労働 状況 は , どの よう に 変わ っ て きま し た か 。 
10 年 前 と 変わ っ た 点 を 二 つ あ げ な さい 。 

2. 乳幼児 の いる 女性 で , 働き た い 人 は どの くら いで すか 。 

3. 例 の よう に , 次 の 表 を 使っ て 会 話 文 キ 作り な さい 。 


例 1 A: 共働き し た ほう が いい で す よ 。 収入 が 増え ます か ら ね 。 
B : そり ゃ あ , 収入 は 多く な る で し ょ う が , 支出 も 増え る し , 家事 が 
お ろ そ か に な っ た りす る か ら , か えっ て マイ ナス に な る と 思い ます 
よ 。 
例 2 A: 共働き は し な い ほ うがい いで す よ 。 家事 が お ろ そ か に な り ま すか 
ら ね 。 
B : そり ゃ あ , 家事 は お ろ そ か に な る か も し れ ま せん が , 収入 は 多く 
な る し , 夫婦 対等 な 関係 が 築け た り し ます か ら , か えっ て プラ ス に 
な る と 思い ます よ 。 
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プラ ス 面 マイ ナス 面 
収入 が 多い 支出 が 増え る 
夫婦 対等 な 関係 が 築け る 家事 が お ろ そ か に な る 
高校 生 の 社会 の こと が 分 か る 勉強 が お ろ そ か に な る 
アル バイ ト | お 金 の 価値 が 分 か る よう に な る | 金 遣 い が あ らく な る 
飲酒 楽し い 気分 に な る | お 金 が か か る 
血行 が よく な る 飲み 過ぎ る と 体 に 悪い 


団体 旅行 めん どう な 手続 き が いら な い 自由 行動 が で き な い 
安い どん な 人 と いっ し ょ に な る か 
分 か ら な い 


4. 次 の テー マ に つい て , 賛成 と 反対 の 立場 に 分 か れ て 話し 合い な さい 。 

(1) 日 本 語 を 習う と き は , は じ め に ロー マ 字 で 習っ た ほう が いい と 思い ます か 。 
それ と も , ひら が な や カタ カナ を 使っ て 習っ た ほう が いい と 思い ます か 。 

(2) 日 本 語 か ら 漢字 を な くし た ほう が いい と 思い ます か 。 


に 3 
Ey 
| 莹 
这 
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@ 新しい 言葉 
(1) 洋書 情报 サー ビス 担当 出産 ケー ス 主婦 半分 共働き 
支出 家事 マイ ナス 面 プラ ス 自立 お 互い 対等 大 あり 
発現 力 役割 分 担 内 封建 (的 ) 議論 感情 (的 ) 相手 就職 
一 般 的 危険 時 代 遅 れ 労働 最大 難関 育児 昔 変わ り 


理由 離職 者 減少 乳幼児 核 家族 現状 表 状況 流れ 年 龄 


新婚 初産 保育 独立 夫婦 価値 金 遣 い 飲酒 気分 血行 
トピ ッ ク 

(2) も っ た いな い めずらし い  ( 金 遣 い が ) あら い 

(3) 目 然 な お ろ そ か な 気楽 な 変 な 冷静 な 


(4) 見 か ける 生か す 支え る 築く 言い 争う 見 つか る 預け る 


まかせ る 暮らす 沙 ち 着く (一 を 理由 と し て ) あ げ る 分 か れる 


(5) せっ か く か えっ て 第 一 し だ い に 

(6) 一 方 それ と も 

(7) どう し た っ て (女性 ) の うち (変わり) つつ あ る て に お ける 
(8) 約 (16 パ ー セ ント ) 

(9) 一 力 (経済 力 ) 一 中 (1987 年 度 中 ) ~ 数 (離職 者 数 ) 


行動 


(0 いえ 

@ 新しい 漢字 
た ん と う L ゅ うさ ん し ぜ た ら ゅ う に ゅ う ト 的 っ 
a( 当 ) 出産 自然 共 ( 働 き ) 収入) 増え る ( 自 ) 立 
た が た いと う ささ つ 上 り ょ く う 3! 
お 互い 対等 支 そ る ( 発 ) 寺 (カカ ) ( 役 ) 割 業 ( 里 建 (者 ) 
あら そ 、 、 あい て し ゅ うし ょ く いっ ぱん て き き けん くら れい せい 
) お 相 ( キ ) 就職 (二 ) 般 的 危険) 暮す 深 静 
ろう 。 どう いく 已 むか し げん し ょ う 二 内 う % \ ヽ ぞ な が 
(労働 ( 育 ) 児 昔 減少 ) 乳 幼 ( 児 ) 撤 ( 家 旋 ) 浜 れ 
ね ん れい さん じゅ っ さい どく りつ か ね づか けっ 。 こう いん し ゅ 
(年 ) 龄 30 歳 独 ( 立 ) ( 金 ) 道 い 厨 ( 行 ) 鉄 組 
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司会 者 : それ で は , 次 に , リー さん に 一 土 ご あい ミ さ つ を お 願い し た いと 


リー 


思い ます 。 では, リー さん , お 願い し ます 。 

最初 に , 先生 が た それ か ら 同 級 生 の 弾き さん に , お 礼 を 申し 上 げ 
た いと 思い ます 。 1 年 間 , 本 当 に あり が どう ご ざい まし た 。 

1 年 前 日 本 に 来 た 時 は , 不安 と 心配 ば か り で し た 。 一 番 心 配 だ っ 
た の は , や っ ぱり 日 本 語 で し た が , も う 一 つ は 日 本 の 大 学 で ちゃ 
ん と や っ て いけ る だ ろう か , どい うこ と で し た 。 日 本 は 競争 の は 
げ し いい 所 だ と 聞い て いま し た し , 1 年間 最 後 ま で や っ て 行け る か 
どう か と ど て も 不実 で し た 。 
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で も , 今 か ら 考 を えて み ま す と , ハ 八 林 先生 の 研究 室 に 来る こと に 
な っ て , 本 当 に 幸運 だ っ た と 思い ます 。 私 の 日 本 語 は , 思っ て いひ 
た どおり あま り 十 分 で は あり ませ ん で し た けれ ど , 研究 室 の 紀 さ 
ん が , が まん 強く 私 の 日 本 語 を 聞い て 《 く だ さっ た の で , な ん と か 
1 年 間 勉 強 を 続け る こと ど と が で きた の だ ど と 思い ます 。 接 業 の 準備 を 
手伝っ て いた だ いた り , 大 学 祭 な ど , いる いろ な 行事 に 参加 させ 
て いた だ いた り , 本 当 に お 世話 に な り ま し た 。 

行事 どい る ば, 旅行 と か , コン バ と ど とか,。 いろ いろ な こと が あり 
まし た けど , 中 で も 一 番 印 象 に 残っ て いる の は , 11 月 の 大 学 祭 で 
す 。 日 本 に 来 て す ど で だ っ た どい うこ ども あっ た ど 思 いま す が , 準 
備 を し な が ら , 夜 遅 くま で 議論 し た り , 飲ん だ り , と て も いい 経 
験 で し た 。 こ れ な ら , 日 本 で や っ て いけ る の で は な いか と ど , その 

思い まし た 。 


それ か ら , 免 強 の ほう で す が ,。 これ は , ご めい わく の か けっ ば 
な し で し た 。 最後 の レポ ー ト も 先週 出し た ど と ころ で , 最後 まで ご 
めい わく を か け て し まい まし た が , 私 ど し て は , 一 芯 , 自分 の 関 
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を 特 っ て いる こと に つい て まき ま ど め る こと ども て きま し た し 。 新人 し 
いふ 考え 方 , 新しい 資料 に 触れ る こと ども で き て , と て も 良かっ た ど 
思い ます 。 来 月 か ら 日 本 の 会 社 で , 今度 は 研修 を する こと に な っ 
て いる の で す が , この 大 学 で 学ん だ こと を , 実際 の 仕事 に 役立て 
て いき た いと 思っ て いま す 。 

これ で , この 大 学 を 離れ る こと に な り ま す が , これ か ら も いろ 
いろ 教え て いた だ きた いと 思い ます 。 

それ か ら , 私 の 国 に つい て の 資料 や 情報 が 必要 だ どい う よ う な 
こと が あり まし た ちら, いつ で も お っ し ゃ っ て 《 だ さき さい 。 そう いう 
こと ど と で し た ら , 少し は お 役に立て る と ど 思 いま す 。 機会 が あっ た ら , 
ぜひ 一 度 , 私 の 国 に も いら し て 《 く だ さい 。 

1 年間, 本 当 に あり が どう ご ざい まし た 。 これから も , よろ し 
〈 お 願い し ます 。 


に 
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1. 置き か え 


(1) 研究 室 の 人 が 助け て くれ た の で , な ん と か 勉強 を 続け る こと が で きま し た 。 


① 時 間 が ある ・ 書 き 上 げ る @ 辞書 を 持っ て いる ・ 読 む 
图 タク シー を 拾う ・ 帰 る ④ 紹介 状 を も ら う ・ 会 っ て も ら う 
⑤ 車 を 使う ・2 時 まで に 着く ⑥ 専門 の こと だ ・ 答 える 


(2) これ な ら , 日 本 で や っ て いけ る の で は な いか と 思い まし た 。 


① うま く 行 く ②③ 役に立つ ③ いい 経験 に な る 
④ 簡単 だ 5223 よう が だ ⑥ 心配 な い 


(3) 今 か ら 考 えて みる と , この 学校 に 入っ て , ほん と うに よかっ た と 思い ます 。 


① 日 本 語 を 勉強 し て お く ② 絵 を 習う 


③ 検査 を 受け る ④ 今 の 仕事 を 選ぶ 
⑤ 日 本 に 来る ⑥ その 飛行 機 に 乗ら な い 
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の 


(1 


言い か え 


例 : 日 本 語 が 一 番 心配 で し た 。 
っ 一 番 心配 だ っ た の は 日 本 語 で す 。 


ハイ キン グ は と て も 楽し か っ た で す 。 

冬 の 寒さ に は , 何と いっ て も お どろ きま し た 。 
試験 の 時 は , 非常 に ほん ちょ うし まし た 。 
最初 の 授業 は , 印象 的 で し た 。 


© OB A 


例 : みん な と 夜 遅く まで 議論 し た こと は , 一 番 楽 し か っ た で す 。 
一 一 番 楽 し か っ た の は , みん な と 夜 遅 くま で 議論 し た こと で す 。 


相手 の 言葉 が 分 か ら な い の が 一 番 困 り ま し た 。 

みん な が 手伝っ て くれ て , と て も うれ し か っ た で す 。 
日 本 語 が 通じ な く て , 非常 に 困り まし た 。 

日 本 語 で レポ ー ト を 書く の は , 大 変 で し た 。 


⑤ OB OE 
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(3) 例 : 新しい 資料 を 見 る こと が で き て , よかっ た で す 。 
っ 私 と し て は , 新しい 資料 も 見 る こと も で きま し た し , よかっ た と 思い 
ます 。 


ゆっ くり 休む こと が で き て , よかっ た で す 。 

いろ いろ な 考え を 聞く こと が で き て , 参考 に な り ま し た 。 
めずらし いも の を 見 る こと が で き て , 勉強 に な り ま し た 。 
昔 の 友人 に 会 うこ と が で き て , 来 て よかっ た で す 。 

いっ し ょ に 仕事 を する こと が で き て , いい 経験 に な り ま し た 。 


@ OO OO 


(4) 例 : 私 の 日 本 語 で は 十分 で は な いと 思っ て いま し た 。 
一 思っ て いた と お り , 私 の 日 本 語 で は 十分 で は あり ませ ん で し た 。 


物価 が 高い と みん な が 言っ て いま し た 。 

雨 が 降る と 天気 予報 で 言っ て いま し た 。 

1 年 で は 論文 は 書け な いと 思っ て いま し た 。 

あの 大 学 の 試験 は 難し いと 先生 に 言わ れ て いま し た 。 
人 口 が 減り 始め る と 予想 され て いま し た 。 


9 OO EO 
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話 

一 番 (不安 だ っ ) た の は , どん な こと で すか 。 

そう で すね , や っ ぱり , (私 の 日 本 語 で だ いじ ょ うぶ ) か どう か と い 
うこ と で し た ね 。 

そう で すか 。 


心配 だ ・ 卒 業 で きる 

知り た い ・ 家 族 が けん こう だ 
不安 だ ・ 全 部 で きる 

気 に な る ・ み ん な が 来る 
気 を つけ る ・ 分 か りや すい 
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大 学 の 国際 化 


国際 化 と いう 言葉 が 最近 よく 聞か れる 。 こ の 言葉 の 概念 は それ ほど 明確 
な も の で は な いかが) その 要素 の 一 つと し て , 情報 が 国 と 国 の 間 で 相互 に か 
つ 同 程度 に 流れ る , と どい うこ と が あげ られ る と ど と する な ら , 日 本 が 国際 化す 
る た め に は , 外国 へ 出 て 行く 情報 を 多く する 必要 が ある 。 情報 に 関し て は , 
今 ま で 圧倒 的 に 入っ て 来る ば か り だ っ た か ら で あ る 。 例 えば, ニュー ス で 
も , ファ ッ シ ョ ン で も そう だ っ た し , また 研究 ・ 教 育 の 分 野 で も 輸入 超過 
だ っ た 。 現在 , 政府 は , 21 世 紀 ま で に 留学 生 を 10 万 人 に する どい ぃ いう 計画 を 
持っ て いる よう で ある が , 日 本 の 大 学 の 国際 化 ど いう 意味 で は 一 応 歓 迎 す 
べき も の で あろ う 。 

し が し, その 方 向 は ど と も か く , 留学 生 の 受け 入れ の 現状 を 考え る と ど 問 題 
は 山積 し て いる と 言わ ざる を 得 な い 。 例 えば, 留学 生 宿舎 の 不足 と いう 上 人 
う な 施設 が どの 問題 も ある が , 日 本 で の 学位 取得 の 難し さと どか, ある い は 
卒業 し て も 適当 な 就職 ロ が な いと どい う よ う な 社会 体質 等 , も う 少 し 根 の 深 
ぃ 問題 も ある 。 国際 化 の た め に は , まず 初め に この よう な 問題 を 見 直す こ 
と が 必要 な の で は な い だ ろ うか >。 


倒 


問 | 回 
| 病 | 说 


導 章 
i 講 
并 薄 


< 練習 > | 


問い と 答え 


Ol > 0 DO 


. 筆者 が 国際 化 の 要素 の 一 つと し て 考え て いる の は , どん な こと で すか 。 


その 場合 , 日 本 に と っ て , 何 が 必要 で すか 。 
その た め に , どの よう な 計画 が あり ます か 。 
その 実現 の た め に , どの よう な 問題 が あり ます か 。 
この 文章 を 話し 言葉 に 直し て , スピ ー チ し な さい 。 
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@ 新しい 言葉 
(1) 別れ テー ブル スピ ー チ 司会 者 一 言 最初 同級 生 最後 幸運 
大 学 祭 行事 コン パ 印象 経験 関心 実際 紹介 状 検査 
ハイ キン グ 寒さ 予想 けん こう 国際 化 概念 要素 相互 同 程度 
圧倒 (的 ) ファ ッ シ ョ ン 教育 分 野 超過 21 世 紀 歓迎 方向 
受け 入れ 山積 不足 施設 学位 取得 就職 口 社会 体質 根 


考え 実現 計画 
(2) は げ し い が まん 強い めずらし い 深い 
(3) 明確 な 


(4) 続け る 触れ る 役立て る 離れ る 書き 上 げ る 減る 流れ る 見 直す 
(5) ちゃ ん と 一 応 非常 に と も か く 

(6) (相互 に ) か つ ( 同 程度 に ) 

(7) て に 関し て 

(8) 一 世紀 (めい わく の か けっ ) ぱ ば な し 


@ 新しい 漢字 
わか し か い きょう 3 うう う う 者 上 じ いん 
別れ る 司 (会 ) 競争 幸運 ) だ 行 ( 事 ) (中) 

離れ る 拾う 減る ( 予 ) 想 概 ( 会 )  ( 明 ) 確 な の 

( 組 ) 互 に  ( 古 ) 倒 (的 ) 例え ば 


か ん げ い る 、 そく 


人 歓迎 山積 する ( 不 ) 足 施設 取得 (体質 要 、 
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ペー ジ 
语 车 索 Pe TO 136 
了 180 
ee 182 
ER a: 189 


. 練習 問題 で 扱っ た 表現 機能 一 覧 ee 203 


1. 语 荣 索引 


各課 の 新 出 語 舞 を 五 十 音 順に 並べ 採録 し た 。 見 出し 語 の 表記 は , 和 語 ・ 字 音 語 
を 平仮名 で 示し , 通常 用 いら れる 表記 を ( ) の 中 に 示し た 。 人 外来 語 は 片仮名 で 
示し た 。 意 味 ・ 用 法 の 分 か り に くい と 思わ れる 語 に は , 適宜 本 文 の 用 例 を 添え た 。 
課 ・ ペ ー ジ の 数 字 は 初出 の 箇所 を 示す 。 


〔 あ 〕 課 ペー ジ 

あー ん 9 74 

は い , あー ん を し て 
あい て (相手 ) 13 116 
あい に く 12 106 
アイ ロン 5 41 
あお ( 青 ) 11 101 
あお き (青木 ) 6 46 
あお や ま (青山 ) 7 59 
あがる (上 が る ) 

家 に 上 が る 8 64 

お 届け に あがる 8 69 
あき ら め る 12 107 
あく (空く ) 12 106 
あげ る (挙げ る ) 13 122 
あさ ひ (朝日 : 新聞 ) 4 26 
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あす (明日 ) 
あず か る (預かる ) 
あず ける (預け る ) 
あそび (遊び ) 
あそび ば (遊び 場 ) 
あたため る (温め る ) 
あちこち 
あつ か う (扱う ) 
あつ さ て ( 暑 さ ) 
あっ と いう ま に (あっ と いう 間 に ) 
あっ と う て き (圧倒 的 ) 
あと 

送別 会 の あと で 
あと 

あと どれ くら い 
あの う 

あの う , すみ ませ ん 
あら い (荒い ) 

金 遣 い が あ らい 
あら そう ( 和 争う ) 
あら われ る (現れ る ) 
ある い は 
アル バイ ト 
あわ て る 
あん し ん (安心 ) 
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13 


13 


70 
29 
118 
86 
22 
87 
65 
52 
111 
90 
132 
18 


27 


10 


123 


116 
70 
61 
13 

107 
43 


あん な い ず (案内 図 ) 


[ 


い ( 胃 ) 


いい あら そう (言い 争う ) 


いい か え (言い か え ) 


いい ん (医院 ) 


いえ 


お 相手 が いら っ し ゃ る ん で すか 。 いえ , 


いえ いえ 


わざ わざ 恐れ 入り ます 。 い えい え 。 


いか が 
いか す (生か す ) 
いき (上 息 ) 
いく 
簡単 に いく 
いく じ (育児 ) 
いく つか 
いし (医師 ) 
いた み (痛み ) 
いた む (傷む ) 
家 が いた む 
いた む (痛む ) 
いち お う (一 応 ) 
いち どう (一 同 ) 
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13 


13 


13 
11 


66 


27 


75 
118 
77 
90 


120 
101 
73 
48 
65 


66 
126 
93 


いっ か (一 家 ) 8 70 


リー 君 一 家 
いっ さく じ つ (一 昨日 ) 12 111 
いっ ぱい 12 106 
あい に くい っ ぱい で ご ざい ます 
いっ ぱん て き (一 般 的 ) 13 118 
いっ ぽう 一 方 ) 13 120 
いのうえ (井上 ) 11 93 
い の る (祈る ) 2 15 
いら いし ょ (依頼 書 ) 7 61 
いろ と り ど り の (色とりどり の ) 11 101 
いん さ つ (印刷 ) 7 59 
いん し ゅ (飲酒) 13 123 
いん し ょ う (印象 ) 14 126 
〔 う 〕 
うけ いれ (受け 入れ ) 14 132 
うけ と る (受け 取る ) 12 112 
うち て 内) 13 116 
女性 の うち 
うち あわ せ (打ち 合わ せ ) 4 33 
て うち に 11 95 
日 本 に いる うち に 
うつ (打つ ) 9 75 
注射 を 打つ 
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うつ くし い (美しい ) 

うつ る 
病気 が うつ る 

うま い 
ビー ル が うま い 

うら や まし い 

うる さい 


ええ っ , 3 日 も で すか 。 
と 


えつ らん し つ (閲覧 室 ) 
えど ば くる ふ 、 (江戸 幕府 ) 

エヌ ・ エ ッ チ ・ ケ イ (NHK) 
える (得る ) 

えん か い (宴会 ) 

えん き (延期 ) 

えん し ゅ う (演習 ) 
えん び ぴ つ が き (鉛筆 書き ) 
えん り ょ (遠慮 ) 


【 お 】 


お う (追う ) 
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11 


11 


10 


70 
76 


93 


15 
99 


95 


27 
47 
101 
61 
90 
104 
84 
84 
56 
65 


90 


お うい 
お うい , お 母さん 
お う せ つま (応接 間 ) 
お お い に (大 い に ) 
お お あり (大 あり ) 
いや , 大 あり だ よ 。 
お お き な (大 き な ) 
お お どおり (大 通り ) 
お お や ま (大 山 ) 
お か げ さ まで 
お きか え (置き か え ) 
お くさ ま (奥様 ) 
お こす 
肺炎 を お こす 
子供 を 起こ す 
お じ (伯父 ・ 叔 父 ) 
お し ら せ (お 知ら せ ) 


お それ いり ます (恐れ 入り ます ) 


お そ わ る (教わる ) 
お た が い (お 互い ) 
お ち お ち 


お ち お ち 遊 ん で ば か り も いら れ な い 


お ち つ く (落ち 着く ) 
お て あら い (お 手洗 い ) 
お と ずれ る (訪れ る ) 


13 


~1] co oo 


64 


お ね が い (お 願い ) 

お ば (伯母 ・ 叔 母 ) 

お め に か か る (お 目 に か か る ) 

お も い (重い ) 

お も さ ( 重 さ ) 

お も ちゃ 

お も に ( 主 に ) 

お り も の (織物 ) 

お ろ そ か な 
家事 が お ろ そ か に な る 

お ん ど (温度 ) 

お ん れい (御礼 ) 


[か 】 


~ か (一 課 ) 

カー ド 
カー ド ・ ボ ックス 
か い が い (海外 ) 

か いか し き (開架 式 ) 
か いき ぎ (会 議 ) 

か いき る (買い きる ) 
か い ご う (会 合 

か いし (開始 ) 

か いし ゃ めい (会 社名 ) 
が いし ゅ つ (外出 ) 
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が いし ょ く (外食 ) 

が いね ん (概念 ) 

が いぶ (外部) 

が いむ し ょ う (外務 省 ) 
か えっ て 


か えっ て マイ ナス に な る 


か える (替え る ) 
(と を て に ) か える 

か か り い ん (係員 ) 

か き あ ば げ る (書き 上 げ る ) 

か きこ み (書き 込み ) 

が くい (学位 ) 

か く か ぞ く ( 核 家族 ) 

が くせ いし ょ う (学生 証 ) 

か けい (家計 ) 

か ける (掛け る ) 
めい わく を か ける 
時 間 を か ける 

か さ な る (重なる ) 

か じ (家事 ) 

ガス 

か ぞ く よ う (家族 用 ) 

か た が た (方 々 ) 
日 本 人 の 方 々 
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14 


13 


~ー か た が た 
御礼 か た が た 
か ち (価値 ) 
か ちょ う (課長 ) 
か つ 
相互 に か つ 同 程度 に 
が っ か りす る 
が っ き (楽器 ) 
か っ て な (勝手 な ) 
か な 
いい ん じゃ な いか な 
か な (仮名 ) 
か な い (家内 ) 
か な り 
か な り で きる 
か ね づか い ( 金 遣 い ) 
か まく ら (鎌倉 ) 
が まん する (我慢 する ) 
が まん づ よ い (我慢 強い ) 
か よう (通う ) 
カラ ー テ レビ 
か り だ す (借り 出す ) 
か る い (軽い ) 
か わか みす すむ (川上 進 ) 
か わり (代わ り ) 
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43 


か わり (変わ り ) 
か わる (変わ る ) 
ーー か ん ( 間 ) 
2 年 間 
か ん が え (考え ) 
か ん げ い (歓迎 ) 
か ん こう きゃ く (観光 客 ) 
か ん じょう て き (感情 的 ) 
か ん し ん (関心) 
か ん だ ん けい (寒暖 計 ) 
か ん た ん な (簡単 な ) 
か ん ぱい (乾杯 ) 
が ん ば る 
か ん り に ん (管理 人 ) 
か ん れん (関連 ) 


[总] 


き が つく (気がつく ) 
きか ん (期間 ) 
きけ ん (危険 ) 
きしょう (起床 ) 
きず く (築く ) 
きた い (期待 ) 

き な い (機内 ) 

き に ゅ う (記入 ) 
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13 


き の ど く な (気の毒 な ) 


き ぶ ん (気分 ) 

き ば う (希望 ) 
きま る (決ま る ) 
きむ ら (木村 ) 
きめ る (決め る ) 
きゅう じ つ (休日 ) 
きゅう か ん (休館 ) 
きゅう きょう (休業 ) 
きゅう よう (急用 ) 
きょう いく (教育 ) 


きょう か し ょ (教科 書 ) 


ぎょ うじ (行事 ) 
きょう じゅ (教授 ) 
きょう みて (興味) 
きょう むか (教務 課 ) 
き ょ り (距離 ) 

きら く な (気楽 な ) 
きり と り (切り 取り ) 
~ー キ ロワ ッ ト 

ぎ ろ ん (議論 ) 

きん ( 金 ) 

きん が く (金額 ) 
きん きょう (近況 ) 
きん じ ょ (近所 ) 
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きん ちょ う (緊張 ) 


〔 く 〕 


くじ ょ う (苦情 ) 

くら す (暮らす ) 
クラ ス か い (クラ ス 会 ) 
くら べ る (比べ る ) 
2w グ ラム 

くれ ぐれ も 

くろ ( 黑 ) 


〔 け 〕 


けい えい が く < く (経営 学 ) 

けい か く (計画 ) 

けい ぐ (敬具 ) 

けい けん (経験 ) 

けい ざい が く < く (経済 学 ) 

ケー キ 

げ し ゅ く (下宿 ) 

ケー ス 
仕事 を や め る ケー ス 

けち な 

けつ あつ (血圧 ) 

けつ あつ けい (血圧 計 ) 
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14 


14 


90 


けっ こう 

けっ こう むず か し い 
けっ こう て (血行 ) 
げ ね つ ざ い (解熱 剤 ) 
げ り て 下痢 ) 
~ け ん (県 ) 

山口 県 
けん い (権威) 
けん が く (見 学 ) 
げん か ん (玄関 ) 
けん きゅう し つ (研究 室 ) 
けん きゅう せい (研究 生 ) 
けん こう (健康 ) 
けん さ (検査 ) 
げん ざい (現在 ) 
けん し ゅ う (研修 ) 
げん し ょ う (減少 ) 
げん じょう (現状 ) 
けん し ん (検針 ) 
げん そく (原則 ) 
けん びき ょ う (顕微鏡) 


[ 忆 ] 
こい ( 鯉 ) 
こう うん (幸運 ) 
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10 


13 


14 


90 


126 


こう ば ん (交番 ) 
こき っ て (小切手 ) 
こき ゅ う て (呼吸) 
こく さい か (国際 化 ) 
こく さい か いか ん (国際 会 館 ) 
こく は ほう (国宝 ) 
ご くろ うさ まで し た ( 御 苦労 様 で し た ) 
こし ょ う (故障 ) 
ご ぜん ちゅ う (午前 中 ) 
こそ 
こち ら こ そ 
こと に 
こと に 呼吸 が 速い 時 は 
~ー こ と に な る 
送別 会 を 開い て くれ る こと に な っ た 
こと わる (断る ) 
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81 


89 


この ご ろ 
こばやし (小林 ) 
コピ ー 
こわ が る (怖がる ) 
こわ す 

体 を こわ す 
こん げ つ ぶん (今月 分 ) 
こん こん 

こん こん と せき を する 
こん し ゅ う (今週 ) 
コン ノバ パ 


こん や (今夜 ) 


〔 さ 〕 


さ ( 差 ) 
さあ さあ 

さあ さあ 召し 上 が れ 
さい ご (最後 ) 
さい じ つ (祭日 ) 
さい し ょ (最初 ) 
さい だ い (最大 ) 
ざい りょう (材料 ) 
さえ 


学生 証 さ え 見 せれ ば 入れ ます 
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14 
12 


14 
13 


さき ( 先 ) 5 37 


薬局 の 先 の 道 
さく や (昨夜 ) 12 111 
ささ える (支え る ) 13 116 
さっ そく (早速) 7 56 
さっ そく 頼ん で み ま す 
さと う (佐藤 ) 4 30 
サー ビス 13 114 
さま ざま な (様々 な ) 11 101 
さむ さ (寒さ ) 14 129 
さめ る (覚め る ) 12 104 
さん こう し つ (参考 室 ) 6 47 
さん せい (賛成 ) 13 123 
さん せき (山積 ) 14 132 
サン ドイ ッ チ 4 29 
[し 〕 
し (と 市) 11 101 
日 光 市 
し あげ る (仕上 げ る ) 12 110 
し あわ せな (幸せ な ) 2 14 
シー ズン 10 90 
じ か い (次 回 ) 7 57 
し か いし ゃ (司会 者 ) 14 125 
し か た な い (仕方 な い ) 12 106 
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~ し き (~~ 式 ) 
日 本 式 の 古い 旅館 
し きん (資金 ) 
し じ (指示 ) 
し し ゅ つ (支出 ) 
し せつ (施設 
し ぜん な (自然 な ) 
じ だ い お く れ な (時 代 遅 れ ) 
し だ い に (次 第 に ) 
し た が う (従う ) 
係員 の 指示 に 従う 
し っ か り 
し っ か り 和 勉強 す る 
じっけん (実験 ) 
じ つ げ ん (実現 ) 
じっさい (実際 ) 
じつは (実は ) 
し つれ い (失礼 ) 
あの , 失礼 で す が 
し どう きょう か ん (指導 教官 ) 
じ ど う て き (自動 的 ) 
じ ど うふ りか え (自動 振替 ) 
し は ら う (支払 う ) 
じ む し ょ (事務 所 ) 
し めい て (氏名) 
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12 


14 
14 


111 


101 

52 
115 
132 
115 
119 
121 

52 


14 


し めき り (締め 切り ) 

し めす (示す ) 

し ゃ いん (社員 ) 

し ゃ いん りょう (社員 寮 ) 
し ゃ か い (社会 ) 

し ゅ ( 朱 ) 

し ゅ うか ん し (週刊 誌 

じゅ う ぎ ょ うい ん (従業 員 ) 
し ゅ うき ん び (集金 日 ) 

し ゅ うし ょ く (就職 ) 

し ゅ うし ょ く ぐ ち (就職 口 ) 
し ゅ うに ゅ う (収入) 

じゅ うぶ ん (十分 ) 

し ゅ くじ つ (祝日 ) 

し ゅ くし ゃ (宿舎 ) 

し ゅ じゅ つ (手術) 

じゅ し ん りょう (受信 料 ) 
し ゅ っ さん (出産 ) 
し ゅ と く (取得 ) 

し ゅ ふ 、 (主婦 ) 

じゅ ん び (準備 ) 

し ょ うか いじ ょ う (紹介 状 ) 
し ょ う が つ (正月 ) 

じょう きょう (状況 ) 
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し ょ うし ょ う (少々 ) 
少々 お 待ち くだ さい 

し ょ うじ ょ う (症状 ) 

し よう ちゅ う (使用 中 ) 

じょう は ほう (情報 ) 

し ょ うめ いし ょ (証明 書 ) 

し よう りょう (使用 量 ) 

し ょ く よ く (食欲 ) 

し ょ さん (初産 ) 

じょし が くせ い (女子 学生 ) 

し ょ ちゅ う (暑中) 

し ょ っ き (食器 ) 

し ょ て ん (書店 ) 

じ り つ (自立 ) 

し りょう (資料 ) 

し ん か ん し ょ (新刊 書 ) 

し ん か ん せん (新幹線 ) 

し ん ご う (信号 ) 

し ん こん (新婚 ) 

し ん さ つ (診察 ) 

し ん さ つ し つ (診察 室 ) 

じん じ か (人 事 課 ) 

じん じゃ (神社 ) 

し ん ぱい (心配 ) 

じん めい (人 名 ) 
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27 


[ 才 ] 


すい どう (水道 ) 
~ す う (一 数 ) 
離職 者 数 
すう じ (数 字 ) 
又 一 公 一 
ズ スーパ ペペ マー ケッ ホ 
ーー すぎ る (~~ 過ぎる) 
長 過 ぎる 
すず き (鈴木 ) 
すす む (進む ) 
すす め る (勧め る ) 
デス 
ずっ か り 


すっ か り 古 く な り ま し た 


ずっ と 
ずっ と 会 議 が ある 
スパ ゲ テ ィ 
すばらし い 
すばらし い 青 年 
する 


二 , 三 カ 月 すれ ば 
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89 


29 
65 


19 


[ 世 ] 


せい 
木 が 多い せい か 
~ せ いき (へ 世紀 ) 
せい きゅう よう し (請求 用 紙 ) 
せい ね ん (青年 ) 
せい は ほ く (西北 ) 
せい めい は ほけ ん (生命 保険 ) 
せき ( 咳 ) 
せ ざ る を えな い ( せ ざ る を 得 な い ) 
留 年 せ ざ る を 得 な く な る 
せっ か く 
せっ か く 勉 強し た の に 
せな か て (背中) 
せま る (迫る ) 
ゼミ 
せん こう (専攻 ) 
せん じ つ (先日 ) 
ぜん ぜん (全然 ) 
ぜん ぜん 迷い ませ ん で し た 
ぜん た い (全体 ) 
セン トラ ル ・ ホ テル 
せん も ん (専門 ) 
せん も ん し ょ (専門 書 ) 
ぜん りゃ く (前 略 ) 


一 156 一 
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13 
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132 
46 
65 

101 
69 
74 
90 


115 


〔 そ 〕 


そう (添う ) 

期待 に そう 
そう ご (相互 ) 
そう そう (草々 ) 
そう べつ か い (送別 会 ) 
それ と も 
それ に 

それ に , お 寺 を 見 て 歩く と な る と 
なの ウ の 

家族 そろ っ て 
そろ える 

荷物 を そろ える 
ぞ ん ず る ( 存 ず る ) 

お 忙し いこ と と 存じ ます 
そん な に 

そん な に か か り ま せん 


[大 ] 


た いい く の ひ (体育 の 日 ) 

だ いい ち (第 一 ) 

た い お ん けい (体温 計 ) 

だ い が く いん せい (大 学院 生 ) 
だ い が く さい (大 学 祭 ) 

だ い が く びょう いん (大 学 病院 ) 
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13 


14 
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23 


33 


19 


70 
115 
74 
43 
126 
78 


た いし た (大 し た ) 
リー 君 の 日 本 語 は 大 し た も の だ 
た いし つ (体質 ) 
だ いじ ょ うぶ 
た いて い 
た いて い の 物 
た いと う (对 等 ) 
だ い ど ころ よう ひん (台所 用 品 ) 
だ い に が いこ く ご (第 2 外国 語 ) 
タイ プ 
タイ プ し て ある 
だ いぶ つ (大 仏 ) 
た いり ょ く (体力 ) 
た が く (多額 ) 
た か は し (高橋 ) 
た だ の 


こわ が る こと は な い た だ の お も ちゃ だ 


た ちば (立場 ) 
だ つっ 立つ) 
役に立つ 
た て ( 縦 ) 
た て が き ( 縦 書 き ) 
た な か あき こ (田中 秋子 ) 
た の し み (楽し み ) 
た の し む (楽し む ) 
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14 


mc DO 沪 


70 


た の み (頼み ) 10 86 


だ め な 11 95 
だ めで すか 

万 义 〈 痰 ) 9 74 

た ん い (単位 ) 10 90 

だ ん し が くせ い (男子 学生 ) 11 93 

だ ん た い (団体 ) 12 104 

だ ん た いき ゃ く (団体 客 ) 12 109 

た ん と う (担当 ) 13 114 

〔 ち 〕 

ちか く (近く ) 3 18 

ちゃ ん と 14 125 
ちゃ ん と や っ て いけ る 

て ちゅ う (~~ 中 ) 120 
1987 年 度 中 

ちゅ うお う (中 央 ) 9 78 

ちゅ う ぜ ん じ こ (中 禅 寺 湖 ) 12 111 

ちゅ う も ん (注文 ) 8 69 

ちょ うか (超過 ) 14 132 

ちょ うこ く (彫刻 ) 11 95 

ちょ うさ (調査 ) 11 98 

ちょ うし (調子 ) 12 108 
体 の 調子 が いい 

ちょ うし ょ く ご (朝食 後 ) 8 70 


0 


ちょ うど 
2 泊 3 日 で ちょ うど いい 
ちょ し ゃ (著者 ) 


〔 つ 〕 
つう じ る (通じ る ) 
日 本 語 が 通じ る 
つう ち (通知 ) 
つか れ (疲れ ) 
つく (付く) 
お ふろ も つい て いる 
つく る (造る ) 
つ ご う (都合 ) 
の ン ン うう 
変わ りつ つ あ る 
つづ ける (続け る ) 
ーー 
8.275 っ て タイ プ し て ある 
それ が 今月 分 の 使用 量 っ て こと な ん で す よ 
「 じ どう ふり か え 」 っ て 何で すか 
つま る (詰まる ) 
た ん が 詰まる 


[て 〕 
つれ て いく (連れ て 行く ) 
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95 


46 


23 


126 
56 


74 


ーー で ある 
2 年 の 予定 で ある 
で ある た い (で ある 体 ) 
て いき ゅ う び (定休 日 ) 
ーー て いく 
持っ て いく 
て いし ゅ つ (提出 ) 
ーー で いら っ し ゃ る 
リー さん で いら っ し ゃ いま すか 
て いね ん (定年 ) 
宏光 
テー プル スピ ー チ 
テ デ テーマ 
て が か り (手がかり ) 
~ て き (的 ) 
自動 的 に 支払 う 
て きとう な (適当 な ) 
で きる だ け 
で きる だ け 勉 強し て みる 
で すか ら 
で す ・ ま す た い (で す ・ ま す 体 ) 
て つづ き (手続 き ) 
て まえ (手前 ) 
郵便 局 の 手前 
で むか え (出迎え ) 


二 104 一 


18 


で むか える (出迎え る ) 
て ら ( 寺 ) 
て ん ( 点 ) 
どの よう な 点 で すか 
で ん き ス タン ド (電気 スタ ンド ) 
で ん き や (電気 屋 ) 
で ん し (電子 ) 
で ん せん せい (伝染 性 ) 
で ん ち (電池 ) 
で ん り ょ く が いし ゃ (電力 会 社 ) 
で ん わ ぐ ち (電話 口 ) 
で ん わ ち ょ う (電話 帳 ) 


〔 と 〕 


どう いう 

どう いう 所 
どう きゅう せい (同級 生 ) 
どう ら じ た っ で 


どう し た っ て 発言 力 が 強く な る 


こ で うじ うっ 、( 当 HH う 
と うし ょ う ぐ う (東照宮 ) 
と うじ ょ うじ ん ぶつ (登場 人 物 ) 
どう せ 
どう せ 間 に 合わ な い 
と うち ゃ く (到着 ) 
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El 
10 


11 


11 


10 


33 
95 
91 


41 
41 
60 
81 
109 
55 
73 
69 
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どう て い ど ( 同 程度 
どう も 
それ は どう も 
どう も あり が と う ご ざ いま す 
どう も 静か に な り そ う も な い 
どう や っ て 
どう や っ て 見 つけ ます か 
と お り に 
地図 の と お り に 参り まし た 
と きど き 
と きど き 休 む 
と く が わい え や す (徳川 家康 ) 
と くに (特に ) 
と くべ つ な (特別 な ) 
どく りつ (独立 ) 
と こ や (床屋 ) 
と ころ 
今 来 た と ころ な ん で す 
と ころ で 
と ころ で , 部 屋 は どう で すか 
~ー と し て 
研究 生 と し て 学ぶ 
と し ょ (図書 ) 
と ちぎ けん (栃木 県 ) 
どっ か い (読解 ) 
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14 


11 


132 


64 


13 


101 
46 
82 

121 
41 
28 


36 


と つ ぜ ん (突然 ) 9 75 


と っ て も 11 95 

て と どう じ に (て と 同時 に ) 7 61 
便利 で ある と 同時 に , 安く な る 

と どく (届く) 3 20 

と どけ る (届け る ) 8 69 

どの へ ん (どの 辺 ) 5 37 

トピ ッ ク 13 123 

て ども 8 65 
私 ども 

と も か く 14 132 
し か し , その 方 向 は と も か く 

と も ば た らき (共働き ) 13 115 

と りあ え ず (取り あえ ず ) 5 43 
と りあ え ず 御礼 か た が た 近況 御 報告 まで 

と りか える (取り 替え る ) 12 107 

と り だ す (取り 出す ) 6 47 

と る (取る ) 4 29 
コピ ー を と る 

と る (執る ) 
手続 き を と る 7 56 

と れる (取れ る ) 5 36 


お 疲れ は と れ ま し た か 
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うら や まし いな あ 
そう か な あ 
な いせ ん (内 線 ) 
な いよ う (内 容 ) 
な が いき (長生 き ) 
な か が わ じ ろう (中 川 次 郎 ) 
な が さ ( 長 さ ) 
な が すぎ る ( 長 過 ぎる ) 
な か むら た ろう (中 村 太 郎 ) 
な が れ (流れ ) 
日 本 に お ける 大 き な 流 れ と し て は 
な が れる (流れ る ) 
情報 が 流れ る 
な くす 
図書 を な くす 
な く な る 
電池 が な く な る 
な ぜ 
な ぜ で すか 
な る べく 
休み に は な る べく 旅行 し た い 
な る は ほど 
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13 


10 


14 


12 


15 
115 
33 
90 
48 
15 
76 
99 
33 
121 


132 


52 


109 


82 


11 


46 


な ん か 
子供 な ん か も 
な ん か ん (難関 ) 
な ん と か 
な ん と か な る 
な ん ぶつ ( 難 物 ) 


[に 〕 


に か げ つ ば らい (2 か 月 払い ) 
~ー に お ける 
核 家 族 に お ける 妻 の 状況 
て に 関し て 
情報 に 関し て は 
~ に くい 
言い に くい 
と に さい し (~~ に 際 し) 
出発 に 際 し まし て は 
に じゅ うい っ せい き (21 世 紀 ) 
へ ~ に つい て 
買い 物 に つい て た ず ね る 
に っ き (日 記 ) 
に っ こう (日 光 ) 
に ほん けい ざい (日 本 経済 : 新聞 ) 
に ゅ う よ う じ (乳幼児 ) 
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12 


13 
10 


10 


14 


10 


14 


11 


13 


104 


120 
89 


90 


61 


121 
132 


89 


43 


132 
36 


70 
95 
26 
120 


[ ぬ ] 
ぬれ る (濡れ る ) 


〔 ね J 
ね ( 根 ) 
根 の 深い 問題 
ね っ し ん な (熱心 な ) 
ね ば ぼう (寝坊 ) 
ね ん ど (年 度 ) 
ね ん れい (年 齢 ) 


〔 の 〕 
~ー の うち 
女性 の うち , 
~ー の こと で 
レポ ー ト の こと で お 願い が ある 
~ー の さい は (て の 際 は ) 
非常 の 際 は 
の ば す (延ばす ) 
の み 
まず は , 要件 の み に て 失礼 いた し ます 
の る (載る ) 
新聞 に の る 
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11 


14 


10 


12 


13 


13 


13 


10 


10 


100 


132 


90 


109 


120 


121 


120 


84 


52 


84 
33 


58 


WE9 
は あ 


日 本 で の 生活 の こと な ん で す が 。 は あ 。 


ば あい (場合 ) 
ーー パ ー セ ント 
i eS se 

は いえ ん (肺炎 ) 
ハイ キン グ 

ば いき ん ( 徹 菌 ) 
は いけ い (拝啓 ) 
は か り (〈 称 ) 
ば か り 

日 本 へ 来 た ば か り で す 
は く (吐く ) 

息 を 吐く 
は げ し い (激しい ) 
は さむ (挟む ) 

は じ ま り (始ま り ) 

重い 病気 の 始ま り 
は じ め る (始め る ) 
ば し ょ (場所 ) 
パス ポー ト 
は っ きり 

まだ は っ きり 分 か ら な い 
は っ けん (発見 ) 
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14 


77 


81 


は つげ ん り ょ く (発言 力 ) 
は っ し ん (発疹 ) 
は な れる (離れ る ) 
ーー ば な し 

めい わく の か けっ ぱな し 
ば めん (場面 ) 
は れ ( 晴 ) 
は ん ぶん (半分 ) 


[OJ 


ビヤホール 
ひ が え り (日 帰り ) 
EE 
ひじ ょ う (非常 ) 
非常 の 際 は 
ひじ ょ うに (非常 に ) 
非常 に 困り まし た 
ひっ し ゃ (筆者 ) 
ひつ よう な (必要 な ) 
びと こと (= 言う 
ひと で (人 手 ) 
ひな ん (避難 ) 
ビニ ー ル 
ひ ふ (皮膚 ) 
ひょう ( 表 ) 
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13 


14 


14 


13 


129 


91 
19 
125 
101 
52 
91 
82 
120 


ひょう ば ん (評判 ) 

ひる ね (昼寝 ) 

びん せん (便箋 ) 

ひん や り 
ひん や り し て いる 


[人 

ZT 

ふ あ ん な (不安 な ) 

ふう ふ (夫婦 ) 

フキ ホー ググ 

ふか い (深い ) 

ふく ( 服 ) 

ふさ い (夫妻 ) 

ふじ (富士 ) 

ぶ じ (無事 ) 

ふじ ん (夫人 ) 
リー 夫人 

ふ そ く (不足 ) 

ふ だ ( 札 ) 

ぶち ょ う (部 長 ) 

ぶっ か (物価 ) 

ふ ひ つよ う ( 不 必 要 ) 

ふ べ ん な (不便 な ) 


の あッ カン 
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12 


= 9 


ふれ る (触れ る ) 
フロ ント 

ふん いき (雰囲気 ) 
ぶん し ょ う (文章 ) 
ぶん た ん (分 担 ) 
ぶん ば ぼう ぐ (文房具 ) 
ぶん や (分 野 ) 


〔 へ 〕 


へ いこ う (閉口 ) 
へ いじ つ (平日 ) 
ンー ペー ジ 

ペキン (北京 ) 
べつ に (別に ) 
へ る (減る ) 

ペン 

べ ん し ょ う (弁償 ) 
へ ん な ( 変 な ) 

べ ん り な (便利 な ) 


WE 


ほ い く (保育 ) 


ほう けん て き (封建 的 


ほう こう (方 向 ) 
ほう こく (報告 ) 


13 
14 


ぼう そう ぞ く (暴走 族 ) 
ほう ちょ う (包丁 ) 
ほう も ん (訪問 ) 
ぼう や (坊や ) 
ほか に ( 外 に ) 
招待 し た 外 に 
ポス ト 
ぼっ ちゃ ん (坊ちゃん ) 
元気 そう な ば ぼっ ちゃ ん 
ほっ と する 
生活 に も な れ て きた よう で ほっ と し た 
ーー ほど 
1 週間 ほど 貸し て ほし い 
ホン コン (香港 ) 
ほん し ゃ (本 社 ) 
ほん すう (本 数 ) 
ほん と 
ほん と ね 
ほん と に 
ほん と に 中 国 に 行く ん で すか 
ぼん や り 
顔 が ぼん や り し て いる 


〔 ま ] 


まあ まあ 


ー ル クー 


co co co oO の 


10 


11 


70 


88 


94 


27 


100 


93 


94 


81 


64 


まあ まあ .。 よく いら っ し じゃ いま し た 


マイ ナス 
まい に ち (毎日 : 新聞 ) 
まえ も っ て (前 も っ て ) 

前 も っ て 電話 する 
まかせ る (任せ る ) 
まき じゃ く (巻尺 ) 
まず 

まず は 用 件 の み に て 
まっ g28 て 

まっ た く 困 り ま す 
まっ ぴ つ な が ら ( 末 筆 な が ら ) 
まつ る (祭る ) 
まだ ぐち (窓口 ) 
まとめ る 

レポ ー ト を まとめ る 
まな ぶ (学ぶ ) 
ま に あ う (間に合う ) 
まね く (招く ) 
ま よ う (迷う ) 
< 0 
まわ る (回 る ) 
まん いん (満員 ) 
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13 


65 


〔 み 〕 


ー み 3 23 
楽し み に し て いる 
みか ける (見 か ける ) 13 114 
みた い 12 104 
楽器 も 使っ て いる みた いで 
みち じゅ ん (道順 ) 5 42 
みつ か る (見 つか る ) 13 116 
みつ ける (見 つけ る ) 4 34 
みな ( 皆 ) 12 108 
みな お す (見 直す ) 14 132 
みな さん (皆さん ) 4 27 
みる (見 る ) 9 75 
様子 を みる 
ミル ク 4 27 
〔 む ] 
むか し ( 昔 ) 13 120 
むく (向く ) 9 75 
むげん (無限 ) 10 90 
むす こ (上 息子) 8 64 
むす め ( 娘 ) 8 70 
むち ゅ う (夢中 ) 12 107 
むね ( 胸 ) 9 79 
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[ め ] 
めい か く な (明確 な ) 
めい わく (迷惑 ) 
メー ター 
めずらし い (珍し い ) 
メモ 
めん ( 面 ) 

マイ ナス の 面 も ある 

めん どう な (面倒 な ) 


[も] 
も 
40 年 も 前 
も うし いれ (申し 入れ ) 
も うし こみ (申し 込み ) 
も うし わけ ご ざい ませ ん 


(申し 訳 ご ざい ませ ん ) 


も うす ぐ 
も うす ぐ 終 わる 
も し も し 
も っ た いな い 
て も の で すか ら 
熱 が 続い た も の で すか ら 
も り ( 森 ) 


も ん ぶ か が くし ょ う (文部 科学 省 ) 


二 /5 一 


12 


12 


132 
87 
55 

118 
66 

115 


107 


65 


104 


61 


73 


105 


[や 

や く ( 約 ) 

約 16 パ ー セ ント 
や くだ て る (役立て る ) 
や くに た つ (役に立つ ) 
や くわ り (役割 ) 
や こう れ っ し ゃ (夜行 列車 ) 
や っ きょく (薬局 ) 
や は り 

や は り 涼 し いよ う で す 
や ぶる (破る ) 
や ぶん ( 夜 分 ) 
や ま か わ (山川 ) 
や まぐ ち け ん (山口 県 ) 
や まし た (山下 ) 
や まだ し ょ うい ち (山田 正 一 
や まだ た か こ (山田 高 子 ) 
や ま も と いい ん (山本 医院 ) 
や る き (や る 気 ) 


〔 ゆ )] 
ゆう うつ な 
ゆう うつ な 季節 
ゆう じん (友人 ) 
ゆう びん うけ (郵便 受け ) 
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13 


OD OO DO OO 


— 
IS) 


10 


120 


127 
87 
116 
98 
37 
111 


52 
73 
78 
59 
40 
15 
15 
73 
107 


90 


32 
58 


〔 よ 〕 


よう 

お 電話 を 下さ る よう 
よう けん (用 件 ) 
よう し ょ (洋書 ) 
よう す (様子 ) 
よう そ (要素 ) 
よう めい も ん (陽明 門 ) 
よき ん (預金 ) 
よく げっ (翌月 ) 
よく よく げ つ (翌々 月 ) 
よこ ( 横 ) 
よこ が き (横書き ) 
よせ が き (寄せ 書き ) 
よそ う (予想 ) 
よ て い (予定 ) 
よみ うり (読売 : 新聞 ) 
よる (寄る ) 


〔 ら ] 


らい し ゅ うい っ ぱい (来週 いっ ぱい ) 
らい た く ( 来 宅 ) 

らい に ち ( 来 日 ) 

らく な ( 楽 な ) 


a ff fe 


10 


10 


33 


〔 り 〕 


リー・ ヤ ング 
り し ょ くし ゃ (離職 者 ) 
りっぱ な 
りっぱ な 図書 館 
て りっぱ ぽう メー トル (立方メートル) 
り ゆ う (理由 ) 
りゅう が く < く (留学 ) 
りゅう ね ん ( 留 年 ) 
りょう きん (料金 ) 
~ り ょ く ( 力 ) 
経済 力 
り ょ ひ (旅費 ) 


[机] 


れい せい な (冷静 な ) 
れ っ し ゃ (列車 ) 
レポ ー ト 
れん らく (連絡 ) 


[る] 


ろう どう (労働 ) 
ロー マ じ (ロー マ 字 ) 
ロン ドン 


ろ ん ぶ ん (論文 ) 
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13 


〔 わ 〕 
わか れ (別れ ) 
わか れる (分 か れる ) 
わき の し た (わき の 下 ) 
わし つ (和室 ) 
わずか 
わずか 1 年 5 か 月 
わた す (渡す ) 
わり に 
わり に 静か で すね 
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125 
123 

74 
106 
101 


46 
65 


2. 新 出 汉字 表 


各課 の 新 出 漢 字 を 提出 順に 並べ 採録 し た 。 読 み 替 え 漢 字 は 採録 し て いな い 。 
〇 印 の 数 字 は , 初出 の 提出 課 を 示す 。 


き 
ri 
Cy 
让 
一 > 
mm 


軍 
咏 洲 藻 悲 
に 
蝇 
高 
EN 
や 六 
2 
次 器 
叫 下 
人 
机 
涨 


敬 @ 洲 借 请 求 著 参 架 阅览 册 祭 
押 区 則 弁 党 力 
的 支 続 検 針 県 印刷 札 依 
名 
議 


vy 
gy 


ロッ 
区 
時 
霹 
大 


叶 8 
©) 
时 
対 


応接 迷 
直 命 保険 現 織 
肺 炎 剤 暖 年 圧 息 表 央 頭 胸 内 染 
速 特 ① 締 投 廷 演 容 枚 提 识 简单 
希望 准 限 迫 位 得 季节 @@ 乾 本 列 キ 
照 宮 涼 距 離 残 査 額 過 幹 降 


Me 

ae 

可 

RM 

水 汞 

尽 “ 伴 

有 ” 冰 
前 器 癌 


六 靖 測 
/六 吨 


者 
席 


院 時 


= 
5 


洲 部 和信 忠 


Wh 
下 


に 2 
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眠 


案 


封 
独 


下 藻 兹 六 冉 


3. 新 出 ・ 読 み 替 を 漢字 一 覧 


各課 の 新 出 漢字 と 読み 替え 漢字 を それ ぞ れ 五 十 音 順に 並べ 一 覧 に し た 。 地 名 ・ 
人 名 な ど 本 文 で ルビ 付き で 提出 し た 漢字 は , 採録 し て いな い 。 ( ) 内 の 語句 は , 
各課 で 提出 し た 語句 を 示す 。 数 字 は 初出 の 提出 課 を 示す 。 


[新 出] [読み 替え ]〕 
了 | 預かる 4 厚い 4 熱い 5 圧 (血圧 )9 | 安 ( 不 安 )3 合 (場合 )4 (打ち ) 合 わ 
頭 9 危な い 11 (お 手 ) 洗 い 12 争 | せる 4 明る い 5 現れ (始め る )8 
う 13 明日 8 温め る 10 空く 12 暖か い 
12 相 ( 相 手 )13 

イ | 祈る 2 忙し い 4 胃 6 印 ( 印 刷 )7 ( 長 ) 生 き 6 育 (体育 )8 飲 (飲酒 )13 
依 ( 依 頼 )7 息 9 位 (单位 )10 囲 
(雰囲気 )12 


ウ | 伺う 3 薄 必 4 美しい 8 


エ | 映 ( 映 画 )1 営 (経営 学 )1 関 (閲覧 ) 
6 鉛 (鉛筆 )7 炎 ( 肺 炎 )9 得る 10 
延 (延期 )10 ” 演 ( 演 习 )10 宴 ( 宴 会 
12 


オ | 奥 (奥さん )1 覚え る 2 恐れ 入る 4 | 夫 3 御 (御礼 )5 主 に 6 教わる 8 
押す 6 応 (応接 間 )8 織 ( 織 物 )8 遅れ る 10 訪れ る 10 
央 (中 央 )9 遅い 10 怒る 12 
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課 (1 課 )1 解 (読解 文 】1 科 ( 文 部 科 
学 省 )1 1 回 め 2 格 (合格 )2 価 ( 物 
価 )3 変わ る 3 刊 (週刊 誌 )4 角 5 
官 (教官 )5 介 ( 紹 介 )5 借り る 6 
架 ( 開 架 )6 管 (管理 人 )7 看 (看護 
師 )9 軽い 9 简 ( 简 单 )10 乾 ( 乾 杯 ) 
11 額 (金額 )11 幹 (新幹線 )11 観 
(観光 和 客 )11 替え る 12 核 ( 核 家族 ) 
13 概 (概念 )14 確 (明確 )14 歓 
(歓迎 )14 


期 (期間 )1 局 (郵便 局 )3 器 (食器 ) 
5 況 (近況 )5 求 (請求 )6 議 ( 会 
議 )8 希 ( 希 望 )10 決め る 10 季 
(季節 )10 距 ( 距 離 )11 客 ( 観 光 客 ) 
11 築く 13 競 (競争 )14 紀 ( 世 紀 ) 
14 


具 (文房具 屋 )5 苦 (苦労 》8 宮 ( 東 
照 宮 )11 比べ る 12 暮らす 13 


経 (経済 学 )1 件 (用 件 )4 啓 (拝啓 う 
5 敬 ( 敬 具 )5 検 (検針 )7 県 7 玄 
(玄関 )8 険 (保険 8 現 ( 現 在 )8 血 
(血圧 )9 限 ( 無 限 )10 減 ( 減 少 )13 


(会 合 )1 攻 (専攻 )2 御 ( 御 無事 ) 
候 ( 気 候 )3 紅 ( 紅 茶 )4 困る 5 
(報告 )5 護 ( 看 護 師 )9 込む 11 


全 
口 

2 
生 
[=] 
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通う 2 寒 (寒暖 計 )9 代わ り 10 重 
な る 12 過 ( 超 過 )14 


教 (教官 )5 休 ( 休 館 )6 起 
吸 ( 呼 吸 )9 昨日 10 危 
行 (行事 )14 


今日 1 
(起床 )8 
(危険 )13 


下 ( 下 宿 26 原 (原則 )6 気 ( 吐 き 気 )9 
計 ( 体 温 計 )9 解 ( 解 熱 剤 )9 言 ( 発 
言 力 )13 建 ( 封 建 的 )13 血 (血行 ) 
13 画 (計画 )14 迎 (歓迎 )14 


小 (小切手 )1 今年 1 考 (参考 )6 
広 (広告 )7 呼 (呼吸 )9 光 ( 日 光 )11 
互 (相互 )14 


湖 ( 中 禅 寺 湖 )12 幸 (幸運 )14 


散 ( 散 歩 )1 済 (経済 学 )1 在 (滞在 ) 
1 材 ( 材 料 )3 際 ( 実 際 )3 皿 (灰皿 ) 
4 差 (交差 点 )5 菜 ( 野 菜 )5 参 ( 参 
考 )6 2 册 6 祭 (祭日 26 座 (口座 ) 
7 刷 ( 印 刷 )7 察 (診察 )9 剤 ( 解 
熱 剤 )9 査 (調査 )11 坂 11 産 ( 出 
産 )13 歳 (30 歳 )13 


省 (外務 省 )1 修 (研修 )1 章 ( 文 章 ) 
1 準 (準備 )2 主 ( 主 人 )2 宿 ( 宿 
人 告 )3 舎 (宿舎 23 射 ( 注 射 )3 誌 
(週刊 誌 )4 信 ( 信 号 )5 順 (道順 )5 
紹 ( 紹 介 )5 氏 ( 氏 名 )6 償 ( 弁 償 )6 
常 (非常 6 示 ( 指 示 )6 支 (支払 )7 
針 (検針 )7 始 ( 開 始 )7 祝 (祝日 )8 
師 (看護 師 )9 診 (診察 )9 症 (症状 ) 
9 締 ( 締 め 切 り )10 授 ( 教 授 )10 資 
(資料 )10 照 (東照宮 )11 神 ( 神 社 ) 
11 朱 11 情 ( 苦 情 )12 従 (従業 員 ) 
12 渉 ( 交 渉 )12 障 ( 故 障 )12 収 
(収入 )13 就 (就職 )13 職 (就職 )13 
児 (育児 )13 司 (司会 )14 象 (印象 ) 
14 施 (施設 )14 質 (体質 )14 

涼し い 11 


| 吸う 9 過 ( 長 過ぎ る )11 


専 (専攻 )2 請 (請求 )6 
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妻 (夫妻 )1 覚め る 12 早 ( 早 速 )12 . 
支え る 13 山 (山積 )14 


使 (大 使 館 )1 実 ( 実 は )1 所 (事務 
所 )1 正 ( 正 月 )2 心 (心配 )3 実 
(実際 )3 少 ( 少 々 )4 日 (先日 )4 
指 (指導 )5 紙 (用 紙 )6 子 ( 女 子 )6 
集 ( 集 金 日 )7 受 (受信 料 )7 上 手 8 
床 ( 起 床 )8 示す 11 暑 〈( 暑 中 )12 
出 ( 出 産 )13 自 (自然 )13 酒 ( 飲 
酒 )13 取 ( 取 得 )14 


子 (様子 )9 


青 (青年 )8 西 (西北 )11 


qi 


接 (応接 間 )8 背 ( 背 中 9 染 ( 伝 染 
病 )9 迫る 10 節 ( 季 節 )10 然 ( 自 
然 う 13 政 (政府 14 積 (山積 )14 
施 ( 施 設 )14 


相 ( 相 談 )2 存 ずる 4 則 ( 原 則 )6 
想 (予想 )14 素 (要素 )14 


滞 ( 滞 在 )1 頼む 2 談 ( 相 談 )2 縦 
4 宅 7 曖 (寒暖 計 )9 単 ( 簡 単 )10 
団 ( 団 体 )12 担 (担当 )13 第 (第 2) 
8 互い に 13 対 ( 対 等 )13 


違 ( 間 違え る )2 著 (著者 )6 帳 ( 電 
話 帳 )8 超 (超過 )14 


連れ て 1 勤め る 2 疲れ る 4 伝 ( 手 
伝 う )6 続 (手続 き )7 造る 11 建 
( 金 遣 い )13 


定 (予定 )1 停 (停留 所 )5 点 (交差 
点 )5 的 (自動 的 )7 提 ( 提 出 )10 


寺 11 


登 (登場 人 物 )1 到 (到 着 )1 当 ( 本 
当 )2 毒 (気の毒 22 供 (子供 )3 
泊まる 3 撮る 4 床 (床屋 )5 導 
(指導 )5 届け る 8 特 (特別 )9 隣 
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静 (冷静 )13 世 ( 世 紀 )14 


送 ( 送 別 会 )1 草 (草々 )4 走 (暴走 
族 )8 速 (早速 )12 争 (竞争 )14 足 
(不足 )14 


訪ね る 8 足り る 10 多 (多 人 额 )11 
例え ば 14 


知 ( 通 知 )1 朝 ( 朝 食 )8 調 (調査 )11 
池 ( 電 池 )12 

都 (都合 )1 

店 (書店 )5 伝 (伝染 病 )9 

読 (読解 文 )1 道 (水道 )7 友達 7 
同 (同時 )7 働 (労働 )13 得 (取得 ) 
14 


ネ 


ハ 


12 共 ( 共 働き )13 等 (対等 )13 
独 (独立 期 )13 倒 ( 圧 倒 的 )14 


並ぶ 6 
流れ 13 


治す 6 直す 8 難 ( 難 物 )10 


庭 8 乳 (乳幼児 )13 


脱ぐ 9 


眠る 12 根 14 


| 残る 11 


働く 2 初め て 3 配 (心配 )3 灰 ( 灰 
忠 )4 拝 (拝啓 )5 払う 7 吐き 気 9 
肺 (肺炎 )9 速い 9 杯 (乾杯 )11 般 
(一 般 的 )13 


備 (準備 )2 必 ( 必 要 )3 非 〈 非 常 )6 
拾う 14 


夫 (夫妻 )1 無 ( 御 無 事 )2 不 (不安 ) 
3 札 7 仏 ( 大 仏 )11 降る 11 雰 
(雰囲気 )12 増え る 13 触れ る 14 
府 (政府 )14 深い 14 


別 (送別 会 )1 便 (便利 )3 平 (平日 ) 
6 弁 ( 弁 償 )6 閉 (閉口 )12 
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| 部 屋 4 


熱 9 


延ばす 10 


場 (場面 1 運ぶ 4 
3 泊 11 離れ る 14 


(現れ ) 始 め る 8 


便 (郵便 局 )3 


物 ( 物 価 )3 


変 (大 変 )6 減る 14 


ホホ 


7/// 


MI 


房 (文房具 屋 )5 報 (報告 )5 訪 ( 訪 
問 )8 暴 ( 暴 走 族 )8 保 (保险 )8 望 
(希望 )10 宝 ( 国 宝 )11 坊 ( 寝 坊 )12 
封 (封建 )13 


曲がる 5 末 ( 末 筆 )5 窓 (窓口 )7 
迷う 8 30 枚 10 満 (満員 )12 舞 ( お 
見 舞い )12 負け る 12 


緑 11 皆 12 


迎 (出迎え る )3 胸 9 夢 (夢中 )12 


昔 13 


面 (場面 1 召 (召し 上 が る )8 合 
(生命 )8 


門 (陽明 門 )11 

屋 (本 屋 )5 

郵 (郵便 局 )3 

寄 ( 寄 せ 書 き )2 要 (必要 )3 呼ぶ 4 
横 4 翌 ( 翌 月 )7 欲 (食欲 9 容 (内 


容 )10 陽 ( 陽 明 門 )11 幼 (乳幼児 ) 
13 


覧 (閲覧 6 絡 ( 連 絡 )10 
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歩 (散歩 )1 
11 


方 (立方 )7 北 (西北 ) 


学ぶ 1 参る 8 招く 8 回 (走り 回 


る )8 


土産 8 


無 (無限 )10 難し い 11 


文 (文部 科学 省 )1 


薬 (薬局 )5 


友 ( 友 人 )4 


预 ( 预 金 )7 


顿 ( 依 顿 )7 


八百屋 5 夜 ( 夜 分 )9 


様 (様子 )9 


留 ( 留 学 )1 寮 (社員 寮 )3 略 (前 略 ) 
4 量 (使用 量 )7 力 〈 電 力 )7 離 ( 距 
離 )11 

列 (列車 )11 齢 (年 齢 )13 


労苦 労 28 論 ( 論 文 )12 


訳 (申し 訳 )10 渡す 12 割 (役割 )13 
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立 ( 立 方 )7 立 (自立 )13 


連 ( 関 連 )10 冷 (冷静 )13 


分 か る 2 別れ る 14 


4. 各課 の 主 な 学習 項目 


各課 の 会 話 文 で 扱っ た 主 な 学習 項目 を , 文型 ・ 文 法 と 表現 の 二 つ の 領域 に 分 け 
て 一 覧 に し た 。 

[文法 ・ 文 型 ) で は , 文 の 構造 的 特徴 を 表す 基本 的 な 型 と 機能 語 等 の 用 法 を 中 
心 に 示し た 。 [表现 ] で は , その 課 で 扱っ た 主 な 言い 方 を , 表現 機能 の 面 か ら ま 
と め た 。 機能 的 役割 を 示す 部 分 に 下線 を 付 し , その 機能 説明 を ( ) の 中 に 示し 


Rs 

1 课 

[文型 ・ 文 法 〕 

(1) ~~ から ~ を も ら う 外務 省 か ら パ スポ ー ト を も らい まし た 。 

(2) し よう と 思う ビザ を も ら お うと 思っ て いま す 。 

(3) た りー た りす る 妻 は 買い 物 に 行っ た り 荷 物 を そろ えた り し て いま す 。 
(4) に する 金曜 日 に し まし ょ う 。 

(5) て へ の 日 本 へ の 出発 は 来 月 の 三 日 で し た ね 。 日 本 へ の 到着 。 
[表现 ] 

相手 の 都合 を 聞い て スケ ジュ ー ル を 決め る 言い 方 

(1) 日 本 へ の 出発 は 来 月 の 三 日 で し た ね 。 (確認 する ) 

(2) 実は 送別 会 を し た いと 思い まし て ね 。 (用 件 の 切り 出し ) 

(3) 来週 の 水曜 日 は どう で すか 。 (提案 する ) 

(4) 水曜 日 は 都合 が 悪い の で す が ……。 (都合 を 述べ る ) 


金曜 日 な ら 都合 が いい の で す が 。 
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(5) 場所 は レス トラ ン に し よう と 思っ て いま す 。 (意向 を 述べ る ) 


(6) それ じゃ , 金曜 日 に し まし ょ う 。 (決定 する ) 

2 課 

[ 文 型 . 文法] 

(1) て し な が ら て する リー さん は 大 学 に 通い な が ら 会 社 で 研修 する ん 
で すか 。 

(2) 予定 だ 2 年 め に 会 社 で 研修 を 受け る 予定 な ん で す 。 

(3) て つも り だ 大 学 で は 何 を 専攻 する つも り で すか 。 

(4) ー う ノ よ うと 思う 経営 学 キ や ろう と 思っ て いる ん で す 。 

(5) た いと 思う な る べく 家族 で 旅行 し た いと 思っ て いる ん で す 。 

[表现 ] 


お 祝い や は げ ま し の 気持 ち を 述べ る 言い 方 
(1) お めで と う ご ざ いま す 。 よ か っ た で すね , 研修 生 に 選ば れ て 。 


(祝い を 述べ る ) 

(2) あり が と う ご ざ いま す 。 ( 礼 を 言う ) 
(3) お か げ さ まで 。 (祝い ・ 礼 に 対す る 応答 ) 
(4) し っ か り が ん ば っ て くだ さい 。 (は げ ま し ) 
予定 や 計画 を 述べ る 言い 方 
(1) 大 学 で 勉強 する 予定 な ん で す 。 (予定 を 述べ る ) 
(2) で きる だ けい ろ い ろ な 事 を 勉強 し て みる つも り で す 。 (抱負 を 述べ る ) 
(3) 経営 学 キ を や ろう と 思っ て いる ん で す 。 (意向 を 述べ る ) 

な る べく 家族 で 旅行 し た いと 思っ て いる ん で す 。 (希望 を 述べ る ) 
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3 課 


[ 文 型 .文法 ] 
(1) て と , ~ 外 で 食べ る と ずい ぶん お 金 が か か り ま す よ 。 
と ば , ~ 自分 で 作れ ば そん な に か か り ま せん よ 。 

(2) て の で , ~ 初め て 日 本 へ 行く の で , ちょ っ と 心配 な ん で す 。 

(3) < し, と か ら 。 だ いじ ょ うぶ で す よ 。 空港 に は 係り の 者 が 出迎え 
に 来 ま すし , いい 宿舎 も 用 意 し て あり ます か ら 。 

(4) て し た ほう が いい 荷物 は な る べく 少な くし た ほう が いい で す よ 。 

[表现 ] 


相談 し た り , それ に 答え た りす る 言い 方 

(1) あの う , ちょ っ と お 伺い し た いこ と が ある の で す が 。 ( 話 を 切り 出す ) 
(2) 日 本 で の 生活 の こと な ん で す が ……。 (用 件 を 提示 する ) 
(3) 荷物 は な る べく 少な くし た ほう が いい で す よ 。 (助言 を 与え る ) 
(4) だ いじ ょ うぶ で す よ 。 心配 する 必要 は あり ませ ん 。 (安心 させ る ) 


4 課 

【 文 型 ・ 文 法 ]〕 

(1) お て いた す すぐ に お 持ち いた し ます 。 

(2) お て に な る みな さん , お 疲れ に な っ た で し ょ う 。 
(3) お ~ で すか お 呼び で し ょ うか 。 

(4) お て くだ さい 少々 お 待ち 下さ いま せ 。 

(中 (お あざ し まい じょう お 荷物 , お 持ち し まし ょ う 。 

(6) 今 て た と ころ だ 今 来 た こと こころ な ん で す 。 
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[表现 ] 

も の を 頼ん だ り 注 文 し た りす る 言い 方 

(1) すみ ませ ん 。 日 本 の 新聞 は あり ます か 。 (も の を 頼む ) 
すみ ませ ん 。 こ の 子 に ミル ク を お 願い で きま すか 。 

(2) 何 が よろ し ゅ う ご ざ いま すか 。 (選択 を 求め る ) 
大 きい の と 小さ い の と あり ます が , どちら が いい で すか 。 

(3) お 荷物 , お 持ち し まし ょ う 。 (申し 出る ) 

初対面 の あい さ つ や 人 を 紹介 する 言い 方 

(1) 失礼 で す が , リー さん で いら っ し ゃ いま すか 。 (呼び 掛け ) 


(2) 私 , 課長 の 山田 で す 。 プ と 申し ます 。 (自己 紹介 ) 
(3) 中 村 さ ん , こち ら 課 長 の 山田 さん で す 。 (人 を 紹介 する ) 
中 村 さ ん , 家内 の マリ ー で す 。 
(4) 初め まして, マリ ー で す 。 (初対面 の あい さ つ ) 
ご うう ぞ よろ し く 。 
こち ら こ そ 。 
5 課 
[ 文 型 . 文法 ] 
(1) 一 を 人 行く その 道 を まっ すぐ に 行き ます 。 
(2) て と , て が ある 寮 の 前 の 道 を まっ すぐ に 行く と , 左側 に 銀行 が 
あり ます 。 
(3) て て , 一 た 所 で す 薬局 の 先 の 道 を 左 に 入っ て , 50 メ ー ト ル ぐ らい 
行っ た 所 で す 。 
(4) が , ~ だ 少し せま いで す が , 明る く て 気持 ちがい い 部 屋 
3 
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(5) 一 と いう こと だ 。 その 店 に は いい 品 が そろ っ て いる と いう 評判 で 
す よ 。 
[表現 ] 


場所 を きい た り 説 明 し た りす る 言い 方 
(1) どこ か 近く に 適当 な 店 は あり ませ ん か 。 (場所 ・ 所 在 を きく ) 
(2) 銀行 へ 行く に は どう 行っ た らい いで し ょ うか 。 (道順 の 説明 を 求め る ) 
(3) その 道 を 右 へ まっ すぐ に 行く と 左側 に 銀行 が あり ます 。 

その 薬局 の 先 の 道 を 左 に 入っ て 50 メ ー ト ル ぐ らい 行っ た 所 で す 。 


(道順 ・ 位 置 を 説明 する ) 
(4) 「 寮 の 前 の 道 を 右 へ まっ すぐ に 行く と 左側 に 銀行 が あり ます ね 。」 


「 え え , 郵便 局 の 先 で すね 」 (確認 する ) 
6 課 
【 文 型 ・ 文 法 〕 
(1) な か な か し きれ な い 学生 に は な か な か 読み きれ ませ ん ね 。 
(2) て で も 外国 人 の 学生 で も 入れ ます か 。 
(3) て も て も 土曜 日 も 日 曜日 も や っ て いま すか 。 
(4) て は て が , て は て 土曜 は や っ て いま す が , 日 曜 は 休み で す 。 
(5) て さえ ーー ば 学生 証 さ え 見 せれ ば いい ん で す よ 。 
[表现 ] 


方 法 な ど を きい た り 教 えた りす る 言い 方 
(1) 本 が 借り た い 時 に は どう すれ ば いい ん で し ょ うか 。 


(問題 解決 の 方 法 を きく ) 
(2) 図書 館 へ 入る に は 学生 証 さ え 見 せれ ば いい ん で す よ 。 


( 間 題 解決 の 方 法 を 教え る ) 


3 


わか ら な い 時 は 係り の 人 に きく と いい で す よ 。 

(3) 外国 人 の 学生 で も 入れ ます か 。 (資格 ・ 制 限 に つい て きく ) 
(4) 本 は どれ も 高い で すね 。 特 に 専門 書 な ど は 。 (注釈 を つけ る ) 

(5) 土曜 は や っ て いま す が , 日 曜 は 休み で す 。 (対比 的 に 説明 する ) 


7 課 
[ 文 型 文法 ] 
(1) っ て グズ グ と 8.275 っ て グズ と タイ プ し て ある 。 
~ー っ て ググ と いう その 差 の 250 が 今月 分 の 使用 量 っ て グズ と いう こと 
な ん で す よ 。 
て っ て と いう の は 自動 振替 っ て グ と いう の は 何で すか 。 
(2) て て ある 鉛筆 で 書い て あり ます ね 。 
[表现 ] 


説明 を 求め た り , それ を 確認 し た りす る 言い 方 

(1) すみ ませ ん , ポス ト に こん な は が き が 入っ て いた ん で すけ ど , これ 何で す 
か 。 (教示 を 求め る 時 の 切り 出し 状況 を 説明 し て 教示 を 求め る ) 

(2) 「 自 動 振替 」 っ て 何で すか 。 (言葉 の 意味 を きく ) 

(3) その 差 の 250 が 今月 分 の 使用 量 と いう こと な ん で す 。 (説明 する ) 

(4) どう し て 250 と いう こと が わか る ん で すか 。 (理由 ・ 根 拠 を きく ) 

(5) それ は ね , メー ター が つい て いる で し ょ う 。 あ れ で 分 か る ん で す よ 。 

(判断 の 根拠 を 説明 する ) 
(6) 家 に いな く て も いい ん で すね 。 (必要 の な いこ と を 確認 する ) 
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8 課 


[ 文 型 文法] 


(の ) と お り に て する この 前 いた だ いた 地図 の と お り に 参り まし た か 
ら , ぜん ぜん 迷い ませ ん で し た 。 


(2) と と し て 大 学 で 第 2 外国 語 と し て 習い まし た 。 

(3) て こと は て の で す が 広い こと は 広い の で す が , 

(4) 一 《在 ) の に , だ 大 通り の そば な の に , わり に 静か で すね 。 

(5) そう な ~ 元気 そう な ぼっ ちゃ ん で すね 。 

[表现 ] 

(1) ご めん くだ さい 。 (訪問 し た 時 の あい さ つ , 来訪 を 告げ る ) 

(2) 今日 は お 招き いた だ きま し て , あり が と う ご ざ いま し た 。 
(訪問 し た 時 の あい さ つ , 感謝 の 意 を 述べ る ) 

(3) お 待ち し て いま し た 。 ( 客 を 迎え た 時 の あい さ つ , 歓迎 の 意 を 述べ る ) 

よく いら っ し ゃ いま し た 。 

(4) どう ぞ お 上 が りく だ さい 。 ( 客 を 招 じ 入れ る 時 の あい さ つ ) 

(5) で は , 失礼 し ます 。 ( 招 じ 入れ られ た 時 の あい さ つ ) 

(6) は い , どなた で すか 。 (見 知ら ぬ 来 訪 者 へ の 応 倫 ) 

(7) リー さん は すばらし い 青 年 だ と , 主人 は いつ も ほめ て お り ま す 。 

(相手 を ほめる) 


奥様 は 日 本 語 が お 上 手 で すね 。 
お 宅 も お 庭 も ずい ぶん 広い で すね 。 
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9 課 


[ 文 型 
(1) 
(2) 


“ 文法] 
ーー し て みた ら て も 熱 を 計っ て み ま し た ら , 38 度 も ある の で す 。 
て と いけ な いか ら , 肺炎 を 起こ す と いけ ませ ん か ら , 注射 を 打っ て 


し で お く お きま し ょ う 。 


シー ニニ 


9) 


(4) 


<ー( の ) よ う で し た ら , 一 熱 が 下がら な いよ う で し た ら , も う 一 度 お で か 


け く だ さい 。 


~ー し て も いい か 今 か ら お 伺い し て も よろ し いで し ょ うか 。 
[表现 ] 


電話 で の 応答 


(1) 


(3) 


「 も し も し , リー で す が ン と 申し ます が , 山田 さん の お 宅 で すか 。 
(電話 で の 名 乗り と 相手 の 確認 ) 
「 は い , 山田 で す 。 ズ は い , そう で す 。」 (電話 で の 応答 ) 
「 も し も し , 山本 医院 で すか 。」 
「 い いえ , 違い ます 。 何 番 に お か け で すか 。」 
「265 の 7728 番 で す 。」 (電話 の まち が い を 指摘 する ) 
「 ど う も 失礼 し まし た 。」 (談話 の 終結 ) 
「 も し も し , 夜 分 申し わけ ご ざい ませ ん 。」 
( 不 時 の 場合 の 電話 で の 言い 方 ) 


状態 を た ず ね た り , 行動 を 指示 する 言い 方 


どう し まし た か 。 (状態 を 問う ) 
この 子 が 急 に 熱 を 出し て 元気 が な い の で す 。 (状態 を 説明 する ) 


(3) ちょ っ と 服 を 脱が せ て くだ さい 。 じゃ, 後ろ を 向い て 。〈 行 動 を 指示 する ) 


お 伺い し て も いい で すか 。 プ お 伺い し て も よろ し いで し ょ うか 。 


(許可 を 求め る ) 
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10 課 


【 文 型 ・ 文 法 〕 

(1) て こと は な い そん な に 急ぐ こと は あり ませ ん よ 。 

(2) て て も らい た い 締め 切り を 延ばし て いた だ きた いん で す 。 
(3) て も の で すか ら 時 間 が な か っ た も の で すか ら 。 

(4) こと に し て お く 来週 と いう こと に し て お きま し ょ う 。 
[表现 ] 


人 に 何 か を 頼む 言い 方 

(1) あの う , レポ ー ト の こと で お 願い が ある ん で す が 。 (用 件 の 切り 出し ) 

(2) あの う , 締め 切り を 延ばし て いた だ きた いん で す が 。 (丁寧 に 依頼 する ) 

(3) それ じゃ , 来週 と いう こと に し て お きま し ょ う 。 (暫定 的 処置 を 述べ る ) 

わび た り , 言い 訳 を し た りす る 言い 方 

(1) か っ て な 事 を 申し まし て , 申し 訳 ご ざい ませ ん 。 (理由 を 付 し て わび る ) 
間に合い ませ ん で , 申し 訳 あ り ま せん 。 


(2) 熱 が 続い た も の で すか ら 。 (理由 を 説明 し , 言い 訳 を する ) 
11 課 

[ 文 型 . 文法] 

(1) て て も いい だ れ も 行 か な いな ら , 私 が 行っ て も いい で す よ 。 
(2) の じゃ な いか ちょ うど いい ん じゃ な いで すか 。 

(3) と な る と て だ お 寺 を 見 て 歩く と な る と 大 変 で す よ 。 

(4) て と いう わけ で は な い だ め と いう わけ で は あり ませ ん 。 

(5) て し か て な い 五 日 し か 休め な い 。 
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[表现 ] 
意見 , 判断 を 述べ た り , 助言 を し た りす る 言い 方 


(1) 


日 光 に し た ら ど う で すか 。 (助言 する ) 
旅行 な ら 日 光 へ 行く と いい と 思い ます よ 。 


(2) 見 て お いて も いい 所 だ と 思い ます けど 。 (意見 を 述べ る ) 
春の ほう が いい ん じゃ な いで し ょ うか ププ か し ら グ か な 。 
(3) 距離 的 に も ちょ うど いい ん じゃ な いか な 。 
(ある 観点 か ら の 判断 を 述べ る ) 
(4) お 寺 を 見 て 歩く と な る と 大 変 で す よ 。 (ある 条件 で の 判断 を 述べ る ) 
(5) それ は そう で すけ ど , 夏 は どう で し ょ うか 。 
(相手 の 考え を 認め つつ 疑問 を 示す ) 
(6) だ め っ て いう わけ じゃ な いん で すけ ど , 込み ます よ 。 
(相手 の 考え を 認め つつ 意見 を 述べ る ) 
12 課 
[ 文 型 文法 ] 
(1) て だ け で は な く て も 歌 だ け じ ゃ な く て , 何 か 楽器 も 使っ て いる 。 
(2) 一 みた い だ 楽器 も 使っ て いる みた いで す 。 
(3) な ん か も 子供 な ん か も すっ か り 目 が 覚め て し まっ て 。 
(4) て と は 思う ん だ が も うす ぐ 終 わる と は 思う ん で す が 。 
(5) て わけ に は いか な いか 替え て いた だ くわ け に は いき ませ ん か 。 
(6) て そう も な い どう も 静か に な り そ う も な い 。 
(7) て よう に (話す ) 静か に する よう に 話す 。 
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〔 表 現 ] 
状況 を 推測 し , 変化 を 予想 する 言い 方 


(1) 
(2) 


楽器 も 使っ て いる みた いで すね 。 (状況 を 推測 する ) 

どう も 静か に な り そ う も あり ませ ん 。 (状態 の 変化 を 予想 する ) 
すぐ 終わ る と は 思う ん で す が 。 

10 時 を 過ぎ た ら 静 か に な る だ ろう と は 思う ん で す が ……。 


理由 を 説明 し , 要求 を 述べ る 言い 方 


うる さい の で , ね むれ な く な っ て し まい まし て 。 (事情 を 説明 する ) 
団体 客 が 多かっ た も の で …… 


(2) 部 屋 を 替え て いた だ くわ け に は いき ませ ん か 。 (丁寧 に 要望 する ) 

(3) 静か に する よう に 言っ て くだ さい 。 (指示 の 伝達 を 依頼 する ) 

(4) あい に く 今 日 は 満員 な ん で す 。 (事情 を 説明 し て 断 わ る ) 

13 課 

【 文 型 ・ 文 法 ]〕 

(1) て ん だ っ て ノン ん で すっ て あの 人 , 結婚 する ん だ っ て 。 ン 結婚 する ん 
で ずっ て 。 

(2) せっ か くし た の に , 一 せっ か く 勉 強し た の に , も っ た いな いで す 
ね 。 

(3) し た っ て , で 役割 分 担 し た っ て , 対等 な 関係 は 築け る よ 。 

(4) し, から, か えっ て 支出 も 増え る し , 家事 も お ろ そ か に な っ た 


りす る か ら , か えっ て マイ ナス に な る と 思 
2 
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[表现 ] 
伝聞 の 言い 方 


(1) 


(2) 


あの 人 , や め た ん で す よ 。 結婚 する ん で すっ て 。 
(見 聞き し た 情報 を 伝え る ) 
主婦 の 半分 は 仕事 を 持っ て る っ て 話 だ よ 。 
結婚 や 出産 で や め る っ て いう ケー ス は わり に 多い よう で すね 。 
(一 般 的 な 傾向 を 述べ る ) 


自分 の 意見 を 述べ た り , 反論 し た りす る 言い 方 


(1) 


結婚 し た ら 妻 に は 家 に いて ほし いっ て いう の が 男 の 自然 な 気持 ち だ と 思う 
けど な あ 。 (軟らか く 自 分 の 意見 を 述べ る ) 
この ご ろ は や め な い ケ ー ス も 多い ん じゃ な いか な あ 。 
も ちろ ん マイ ナス 面 も ある けど , プラ ス 面 も 大 きい ん じゃ な いか な あ 。 
(相手 の 意見 を 認め つつ 自分 の 意見 を 述べ る ) 
そり ゃ あ , 共働き の ほう が 収入 は 多い だ ろう けど , 支出 も 増え る し , 家事 
も お ろ そ か に な っ た りす る か ら , か えっ て マイ ナス に な る と 思う よ 。 
(相手 の 意見 の 一 部 を 認め つつ , 理由 ・ 根 拠 を 挙げ て 反論 する ) 
そう か な あ 。 (相手 の 考え に 疑問 を 示す ) 
そん な こと は な い 。 (相手 の 意見 を 否定 し た り 非 難し た りす る ) 
ぼく は プ 私 は , そう は 思わ な いよ 。 
(相手 の 意見 に 反対 で ある こと を 示す ) 
第 一 , 経済 的 に 自立 し て いれ ば , お 互い に 対等 な 関係 で いら れる ん じゃ な 
いで すか 。 (条件 を 示し て , 意見 や 予測 を 述べ る ) 
役割 分 担 し て も , 対等 な 関係 は 築け る ん じゃ な いで すか 。 
男 は 外 , 女 は 内 な ん て いう 役割 分 担 , 封建 的 だ よ 。 (強く 主張 する ) 
対等 な 関係 と 経済 力 と は 関係 な いよ 。 
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(9) A : そん な こと は な い 。 
B : そん な こと は な いっ て , 何 が 。 (詰問 する ) 
0 まあ まあ , そん な に 言い 争わ な いで 。 (な だ め た り 仲 裁 し た りす る ) 


14 課 

[ 文 型 文法] 

(1) な ん と か で きた 研究 室 の 人 が 助け て くれ た の で , な ん と か 勉強 
を 続け る こと が で きま し た 。 

(2) て, よかっ た この 学校 に 入っ て , ほん と うに よかっ た と 思い 
ます 。 

(3) て の で は な いか これ な ら 日 本 で や っ て いけ る の で は な いか と 思 
MV ま も だ た 。 

(4) て の は て だ 一 番 心配 だ っ た の は , 日 本 語 で す 。 

(5) て の は て こと だ 一 番 楽 し か っ た の は , みん な と 遅く まで 議論 
た こと で すず 2% 

[表现 ] 


過去 の 経験 に つい て 回 想 し た り , 評価 を し た りす る 言い 方 
(1) 今 か ら 考 える と , この 学校 に 入っ て ほん と うに よかっ た と 思い ます 。 
(過去 の 経験 に つい て 評価 を 述べ る ) 

一 番 心配 だ っ た の は , 日 本 語 で す 。 
私 と し て は , 新しい 資料 も 見 る こと が で きま し た し , よかっ た と 思い ます 。 
や っ ぱり 私 の 日 本 語 で だ いじ ょ うぶ か どう か と いう こと で し た 。 
これ な ら 日 本 で や っ て いけ る の で は な いか と 思い まし た 。 
思っ て いた と お り 私 の 日 本 語 で は 十分 で は あり ませ ん で し た 。 

(2) 一 番 不安 だ っ た の は どん な こと で すか 。 (評価 を 求め る ) 
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研究 室 の 人 が 助け て くれ た の で , な ん と か 勉強 を 続け る こと が で きま し た 。 
(回 想 し て 述べ る ) 
行事 と いえ ば , 旅行 と か コン パ と か いろ いろ な こと が あり まし た 。 
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5. 練習 問題 で 扱っ た 表現 機能 一 覧 


各課 の < 練習 1> で 扱っ た 表現 機能 と その 形式 を , コミ ュ ニ ケー ショ ン の 観点 
か ら , 展開 に 関す る 機能 , 内 容 に 関す る 機能 , 表現 態度 に 関す る 機能 , 社交 的 機 
能 , その 他 表 現 形式 に 関す る も の , の 5 項目 に 分 類 ・ 整 理 し て 示し , 各 機能 に 対 
応 する 文型 を 練習 問題 に 取り 上 げた 文例 か ら 抽 出し て 添え た 。 


凡 例 
第 1 項 第 2 项 第 3 项 
例 : 用 件 の 切り 出し 1 一 3 一 (2) 実は と 思い まし て ね 

第 1 項 の 「 用 件 の 切り 出し 」 は , 下位 分 類 さ れ た 機能 を 示す 。 

第 2 項 。 「 1 一 3 一 (2②)」 は , 第 1 課 の 3. 会 話 練習 (2) で ある こと を 示す 。 数字 
の 初め の も の は 課 の 番号 , 2 番目 の 数 字 は 練習 の 種類 , ( ) 付 の 数 字 は 練習 
番号 を 示す 。 練習 は , 1. 一 お きか え , 2. 一 言い か え , 3. 一 会 話 練習 で ある 。 

第 3 項 の 「 実 は て と 思い まし て ね 」 は , 練習 で 取り 上 げた 文型 。 


機能 分 類 


I. コミ ュ ニ ケー ショ ン の 展開 に 関す る 機能 
1. 談話 の 開始 


用 件 の 切り 出し 1 一 3 一 (2) 実は て と 思い まし て ね 
ク 10 一 1 一 (1) て の こと で が ある ん で す が 
ク 10— 8 一 (1) ク 
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用 件 の 切り 出し の 前 置き 
( 話 を 切り 出す ) 

用 件 の 提示 

呼び 掛け 


教示 を 求め る 時 の 切り 出し 
2. 談話 の 展開 
3. 談話 の 終結 


3:—.8.—(]) 
3 一 3 一 (]) 
4 一 3 一 (2) 


了 二 二 三 仙 ) 
9 kN 
9 デデデ) 


ちょ っ と お 伺い し た いこ と が ある ん 
で す が 

< の こと な ん で す が 
失礼 で す が ~ さ ん で いら っ し ゃ いま 
すか 

すみ ませ ん ~ け ど , これ 何で すか 
と ころ で 

どう も 失礼 し まし た 


I. コミ ュ ニ ケー ショ ン の 内 容 に 関す る 機能 
1. 相手 へ の 情報 伝達 を 主 と し た 機能 
(1) 話し 手 の 情 報 伝達 を 主 と し た 機能 


① 事柄 を 説明 する 
受領 ・ 出 所 の 説明 
都合 を 述べ る 
行動 ・ 状 態 の 説明 
状態 の 説明 
予定 の 説明 


費用 の 説明 (条件 の 比較 ) 


行為 の 完了 の 表現 


道順 ・ 位 置 の 説明 


/4 


1 
= (3) 
上 つ 0 
l= 二 (9) 
2 一 2 一 (}) 
5ー2 一 (1) 
2 一 2 一 (2) 


4 二 二- 一 人 


4 一 1 一 (4) 


et i 0 


2 で 人 5 
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~ー か ら ~ を も らい まし た 

~ は 都合 が 悪い で す 

~ は 都合 が いい で す 

~ー た り ~ た り し て いま す 
ながら で も て で てい ます 
少し です が, ご で すず 

(1 年 め ) は て (し ) て , (2 年 め ) は て 
する 予定 で す 

(だ と ) ず いぶ ん か か り ま す が , て 
(な ら ) そ ん な に か か り ま せん よ 
~( し ) う た と ころ で す 

< と を へ 行く と, て に ー が あり ます 
ー~ー を 入っ て 一 行っ た と ころ で す 


対比 的 説明 
判断 の 根拠 の 説明 


予防 の た め の 手 当て の 
説明 

病状 の 説明 

事情 の 説明 


② 理由 を 説明 する 
言い 訳 ) 

③ 情報 を 伝え る 
評判 を 伝え る 
見 聞き し た 情報 を 伝え る 
一 般 的 な 傾向 を 述べ る 
@ 意向 な ど を 述べ る 
意向 を 述べ る 
抱負 を 述べ る 
予定 を 述べ る 
希望 を 述べ る 

⑤ 注釈 を つけ る 


6 一 3 一 (2) 
i dn) 


= 2) 


りー 8 (2) 
12— 1 —(4) 
こし や) 
10 一 3 一 (2) 
5 
13=— 1 =(}) 
13= =(2) 
13= ト =03) 
ト テ る クー 
=) 
= =i2) 
2 一 1 一 (3) 
6 一 2 一 什 ) 


~ー は ~ で す が , で は て 

それ は ね , ~~ で し ょ う 。 あれ で 分 か 
る ん で す よ 

~ー と いけ ませ ん か ら , て し て お きま 
し あう 

「 ど うし まし た 」 「~ な の で す 」 
~ー の で , (し ) う て し まい まし て 
~ー た ら ~ だ ろう と 思っ て いた の で す 
が 

~ー も の で すか ら 


て と いう 評判 で す よ 
< する ん で すっ て 
~ だ ぞう で す 

わり に ~~ よう で すね 


> に し よう と 思っ て いま すず 

で きる だ け ~ す る つも り で す 

~ー し よう と 思っ て いま す 

な る べく て し た いと 思っ て いま す 
ーー で すね 。 特に な ど は 


(2) 相手 の 立場 に 直接 関与 する 情報 を 告げ る 


① 提案 する 
提案 する (日 時 ) 
別 の 案 を 提案 する 


1 
1 一 3 一 (9) 
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ーー は どう で すか 
じゃ あ , て は どう で すか 


© 


③ 


④ 


⑤ 


© 


の ⑦ 


助言 する 3-= (2) 
” 11 一 1 一 (2) 
助言 する 11 一 2 一 (2) 
” 11— 1 —(2) 
不安 を 除く (安心 させ る ) 
事情 を 説明 し て 不安 を 3 一 1 一 (3) 
除く 
” 3—2-—(1) 
一 般 的 傾向 を 述べ て 不安 3 一 3 一 (2) 
を 除く 
不 必要 で ある こと を 10— 1 —(2) 
述べ る 
申し 出る 4 一 1 一 (5) 
ク 6 一 3 一 (2) 
わび る 10 一 2 一 (]) 
ク 10 2 一 (1) 
断る 
事情 を 説明 し て 断る 12— 3 一 (2) 
教え る 
問題 解決 の 方 法 を 教え る 6 一 1 一 (2) 
ク 6 一 1 一 (3 
ク 6 一 3 一 () 
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~ー は な る べく ~~ し た ほう が いい で す 
ま 

~ー に し た ら ど う で すか 

~ー に し た ら ど う で すか 

~ー な ら ~( す る ) と いい と 思い ます よ 


~ー だ か ら , そん な に 心配 する 必要 は 
あり ませ ん よ 

と だ じ し と だ か ら だ いじ ょ うぶ で す 
初め は ーー で し ょ う が , すれ ば な れ 
ます よ 

~ す る こと は あり ませ ん よ 


お (持ち うし まし ょ う 

ー( し ) う て み ま し ょ う 

て (し ) て 申し わけ あり ませ ん 
(し ) ま せん で 申し わけ あり ませ ん 


あい に くん で す 


ーー( す る ) に は て さえ ば いい ん で す 
上 

(の ) 時 は て (する ) と いい で す よ 
(する ) と いい で す よ 


⑧ 意見 ・ 判 断 を 述べ る 
困難 度 に 対す る 判断 を 


述べ る 
意見 を 述べ る 
意見 を 述べ る 
根拠 を 示し て 意見 を 


述べ る 


ある 観点 か ら の 判断 を 


述べ る 
ある 条件 で の 判断 を 
述べ る 
推測 を 述べ る 
決定 する 
暫定 的 結論 を 出す 


6 一 2 二 (人 
1 9°=(]) 
13— 2 —(]) 
13 一 “37 二 (2 
10 一 1 一 8) 
1 よー よー(3 
よく で 2) 
12 = ジー) 
1 一 3 一 (3) 
10 一 3 一 (⑬) 


2. 相手 の 判断 ・ 行 動 を 求め る 機能 
(1) 相手 の 判断 ・ 許 可 等 を 求め る 


① 許可 を 求め る 
② 確認 する 
確認 する (日 時 ) 
ク (行為 終了 ) 
伝聞 情報 の 確認 


相手 の 話 の 内 容 確認 


必要 性 の 確認 


9 一 2 一 (2) 
トマ ダグ デ 人 U) 
1 3 
3 一 2 一 (人 
5 一 3 一 (9| 
7 一 3 一 (2) 
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な か な か きれ ませ ん ね 


て と ん じ ゃ な いで し ょ うか 
てん じゃ な いで すか 

と な ん て いう て は て で す 
ーー から て ば て と 思い ます 


と 的 に も で , ちょ うど いい で す よ 


~ー と な る と ~ で す よ 


~ー そ う も な いで すね 

それ じゃ , … だ し まし ょ う 

それ じゃ , あい うと た し て お き 
まじ まう 


~ー し て も よろ し いで すか 


~ー は ~ で し た ね 

~ー は ~ で し た ね , も うし まし た か 
~ー は ~ と 聞き まし た が 

(ええ , ) て で すね , に ~ が あり ま 
すね 

~ー し な く て も いい ん で すね 


③ 判定 ・ 選 択 ・ 説 明 を 求め る 
行為 の 完了 に つい て 質問 4 一 1 一 (4) 


する 
選択 を 求め る 4 一 3 一 1) 
場所 ・ 所 在 を 聞く 5 一 3 一 (2) 
道順 の 説明 を 求め る 5 一 3 一 (4) 
資格 ・ 制 限 に つい て 聞く 6 一 1 一 (1) 
言葉 の 意味 を 聞く 7 一 1 一 (2) 
理由 を 聞く T= =) 
(2) 相手 に 行動 を 求め る 
① 依頼 する 
も の を 頼む 4 一 1 一 1) 
ク 4 一 1 一 (2) 
” 4 一 1 一 (3) 
行動 の 依頼 10— 3 —(1) 
” 12— 1 —(3) 
伝言 の 依頼 12— 2 一 (2) 
@ 指示 する 
指示 4 一 2 一 (2) 
変化 に 応ずる 行動 の 指示 9 一 1 一 (3) 
行動 指示 9 一 2 一 (1) 
ク 9 一 3 一 (3) 
” 9 一 3 一 (3) 
@ な だ め る 13 一 3 一 (2) 
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お (読み ) に な り ま し た か 


ー と と あり ます が :- 還 ち ら が いい 
で すか 

どこ か 近く に は あり ませ ん か 

ー へ 行く に は どう 行っ た らい いで 
(次 まう 

~ー は ~ で も (で き ) ま すか 

~ っ て 何で すか 

どう し て ~ が 分 か る ん で すか 


~ー は あり ます か 

~ を お 願い で きま すか 

ー に て を お 願い で きま すか 

~ て いた だ きた いん で す が 

~ー て いた だ くわ け に は いき ませ ん か 
ーー よう に 言っ て くだ さい 


お (待ち ) く だ さい 

~ー よ う で し た ら , くだ さい 
で は 。 > じ で 

な よっ と や し て そく だ さい 

ー を 見 せ て くだ さい 

まあ まあ , そん な に て な いで 


卫 . 話し 手 の 感情 や 表現 態度 を 表す 機能 
① 反論 する 疑問 を 示す 
ある 点 は 認め つつ 問題 を 8 一 1 一 (2) て こと は と で す が , 一 


指摘 する 
相手 の 考え を 認め つつ 11 一 1 一 (3) それ は そう で すけ どー は どう で し ょ 
疑問 を 示す うか 
相手 の 考え を 認め つつ 11 一 3 一 (1) て て いう わけ じゃ な いけ ど 
意見 を 言う 
相手 の 考え を 認め つつ 13 一 3 一 (1) も ちろ ん 一 と 思う けど ~ じ ゃ な いか 
意見 を 言う な 
相手 の 考え に 疑問 を 示す ”13 一 3 一 (1) そう か な あ 
ク 13 一 3 一 (1) の ほう が 一 と 思う けど な あ 
相手 の 意見 を 否定 し た り 13 一 3 一 (2) そん な こと は な いよ 
非難 し た りす る 
② 態度 を 保留 する 断定 を 避け る 
態度 を 保留 する 12 一 1 一 (2) と は 思う ん で ず が 
③ 驚き ノ / 意 外 等 の 気持 ち を 表す 
意外 さ の 表現 8 一 2 一 (1) と の に , わり に 一 で すね 
量 の 少な さ を 述 べ る 11 一 1 一 (1) て し か な いん で すか 
聞き 返す 12 一 3 一 (1) (大 阪 へ ) で すか 


惜しむ 気持 ち を 表す 13 一 1 一 (2) せっかく の に も っ た いな いで すね 
④ 評価 を 述べ る 


評価 14 一 1 一 (3) 今 か ら 考 える と 一 て 本 当 に よかっ た 
と 思い ます 
” 14 一 2 一 (1) 一 番 ~ の は ~~ です 
ク 14 一 2 一 (2) 私 と し て は ~~ し, や と 思い ます 
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評価 を 求め る 答え る 


// 


IV. 社交 的 機能 
① 祝い を 述べ る 


祝 意 の 表現 
祝 意表 現に 対す る 応答 
( 礼 を 言う ) 
② あい さ つ 
自己 紹介 
紹介 
初対面 の あい さ つ 
他 家 を 訪問 し た 時 の あい 
さ つ 
同伴 者 の ある 場合 の 
あい さ つ 


14 一 3 一 () 
14 一 一人) 
(2) 
14 一 人 2 二 (9) 
っ) 
と 3 
の 8 | ) 
2 二 人) 
まや 2 
水 二 二 他) 
4 一 3 一 (2) 
テー) 
gr i 
4:- 3 一 (2) 
8 一 (1) 
8 d= (2) 
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一 番 て の は どん な こと で すか 

や っ ぱり つと いう こと で も た 

~ー の で , な ん と か ーー こと が で きま し 
だ た 

これ な ら ~ の で は な いか と 思い まし 
だ 


思っ て いた と お り , で し た 


お めで と う ご ざ いま す 
よかっ た で すね , て 。 
あり が と う ご ざ いま す 


お か げ さ まで 


~ の ~ で す 

私 , て の て と 申し ます 

< と さん, で の て で す 

こち ら , の ~ さ ん 

~ で す s』 は じ め ま し て 

上 DEED GN 

「 ご めん 下さ い 」「 お 待ち し て まし 
た 」 等 

「 御 紹介 し ます 。- て で す .」 
まし て j』 等 


「 は じ め 


予期 せ ぬ 来訪 者 の 場合 の 8 一 3 一 (3) 「 今 日 は 」「 は い , どなた で すか 」 
あい さ つ 等 

緊急 の 電話 で の あい さ つ 9 一 3 一 (1) も し も し 夜 分 申し 訳 ご ざい ませ ん 

電話 で の 名 乗り と 応答 9 一 3 一 (4) も し も し で す が , 一 さん で すか 


まち が い 電 話 9 一 3 一 (5) こち ら は 265 の 7728 番 で す 
@ あい さ つ の し めく くり 

励ま し 2 一 3 一 2) し っ か り ~ て くだ さい 

助力 の 申し 出 8 一 3 一 (2) 何 か あ り ま し た ら , いつ で も どう ぞ 


V. その 他 , 表現 形式 に 関す る も の 

引用 ・ 提 題 の 形式 に 関す る 7 一 2 一 (1) て と プ と いう と いう の は っ て 
も の 

「~ 書 き 」 と いう 表現 7 一 2 一 (2) 鉛筆 書き 
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